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文 獄

第一章 緒 論

Carson(1822)ガ 實 験的立場 ヨ リForlanini

(1882)ガ 人 禮肺結核 ノ人工氣胸療法 二就 イテ唱

導 スル ヤSchmidt,Brauer,Spengler,Saug-

mann等 又 本邦 二於 テ、多数諸家 ノ研 究相踵 ギ

今 ヤ之 ガ治療的数 果 二就 イテ・・何人 モ之 ラ疑 フ

モノナシ ト云 ヘ ド其 ノ理 論 二就 イテハ今尚ホ關

明 セラレザルモ ノア リ。

而 モ其 ノ研 究 ノ多数 ハ肺結核患 者、殊 二其 ノ豫

後 二關 スルモ ノニ シテ之 レガ實験 的研 究比較 的

少 久 就 中結核動物 二關 シテノ・余 ノ寡 聞未 グ之

レラ知 ラザルナ リ。

即 チ余 ハ今村 教授 ノ指導 二依 リ掲 リ健康動物 ノ

ミナ ラズ結 核動物 二封 スル人 工氣胸 ノ影響 テ知

リ之 レガ治癒機轄 二關 シテ砦察 ヲ加ヘ ン トス。

第二章 血液像及 ビ赤血球沈降速度二及ボス影響 二就 イテ

第一節 緒 言

人工氣胸 ノ血液像二及ボス影響 二關 シテハM.

Gustein(1916)ノ 研 究 テ以 テ噛 矢 トス。皇Pチ氏

ハ結 核患者及 ビ健康 犬 ノ實験 二於 テ、片側 人工

氣胸作成後短時間 内二赤血球 ノ増 加、及 ビ白血
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球 数 ノ減 少 テ認 メタ リ。而 シテ白血球 中淋巴球

拉 ピニ「エ オジン」嗜好細胞 ハ増 加 シ、 中性嗜好

細胞 ハ減 少 セ リ ト報 告、而 カモ本現象 ノ本態 テ

肺萎縮 ニヨル呼吸面縮 小 二基 クモ ノナ リ ト構 セ

リ。

次 イデ'Gr.Altschuller〈1922ル モ亦結核 患 者二

於 テ人 工氣胸 ノ後 短時間内 二於 テ白血球 数及 ビ

核葉激 ノ著 明 ナル減 少 テ來 スモ、白血球 種類 ニ

ノ、著攣 ナ カ リシコ トテ言己述 セ リ。

Chini(1928)又5例 ノ結核 患者 一 就 キ片側 人工

氣 胸作 成直後 、2時 、!時 、6時 、8時 、12時

間 、 及 ピ24時 間後 ノ各 同 二亙 リテ検索 シ、赤血

球 数及 ピ血色素量 二攣 化ナキモ、 白血球種類 二

於 テハ施 術1、2時 間後 二於 ケル「エオ ジン」嗜

好 細胞、大 軍核細胞拉 ビ ニ淋 巴球 ノ檜加 テ認

メ、殊 二「エ オ ジン」嗜好細胞 ノ檜加 ハ著 明ニ シ

テ、而 モ是等」曾加 テ前記Gusteinノ 設 ト異 ナ

リ、結 核菌毒素 ノ血 中流 入ニ ヨルモ ノナ リ ト提

唱 シ更 二Eversbusch(1928)・ ・結核毒 素 ガ血 中

二流 入セ リト考 ヘ ラル ・時期 二於 テハ白血球 ノ

増 加、 中性嗜好細胞 ノ増加及 ビ其 ノ核左方 移動

テ來 タスモ ノナ リト報 告 セ リ。

Russew(1928)ハ19例 ノ結核患者 二就 キテ検索

シ、片側人工氣胸 二際 シテハ先 ヅ僅 カニ白血球

激 ノ増加 テ來 シ、爾 ホ人工氣胸施行 ノ経過良好

ナル時 ハ多核 白血球減少、拉 ビニ淋 巴球増多、

及 ビ核左方移動 ノ著明 ナル減少 テ表 ハスモ、経

過不良 ナルハ多核 白血球 ノ檜加拉 ピニ「エ オジ

ン」嗜好 細胞 ノ減 少及 ピ核左 方移動 テ件 フモ ノ

ナ リト記述 セ リ、而 シテ氏 ハ斯 ノ白血球数 ノ檜

加 テ注 入瓦斯 ノ肋膜 刺戟 ニ ヨルモ ノナ リ トセ

リ。

爾 ホMoogu.Pellingハ 雨側人工氣胸 ラ作成

シタル犬 二於 デハ著 明 ナル酸素鋏乏、及 ビ之 レ

ニ依 リテ赤 血球及 ビ血 色素 ノ檜加 ラ來 タス ト報

告 セ リ。

本邦 二於 テハ、竹 中、茂木、岡崎諸 氏 ノ實験報

告 ア リ、 即 チ、竹 中氏 ハ片側人 工氣胸 ラ施行 セ

ル家 兎、 ノこ二於 テ、茂木氏 パー 側肺摘 出或 ハ人

工氣胸作成家 兎 二於 テ敦 レモ手術直後 ヨリノ赤

血球 数及 ピ血色素量 ノ増加 テ認 メ、更 二白血球

種 類 二關 シテハ茂 木氏 ハ俗 「エ オジ ン」嗜好細胞

及 ビ淋巴球 ノ増 加 ヲ報告 セ リ。

最 近岡崎氏 ハ家兎 二於 ケル人工氣胸作成 二際 シ

テ、 胸腔 内座 テ陰性 二保持 スル限 リ白血球 敷及

ピ白血球 種類 二著攣 ナキモ、陽歴 二於 テハ白血

球 敷 ハ常 二檜加 テ來 シ、 且 ツ白血球 腫類 二於 テ

ハ手術後短 時間、即 チ5時 間 目 ヨ リ循 「エオジ

ン」嗜好細胞 ノ檜加 テ認 メタ リ。爾 ホ氏 ハ始 メテ

血 小板 トノ關係 テ研 究 シ、之 レガ檜加 二際 シテ

ハ赤血球 ハ却 ツテ減少 シ、前者 ノ減少 二當 リテ

ハ赤血球 ハ壇加 スルモ ノナ リト報告記述 シ、又

本教 室束田氏 ノ結 核患者 二於 ケル報 告ニ ョレバ

結 核患者 ノ胸腔 内二室氣 テ注 入 シテ現 ハル血液

像 攣化 ハ多種多様 ナ リ ト.

即 チ肋膜癒 著無 キ カ或 ハ癒著輕度 ニ テ相當量 ノ

室氣 テ注 入 スルモ爾胸腔 内陰歴大 ナル時 ハ白血

球撒 ハ注入直後 ヨ リ著明 二減 ズルモ、肋膜癒著

高度 ナル爲 ノ、或 ハ癒著輕度 ナルモ注 入室氣量

過 多ナル タメ胸腔 内歴陽性 ラ示 シタル時 ハ白血

球 数一般 二増加 スルモ ノニ シテ白血球種類 ハ何

レ～場合 ト云 ヘ ド著攣 ナカ リキ。

赤血球沈降速度 二封 スル人工氣胸 ノ影響 ハSch・

neider(1923)始 メ テ之 テ報告 シテ ヨ リFrischel,

K.,(1925)Dull,W.,(1925)Gripenberg,R.,

(1925)Milani,A.,(1926)CappelletteL.,

(1928)Lenero,G..(1928)ノ 諸 報告相踵 イデ出

デ、敦 レモ、人工氣胸施術後 ノ経過良好 ナル時

ハ結核患者 ノ促進 セル赤血球沈降速度 ハ漸時遅

延 シ健康時 二近似 スルモ ノニ シテ、結核患者 ノ

人工氣胸 ニ ヨル豫後判定 ノ饗考 タルベ シ ト稔 セ

リ。

斯 ク ノ如 ク以上文献 ニ ヨル諸家業績 ハ結果 二於

テ多種多様一定 スル所 ナ シ、而 モ其 ノ多 クハ結

核患者 二關 スルモ ノシニ テ結核家兎 二關 スル實

験研究 二於 テハ未 ダ之 レテ知 ラズ。

即 チ余 ハ健康家 兎ハ勿論、主 トシテ片側肺結核

二罹 患 セシメタル家兎 二就 イテ、 人工氣胸 ノ血
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液像及 ビ赤血球沈降速度二及ボス影響 テ検索 シ
ー定 ノ成績 ラ得 タリ。依 ツテ之 レテ報告セント

スo

第二節 實験材料及 ピ其 ノ方法

動物 バー定量 ノ豆腐糟 ラ以 テ ー定期間飼 育セ

ル、 主 トシテ雄性健康家 兎 テ用 ヒタ リ。

人工氣胸術施行。人 工氣胸器 パグ ラス氏式 テ用

ヒ、穿刺 二要 スル刺針 ハ胸氣 内歴力 テ表示 スル

ニ差 支無 キ限 リ、可及的細小 ノ モ ノ ヲ使用 セ

リ。注 入瓦斯禮 ハ主 トシテ木綿及 ビ昇乗 水テ通

過 セル清潭室氣 テ選 ビ、時 二叉酸素 瓦斯 テ使用

セ リ。

先 ヅ助手 テシテ家兎 ラ仰 臥位 二固定 セシメ穿 刺

位 ラ「ヨー ド1丁 幾及 ビ「アル コー ル」テ以 テ清拭

ス、家 兎 ノ静止 シタル後、任意 ノ側 二於 テ、 第

五乃至第七肋間 テ可及的胸壁 二封 シテ直角 二穿

刺、徐 々肋膜腔 二達 セシメ、即 チ順調 ナル人工

氣胸器 「マ ノメー ター」ノ動揺 テ待 チテ徐 、々 ニー一

定量 ノ瓦斯艘 テ注 入セ リ。注 入 シ終 リタル後 ハ

直チニ漸時間手指 テ以 テ穿刺部 テ座 シ、室氣 ノ

脱 出テ防止 シ、然 ル後静 カニ飼育籠 二放 置 セ リ.

家 兎 テー側肺結核 二罹患 セ シムル法

家兎 テ梢 支頭部 テ上 二任意 ノ側 二於 テ横臥位 二

固定 シ、頸部 テ切 開、氣管 ノー部 テ露出 セ シメ

タル後豫 メ調製 セル結核菌俘游液 ラ家兎盟 重1

冠 二封 シ、0.2耗 ノ割合 ニテ徐 々注射・器 テ以 テ

氣管 内二注 入セ リ、注入後 ハ同位 二保持 スル コ

ト10撒 分、然 ル後、飼育籠 二放 置 シ、約1ケ 年

間 ラ経 テ之 テ實験 二供 セ リ。

但 シ、實験後毎常撲 殺 シ、大禮 二於 テ所 定 ノ目

的 ラ達 シ居 リシモ ノ・ミテ探 用 セ リ。

結核菌俘游液、使 用菌 株 ハ當教室 二保存 セル牛

型菌 ニ シテ、培 養 ハ馬鈴 薯培養 ノモ ノテ使 用 セ

リ。囁 氏37度 ニ テ 約2週 間乃至3週 間培養 セ

ルモ ノ ・中 ニテ登 育良好 ト認 メ タルモ ノノ ミラ

選 べ リ、菌苔 ラ探集 シ、乾燥滅菌 セル濾紙小片

ノ間 二狭 ミ、輕 ク歴 シテ水 分 テ去 リタル後菌塊

テ秤量 シ之 テ璃璃乳 鉢中 ニテ研磨 シツ ・一定量

ノ生理 的食盤水 テ滴加 セ リ。

印 チ菌量1彪 二封 シテ1耗 ノ割 合 ニテ食盤 水 ラ

加 へ菌俘游液 テ作 リ、 毎同實験前調製之 レテ使

用 セ リ。

血 液検査 血球 計算 ハMaxI.evyノ 計 算器血

色素量 ・・Sahli氏 ノ血色 素計及 ビ赤血球沈降

速 度測定=・ ・Westergren氏 法 二属 スルKatz

ノ法 ラ探用 セ リ。

塗抹標本 ハ1日 間静置乾燥 ノ後 「メチー ル アル

コー ル」中二浸漬固定 スル コ ト2分 間 一 シテギ

ムザ氏普通 法 ニテ染 色 セ リ。 白血球 ノ分類 ニハ

其 ノ・500テ撒 ヘ テ百分傘 テ算 出 セ リ。 中性嗜好

白lfll.球ノ核 移動 ノ憂還 テ知 ラン爲 メニ・・Arneth

ノ「ヘモグ ラム」テ用 ヒタルモ、記載 ハ簡軍 ナラ

シメ ン爲 メBonsdorffノ 核 葉敷 テ以 テセ リ。

赤血球沈 降速 度測定法 家兎耳静脈 ヨ リ可及的

鯵 血 セ シ ム ル 事無 ク、豫 メ3.8%絢 お縁酸曹達

0・4耗 テ 入 レ タ ル2.0妬 注 射器 テ以 テ精密 二

1・6琵 ヲ探血 ノ後、再三静 カニ注射器 ラ顛倒 シ、

普通 試験 管中 二放 置 スル事、15分 、更 二静 カニ

撹 搾 ノ後Westergren氏 ノ試験管 二吸上 ゲ固

定器 二直立 シ之 レヲ囁 氏20度 内外 ノ室温 一 放

置 セ リ。 沈降速 度 ハ1時 間、2時 間、3時 間及、

24時 間後、試験 管 二刻 メル度 目 一 ヨリテ其 ノ血

漿柱 ノ長 サテ讃 ミ取 リタ リ。

血液 瓦斯測定法、VanSlyke氏 ノ全血液 ニヨ

ル測定法 ラ選 ビ分析 装置 ・・VanSlyke氏 ノ血

液 瓦斯分析器 ラ使用 セ リ。即 チ先 ヅ3.0%赤 血

盤溶液0.2立 毛テ以 テ血液 中 ノ瓦斯 テ摘 出 ス、該

瓦斯 ハ炭酸 瓦斯、酸 素及 ビ窒 素 ノ和 ナル ラ以 テ
む

更 ニー定規苛性曹達 液2,0耗 ニ テ炭酸瓦斯 テ吸

牧 シ、次 二血 中窒素 ノー定量(1.2容 量%)テ 除

キテ酸素 テ算 出 セ リ。

探 血 ハ心臓 内穿刺 二依 レリ。毎「司探血量1.3立 毛

一 シテ此 ノ内 ユ立毛ハ血液 瓦斯測定 二
、残飴 テ血

色 素量測 定 二使 用 セ リ。

第三節 實験成績

第一項 健康家兎、一側人工氣胸
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健康家兎ノー側 二人工氣胸 ラ種々ナル注入量一

於 テ施行 シ、之 レガ血液像、血液瓦斯 二及ボ ス

第 1

影響 テ検 索 セ リ。

表

吐値
膿重
(瓦)
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79

83

80

56.139.44.0

18.837.8 57.3

19.034.Oi61.9

2L3165.0

4.6

Q
U
「Φ
召

二

●

3

一4

0.5

0.1

0

0.2

240

268

四

例

22.4

21.1

20.4

30●51

0.310250

0.20.11252

人 工 氣胸(左 側)注 入 量30耗 胸 腔 内 前魅 一4.-3.同 後 魅 一3.-1

同24時 間

第

同4S時 間

空氣注入前

同

2470 13000 5724 79

2485112700i,5580・80

310093005438isOI
I昭

22.5

29.666.23.60.5

30.50.364.15.0

31.8

0

"●
コの
副

50の
三

31.0

10200155001

6,5.0

64.4

7920.3

35琵 胸 腔 内 前 腿 一4.5-3.

2k)7781

2.5

4.4

0

0

0.5

0.2

0.1

一、一@一

"至47

241

265

1
一一堪

五 注入後3時 間
人工氣胸(右 側)注 入吊 同 後 腿 一3.-1.5

例1 同24時 間

昭82005750
昭

一_.一_同48時 間.

空 氣 注 入 前

311gi10500
310019800

2275920δ

5S50 79

第 同 12235
5622昭80

ケ95052

990015113

121005884

76

84

19.9

20.2

17.8

18.2

14.9

29.6
㎜66丁6

3●判0'3 0.2
…4…4一〇

召

六
人 了 氣 胸(左 側)一 注 入 量70耗 胸 腔 内前 腿 一5.一 工一 同後 膝 十1.-1

例

注入後3時 間

同24時 間 2240 10,500

第

　

同48時 間:22351g .800

空 氣 注 入 前236511100

同

6064

3325

80 17.0

77

35.060.44.0

32.5

5540

4972124002340

75

79

9響

17.830.2
19.3138.5

20.0

15.8

64.4

62.0

55.5

2.8

6.2-6
.1

0.5

0.2

0.4

0.1

0

0

召●
0

0'±10●2

228

235

258

243

人 工 氣 胸(右 側)注 入 量70粍 胸 腔 内前 凪母一5.-4.同 後 歴+2.+1

七 1注入後3時 間1

同24時 間12230 lll器器 79 18.8

43.052.1

40.6 53.0 lil{
0.2

0.4

0.1

0

214

240
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例1同48時 間,2235111700156421

空 氣 注 入 前252084005482

第

入

例

同

761]9.4138.3昭57.S

6926.819.6

2510S300532070

78005S4872

69'Ll
3.&1
3.410.3

3.00.9
「d.-i-一 ・

U∵2

28.00。319.9

28.917.265.6

0.2

9りの一

一∂90耐

240

人 工 氣 胸(右 側)注 入 量40耗 胸 胎i内前 歴 一5.-4.同 後歴 一2.5.-1.5

注入後3時 間

同24時 間

同48時 間

2520

2530

8400

8200

5gr)O

5720

70

70

16.0

17。2

2S.5

27.9

66.4

吾i痒 「

2.OlO.70
1-

4.10.5

2.510.3

0.5

0.1

218

2S9

實験 小括

上記各表 二示 ス如 ク、第1、 第4、 第5、 第8

ノ各例 ノ如 キ比較的小量 ノ室 氣 ヲ注 入セルモ ノ

即チ胸腔内陰歴 ノ術 ホ比較的大 ナルモ ノニ在 リ

テハ敦 レモ氣胸作 成後3時 間 ニ シテ既 二比較 的

著明 ナル白血球 獄 ノ減少 テ來 スモ室氣 ノ注 入後

24時 間乃至48時 間 ニ シテ 殆 ド注 入前 ノ値 二恢

復 セ リ。赤血球 敷 バー般 二著墜 ナ ク僅 ヵ二注 入

後短時間 ニ シテ増 加 ノ傾向 テ示 シ、血色素 量亦

一般 二赤血球数 ノ檜加 ニー致 シテ檜加 スルモ、

第4及 ビ第5例 ノ如 キ赤血球数 二著攣 ナキモ ノ

ニ於 テモ尚 ホ之 レガ檜加 テ認 メタ リ。動脈 血液

中、酸 素量 モ亦 殆 ド攣化 テ來 サザルモ、第4及

ビ第8例 ノ如 ク室氣、 注入短 時間 ニ シテ稚 丸減

少 テ表 ハスモ ノァ リ。 白血球撒 類 モ亦一般 二著二

攣 ナキモ、各例 共 二中性嗜好細胞 ノ核 葉数 二氣

第

胸作成短時間内二於 テー過性減少 ノ傾向アリ。

第2、 第3、 第6及 ビ第7ノ 各例 ハ敦 レモ比較

的多量 ノ室氣 テ注入シテ胸腔内陰歴 ノ甚ダ小 ト

ナレルカ或ハ陽性ヲ示 セルモ ノニシテ、當該各

例二於テ・・敦 レモ室氣注入短時間 ニシテ 白血

球敷、赤血球撒及 ピ血色素量 ノ比較的著明ナル

檜加 テ來 シ、共二24時 間乃至48時 間ニシテ注

入前 ノ値 二蹄復 セ リ。白血球種類又著憂 ナ キ

モ、氣胸作成後短時間ニシテ中性嗜好細胞 ノ増

加及 ビ之 レガ核葉撒 ノ減少ヲ認 メタルモ室氣注

入後21時 間乃至48時 間ニ シテ菖態 二恢復セ

リ。

第二項 健康家兎、爾側人工氣胸

健康家兎 ノ雨側二入工氣胸 テ作成 シ第一項 ト同

様、之 レガ血液像及ビ血液瓦斯二及ボス影響 ヲ

髪ロラントセリ。

2表

例

第

例

第

脇栖

空氣注入前

同

膿重
(瓦)
白血
球数

2630}1L)500
2632112000

血
数
軍
)

赤
球
千
位
(

5280

血縢 辻麟 鵬
(ザ ー リ(容 量%)

二)
mmHg)

76

白 血 球 種 類 別(%)

㈹6・ 購 麟 量i鰯1「嚇 了騙 蘭

19.5i28.6

535274

右 側人 工 氣 胸(雨 側)注 入 量

左 側

15500629Z82

67.4

細 胞

3.210。5 0.2277

注入後3時 間

同24時 間

同4S時 間

空氣注入前

同

260012ユ00

261012600

230010300

23209700

6023 SO

20.3

45蛭 胸 腔 内 前 歴 一一4.-3.5同 後 歴 一2.5.-1.5

35立毛 同 同 一3.-2

15.134.562・3i2・50.60.1
-1落 万 一

3.00.9"一 一 〇18.430.6

539582

4232・ ラび

432071

20.729.066.6

ili}-1器i蒲il

3.7

1二2幽

μO

Q
り

O

O

259

278

0.2260

0.212S5

0.9

右 側25蛭 胸 腔 内 前 墜 一5.-4胸 腔 内 後 歴 昭3.-1.5

左 側20立 毛 同 一4.5-3.5同 一4.-2

7246・250.211.δ14.21.5

1.olo.5i277
人工氣胸(雨 側)注 入量

注入後3時 間

同24時 間

同4S時 間

ILL.1UO

230012.200

5616

5368 69 20.7 47.0149.21.S 2.0

O.3232

0 274

40.8155。711.52310{1000050286019.81.80.2

(第2回)右 側20蝿 胸 腔 内 前 歴 一一4.5.-4 胸 腔 内 後 歴 一2.-1

人 工 氣 胸(雨 側)注 入 量 左 側20耗 同 一4.0--3.5同 一1.-0

1240051286217.7

281

注諜 時間i
24時 間2300 9.300 4752 60 14.2
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第

例

第

四

例

注 入 前

同

2520 10400
一ら

224 68

99005330702525

右 側人 工 氣 胸(雨 側)注 入}
ii: 左 側

12500t596072
し

20.3

20.8

20立 毛 匠]-5.一 一一4.5

16.2

44●1153●8 1'410●10●4 258

25耗 胸 腔 内 前塵 一4.昭3胸 腔 内 後 歴 一2.-1

注入後3時 間

同24時 間

同49時 間

jl三 入 前

同

2530

2525

2365

2400

105001

10650

11L)OO

12700

5410 64 20.1

520067

5740172
552079

19.5

18.6

52.OI44.91一2.4

53.543.72.2

4S.648.6 2.6

19.0

ブ五∬ll130立 毛 同 一4.5--3.5

14.8

同 一3.-1.5

0.40.3

0.1

0.4

0.5

0.4

233

263

26Q.

人工氣胸(雨 側)注 入量
右 側30蛭 胸 腔 内 前膣 一5.5-4胸 腔 内後 歴 一3.-2

同 一2.-1

注入後3時 間

同24時 間

同48時 間

2370

2335

14400

亜繭
11900

6240184

6060

5780

81

7S

19.2

18.9

實験小括

各表二明 カナル如 久 健康家兎ノ雨側一人工氣

胸 ラ作成スル時ハ其 ノ注入量二關セズ殆 ド全例

二於 テ白血球数ハ室氣注入後短時間ニシテ比較

的著明ナル壇加 テ來 シ赤血球数及 ビ血色素量又

著明ナル増加 テ示スモ、敦 レモ氣胸作成後24

時間乃至48時 間=シ テ殆 ド注入前 二恢復セリ。

動脈血液中酸素量ハ室氣注入後3時 間ニ シテ既

二著明ナル減少テ表 ハスモ炭酸瓦斯量二於 テハ

第3

之 レガ増減一定セズ。白血球種類 ハ各例 テ通 ジ

テ空氣注入短時間 ニシテ中性嗜好細胞 ノー過性

増加及 ビ其 ノ核葉数 ノ減少 テ來 シタル外著攣 テ

認 メズ。

第三項 片側肺結核家兎、一側人工氣胸

片側肺結核二罹患セシメタル家兎二就 イテ其 ノ

同側二室氣テ種 々ナル量二於 テ注入シ、短時間

内二於 ケル血液豫及 ビ血液瓦斯 ノ攣化 テ検索セ

リ。

表

吐脅

第

例

赤血
膿重 白血 球数
(瓦)球 数(千 軍

位)

空 氣注人前2150121005072

血色素量
(ザー リ

二)

59

動脈血液
酸素含有量
(容量%)

白 血 球 種 類 別(%)

同

人工氣胸(右 側)

注入後3時 間

212ろ13000

(論 隻1・購 麟 騒

509060

注 入lil:豊 犀 胸 腔 内前 魅 一5.-3

15.4

}器 一57●6

鯛謝備
型 ド'810'6

核葉数

1'01207
Ff」そ麦肌尽一3.5-2

同24時 間2140

i11・000{511457

同48時 間 一2】3S12900

第騒 前1課1罐 ・
二1杁後漏 鋤 ノ鯉6・1圭命ll墨

例 同21時 問259017600155667S
　へ 　　

同48時 間1258016800i54201

空 氣 崔 入 前1250017800」 塑 堂

i25或[8800605S一

13400513654

5100160

15.2

16.1

75」18・1

54・241・312・4 0.8

60.235.213,0
　へ 　　コ

55.0141.312.3

61.3146,62.0
_,-1

0.6

1.1}-i180

118 .31

胸 腔 内 前 座 一5.ろ 一3

16.460.0

1.0

0.60.8

0.20.5

196

biif
239

17.25g.g

第1同…-
人工氣胸で看側)lll三入量三

ミ杁 後3時 酊 一 　 f廊00も504

例1房 「 …颪爾253・ir… 雨1蕊 所i

18.3

18.7

18.9

6ろ蛇 胸 腔 内 前 膝 一4:二「i!

1司そ麦迎Vミー2.-1.5

36,82.50.4

37.ず 2.2

62.034町0

4()'6ド4'31

9

00

1

4

0.3

0.5

01L6'L

0.3

0

214

225

6

2

0

τ

-

「0

4

4

0
β

の
」

第

同

注 入 前124如

48時 間25。 。繭}53281

S400

司 2495 10200

582480
　　 　　

5208179

16.846.849.4

同 後 厭 一1.5-0

3':57,'-0.3

18.2}41.0153.25,310.5
二43.ガil璽13.gl・ ・6

12馴42.6

0

0.1
一 δ一

227

264

248

万奮i5.21。.21。.3f251
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.

'

四

例

人 工 氣 胸r右 側)注 入量50耗 胸 腔 内前 胚 一5.-4.5同 後 歴 一1.5,-1

注入後3時 間1 9800 5904 83 16.3140.8・54.1 4.60.40.112481
,

同24時 間 2360[ 7900 5744 80 18.5 43.6 52.8 3,210,210.11260

同48時 間12385 8900 5658 80 19.2 41.1 ,53.2
ll

5,OIO.50.2256

第

五

例

注 入 前 2360 12200 6730 72119・3139・255・7 4.5
一

〇.5:0
1

一一

271

同 2345 11700 5820 74118,411
一

}
人 工 氣 胸(右 側)注 入 量45琵 胸 腔 内前 膣 一5.-4.同 後 渥 一2.-1一 一

注入後3時 間 9200
一一 一雫一一

6263 77 15.4 38.8 55.8
_._一 一 一一一 一一_

5,Oio.3
一,

0.1{266

同24時 間2300 12600 5984 74 17.3 40.6 54.0 3.6「0、5 0.3i269

.同48時 間12350 11100

一

5660 74 19.0 39.6 53.4 6.20.7 01259

注 入 前
一 一一一

2340}140005440〔68 17.7 52.4 41.9 星.4
一一

〇,410.21229

同 2330
1

13200!5257{ 1
一 一一『-

i人 工 氣 胸(右 側)注 入 量45耗 胸 腔 内 前 慶 一4.-2.同 後 歴 一2.昭1.5

第

六

例

注入後3時 冊 12000 5732 70 16.3 49.5 45.4 3.00.8
1

(,.3206

同24時 闘 23001 14500 5524
1

173 19.2 54.0 41.0 3.5…0.8 0.11222
,

同4S時 間12345 144005490!69118.2156.0138.2 4.110.6…0.1230

第

七

例

注 入 前 2340 9200 5562 80 22.2
一

同 2340
-}一

8600 5696 78 21.6
一 一}甲一 一-一 　 一

人 工 氣 胸(右 側)注 入 量50耗 胸 腔 内 前 膣 一5.-4.胸 腔 内 後 膝 一1.5,
一 一一一 一

〇

江入後3時 間 9400 5960
一

179
18.0

1

一}一 　 　 一一 一}_一

i
同24時 間 9000156241 75 20.6 1

1

1

II同48時間218800 15592 7621.2 1昭

i注 入 前12000
8600 5448 17.5 41.5 52.5 5.3 0.4 0.2 247

第1 同 _1一 一一}一 一 一

入

例

1

人工氣胸(左 側)

一一'一

注 入量50蛇 胸 腔 内 前歴 一5.-3.5. 同 後 歴 一1.0
隔

注入後3時 間 ii100i5816
一 一Il15

・246・9 49.6
13・7

0.3101251
1

同24時 間12010 1600015824
1 1・7・645・4

49・7;
-4・4

0.30.1'220
i!

1同4S時 間2000 93005326 [17.1,42.8 51.4}5.1 0.5iO.2!265

第l

l九 '
、

1

ほ主 入 前 2485i11700 3552 74 19.4 ■

同 25101106003672 78 18.6

人ll氣 胸(右 側)注 入 量50耗 胸 腔 内 前 腿 一4.-3.胸 腔 内 後1墜一2.-1,5一一}

i注入後3時 間 9700 4328 82 17.4
1 !

例 同2塒 間} 2530 10300 4025 80 18.2 1 }
同48時 間2510 10200 4150 78 18.5 i

1}

第 ト ・

一

注 入 前i1980

一一 ■醒雪

10000
,-

5640 78 ユ9.4
1

同i2000 10400 592S 78 18.1 42.0 53.9 3.0 0,710.4 253

十
1

例!

人工氣胸(左側)
一一一一 ・一'囲嘔7一

注 入 量50蛇 胸 腔 内前 腿 一4.5.-3.同 後 歴 一1.0
1-一 一1注入後3時蜀 12100165041 82114.31 46.5

暫一『

47.8 5.2 0.4 0・11239

1

同24時 間2020 11000}58228018.7 4s.5 47.5 3.6 0.3 0.3245

同48時 間12060 1090α5673 7gi18.5 41.8 52.5 5.0 0.1 0.1}252

注 入 前 2900 11200 5688 76 19・51

一

同 2910 10800 5455 78 19.oI 1 i

L人 工氣胸く左側)」 主入量_.

一『一 一

(第1同),

40琵 胸 腔 内 前 歴 一5.5.-4.5.同 後 歴 一2.5-1.5
一

第

十

一

例

十 注入後7ぼ蒔]間 8900 6572 84 17.9
一一一一

1

1

同24時 間 2890 11200 5632 80 18.8
i

i
同48時 間

…

2900 10500 5745 182 20.0 1
一 阿} 一

(第2回)
人 工 氣胸(左 側)注 入 量45琵 胸 腔 内 前 墜 一3.5-3同 後 魅 一1.0

1注入後5醐
8400 5998 84 17.7 1

同4日 目 2945 9900 5372 79 19.2 1
一 脚

の

ド
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實験 小括

比 較的少量 テ注 入 シタル第1、 第2、 第5、 第

6、 第9、 及 ビ第11各 例 ハ 室氣注 入後3時 間

ニ シテ白血球 数 ノ減少a表 ハ スモ、第3、 第4、

第7、 第8及 ビ第10ノ 各 例 ノ如 キ 比較的 多量

ノ注 入 二際 シテハ之 レガ増加 テ來 タ シ共 二注 入

後24時 間乃至49時 間 ニ シテ殆 ド注入前 二蹄 復

セ リ。

赤血球 数及 ビ、血色素量 ハ注入量 少 ニ シテ胸 腔

内陰歴 尚 ホ大 ナ リシ前記 各例 二於 テハ殆 ド攣 化

テ來 サズ、比較的多量 テ注入 シテ胸 腔内陰座 ノ

甚 ダ小 トナル カ全 ク陽性 テ示 シタル前記 各例 二

限 リ敦 レモ之 レガ比較 的著 明 ナル檜加 テ來 タシ

タ リ。

血液 瓦斯 モ亦 捕虚 睨、輕度 ニ シテ胸腔陰歴爾 ホ

大 ナ リシ、第1、 第2、 第5、 第6及 ビ第11例

第4

二於 テハ敦 レモ著攣 テ來 タサザ リシモ室氣、注
ナイ

入多量ニ シテ陰歴甚ダ小 トナルカ或ハ全 ク陽性

テ示セル各例二於 テハ注入後3時 間ニシテ就二

動脈血酸素量 二著明ナル減少 ラ來 タシ、敦 レモ

注入律24時 間乃至48時 間ニシテ殆 ド注入前 ノ

値 二恢復セリ。

白血球種類モ亦室氣 ノ注入量大ニシテ胸腔内陰

座甚ダ小 ナリシ各例二於テ中性嗜好細胞ニー一過

性檜加及 ビ之 レガ核葉数 ノ減少 ラ認 メタル外、

著攣 テ認 メザ リキ。

第四項 雨側肺結核家兎、雨側人工氣胸

雨側肺結核 二罹患 セシメタル家兎 ノ雨側二夫々

室氣テ種 々ナル量二於 テ注入、入工氣胸 テ作成

シ、之 レガ血液豫、血色素量及ビ動脈血液瓦斯

二及ボス影響 ラ知 ランセリ。

表

例

注 入 前

第 同

禮重
(瓦)
白血
球数

247(大1146001
...=-

2463114200

血
敬
軍
)

赤

球
千
位

(

4992

血 色 素 肛

(ザ ー リ

二)

6δ

日麟 霧亀
(容 量%)

(0。C.760
mmHg)

19.2

704993

右 側注 入 量

左 側

4998176

白 血 球 種 類 別(%)

購購 鞠 「謹

2り51.043.6

40萌 … 同 一4.-3.

57.239.215.4

聴基
細胞

2.8j。.4。.2

核葉数

220

人工氣胸(雨 側)
35蝿 胸 腔 内 前 歴 一5.-4.胸 腔 内 後歴 一3.一一2

1注入後3時 間
例 同2塒 間2蜘

同4S時 間2460

注 入 前

15200

■塑 4893176
ケ

18.2

第 同 ド680ほ 、8。。;536。}

13300486378

11400,513370
皇鍾
19.7

5S.5

53.6

40「Js

38.0

同 一2.-0

3.00.60

2.9

42.4

56.判

o.i'i「

3.20.6

2.60.6

18.370

左 側30立 毛 同 一4.一 一3.

48.147.57415.2

0.3

0.2

0

209

230

例

第

例

225

247

人工氣胸・:雨側)

注入後3時 冊

注入量

113700i5624
548022-t_-oo
527212qqo

9500、6310

右 側30耗 胸 腔 内前 歴 一4.5-3.胸 腔 内後 歴 一3.5-2.5

同24時 間

同4S時 間

注 入 前

同

26.50

2655

2185

2210 89。。1而r

」lo
-

八
U

7

一8

19.4

19.6

18.8

S塾
.18・1

イi'fiVl20立 毛

左 側15i尾

44.0 51.6

56.439.6

46.8146.1

同 一2.5-1.5

0.34.0

3.9

3.5

0.5

0.4

0.1・222

0

0

228

240

人]二氣胸(雨 側)注 入量

注入後遡皐 一塑
同24時 間21SO(JOOO

6262

一 禰

6.60.3

胸 腔 内 前 歴 一4.5-3.5胸 腔 内 後 歴 一3.・ 一一2

同 一4-3.5同 一4.-2.5

46.84S.04.810.30.1

226

第

注i入後3時 間

同4S時 間i216018800

248,5t11800注 入 前
ト

248012000同

6520

6384i80

5144

8・ 一 些iL

雛18・5

18.3

17.665

685322

:122〔}0:5856170

46.5

50.2

ド6'6

47.2

44.1

39.3

5.60.4

5.1}0.3
3.2

0.2

0.3

0.810●1

218

230

221

24十

四_人 工璽 剛狸 璽 欄

17.9

30耗 胸 腔 内 前 墨 一6.-4.5胸 腔 内 後 歴 一4.-3.5

30立毛 同 一5.-4.5同 一3.5・-2

11.2160,2135.912.611.00.3i254
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唖仔

第

五

例

同24時 間

同4S時 間

注 入 前

Z47U

同

注 入 後3時 簡 … 一'一

2445

膿 ほ器農
器階1

一6

8

68

78

78

一一f4おσb
l6244・91

ユ5.7 6】.0

59.016.8

11ilド2'o

35.5

37.5

45.3

2.9 0.6 0

2.60。80.1

2●LlO'5P

242

249

勇「マ

人]二氣胸(雨側)注 入量 醐

同24時 間

同48時 間

2100

2085

12100

13100

45耗 胸 腔 内 前 歴 一4.-3,5

35耗 同 一4.-3

54.343.115.0

6320

5990

83

78

17.8 49.8 47.0

り
0
1の
冒

ハU

ー
ム

一

一

〇

.
'
o噌⊥

の
ヨ

一

一

り
0

後

而

内

同
「

腔

丁

胸

棄

20.1防1.8[45.Ol

70
召

喝
D

O
劃

0.40.1

0.40.2

L):;g

244

實験小括

前記各表二示 ス如 久 第3例 テ除 ク各例 二於テ

ハ室氣注入後3時 間ニシテ既二白血球数、赤血

球数拉 ビニ血色素量 ノ著明ナル檜加及 ビ動脈血

中酸素量ノ減少テ來 タシタルモ敦 レモ氣胸作成

後24時 間乃至4S時 間ニシテ空氣注入前 ノ値 二

殆 ド陵復セリ。

白血球種類ハ各例 イヅレモ氣胸作成後短時間二

於 テ中性嗜好細胞 ノー過性増加友 ビ之 レガ核葉

婁交ノ減少テ來 タセリ。

第3例 ハ其 ノ注入量ガZE右雨側共二甚ダ小量、

從 ツテ胸腔内陰歴 モ亦爾ホ大 ナ リ シモ ノーシ

第5

テ.白 血球数及 ビ動脈血中酸素量二減少及 ビ赤

血球数拉 ビニ血色素量二増加 ノ傾向テ認 メタル

モ共二著攣 ナカ リキ。

第五項 健康家兎、長期間連績注入

健康家兎 ノー一側二比較的小量 ノ室氣テ長期間、

鄙チ2週 間乃至4週 間二亙 リテ隔日連績注入シ

之ガ血液像及 ビ血液瓦斯 二及ボス影響ラ槍索セ

リ。

省ホ本實験及 ビ第六項二於 テハ最後 ノ室氣注入

48時 間目ノ憂化 ラ以 テ長期間連績注入 一 ヨル

影響 トシ、空氣注入短時間内二於ケル攣化 ト旺

別セ リ。

表

β

例

第

例
　

空氣注入前

糖 白血
…球数

血
数
箪

ノ

赤
球
千
位

〆
＼

同

人 工 氣 胸(右 側)注 入 量

注 入後48時 間12475i

注 入 前21110126')05712

鋤

血 色 素 量

〔ザ ー リ

ニ)

動 脈 血液

酸 素 含有 量

(容 量%)

(O⊃C.760
mmHg)

白 血 球 種 類 別(%)

中性嗜
好細胞
淋巴
細胞

「エ オ ジ

」鰯 鋤騨 細胞核勲

一ll鴇lllll…}i31'464●4s● ∵ 二5…

9.,;。。1ろ284[毎購 摂 鰍llr「 卿 讐 審

院ltiilfliil-t2・)'㍉54.　 '31り'31
毎 同40耗2週 間 隔 日施 行 胸 腔 内 終 堅 一3.5-2.5

20.5150.1144.115.310.3

睡 基

0219

i-一一第

卜.

同12610104005322

--t一人工 氣 胸1左 側)一 注 入 量

Ol1-206
0.1224

1注入後4S時 間12600113600i5624177

1人 工 氣 胸k左 側)注 入 最 毎 同35蛯3週 間隔 日施 行 胸 腔 内 終膣 一3・0-2
二1注 入後18時 間!25951176001516d『 「-71Tl2L2i46 .5158.214.90.4

1注入後漏 氣胸(左騙 。。

o.212:;L

O210

例i同24燗259・

一_L同.蚕 時間一26りo
注 入 前2420

第

注 入 最

5125

2;1300

10100

9200

30耗 胸 腔 内 前 歴 一3.-2.胸 腔 内 後 曄 一2.-1

7820.7・58.236.215.110.3
11

533680

5225

6016

同240090005920

人 工 氣胸 「右 側)注 入 景

一9
0

瀦1

(,.2117う

21.554.0

20.455.0 llill÷剥
19.9

20.4

0.6 0

ドS●3158●0ド'O!

0.20.2

U.40.3
-i

I

163

吐鯵

203

255

毎 同30蛭 隔 日3週 間施 行 胸 腔 内終 歴 一3.一 ・L).5

注 入後48時 間昭239019・80el6240!7519.2139.0156蕩1

人 工氣 胸(右 側)注 入 昂:噌訪 蛭 胸 腔 内前 歴 一3.-2.

注 入後3時 間1200061307622.6

3.51猿 0.61242

同24時 間2"O

胸 腔 内後 歴 一1.0

10700

同48時 間2壬35}9900

6342

6375

70

74

23.5

24.2

44.449.74.6

42.0

3S.0
璽隻ヱL堕
57.813.4

0.60.4

0.60.2

229

237

0.20.2246
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1注 入 前

第 同

0
4

X
り
0
召
30
召

36010000

97。。朧

'-
75 18.2 3S'3ド8'912●2 0.4

17.773

人]=氣 胸(右 側)注 入 量 毎 回35耗,2週 間 隔 日施 行 胸 腔 内終 墜 一2.5-1

19.7137.gI59.412.OlO.6

人 工 氣 胸(右 側)注 入 量30蝿 胸 腔 内 前 歴 一3.-2.胸 腔 内 後 歴 一2.-1.5

18.4!45.0152.012.410.45512180

0'2i

四
、注 入後48時 間・2355}10600i5136」82

1注入後3時 間:
　

例i同24時 間2330

1注 入 前
同48時 間12340

2150

12200

13000

11300

10SOO

5768

5770

5315

80

84

一70

17.644.S
　

19.2139.0

20.互 一46.2

151.5

57.9

3.2

2.6

49'9ド ●9

0.5

0.4o'61

O.11

第}

0
ヨ●0

0

1
●0

4
●
0

五

山脅

22.0572021251100072同

人 工 氣 胸(右 側)注 入量 毎 同30耗3週 間 隔 日施 行 胸 腔 内 終 歴 一2-1・5

注 入 後4S時 間i2120i114001535217419・6149・7146・313.210・60・21

人 工 氣 胸(右 側)注 入 量35耗 胸 腔 内前 墜 一2.-1.5胸 腔 内後FPt-一一1.0

注 入 後3時 間

同 24時 間2・4・1・46・ ・15784;

第

同48時 間

注 入 前

132005・ 壬IZ76

74

六

例

2130

1講ll、 、、。。

13800538S

126005524

S

O

一7

8

18.4

17.5

7

6

0

7

0
召
-

8
●91

151・4!43・913・9

53.042.33.8

0.8

0.4

48.8146.813.510.5

571078同

人 工 氣 胸(左 側)注 入 量 毎 回30蛭4週 間 隔 日施 行

注 入 後48時 間1235011460062141S3」 呂・0}T

人 工 氣 胸(左 側)　 注 入 否{:痴 婬 胸 腔 内前 歴 一=3.-1.5面 後 瞳 十1.0

16・ 昌

19.5

20.1

17。3

18.5

t
胸 腔 内 終歴 一1.0

注 入 後3時 間

同24時 間'2360

1注 入 前12470

1同12445

第1

168006328186

137006093182

同48時 間2泌,1510061S8i84

9800

1010015912

11300

564劃 78

【
75 ド4●7i61●5ド ●0

0.6

人工氣胸(右 側)注 入liヒ 毎 同30耗2週 間隔日施行 胸腔内終騰一1.5-1

0.2

0.5

一立 歪 一

10

!注入 後48時 間2420

七1同3日 目人 工 氣 胸(右 似
1い

1243512000 6054
注 入 縫

909iii-;il
s2

80

30耗

t
19.σ 一32.5 62'8ド ●4ド210●Ll

例1注k後1繍244ガ
147006256184

11L)OO617477

胸 腔 内 前 腿 一3.-2.胸 腔 内 後 腿 一1.O
l18 .3i36.659.313.80.3
} 　 　

18.6}32.0 64.613.0

2 同48時 問 ・24559600159087S17.835.3159.115・2

0.2

0.4

の
ヨ

0

・

(∪

0

實験小括

各表二明カナル如 久 白血球数 ハ各例敦 レモ著

シキ塘加テ示 シ而モ室氣注入短時間内二於 テ更

二著明ナルモ第4例 及ピ第7例 ノ如キ2週 間以

内 ノ連績注入二際 シテハ 之 レガ増加僅少ナリ

キ。

赤血球数、血色素lll:及ビ動脈血中酸素量ニハ殆

ド憂化テ認 メズ唯第6及 ビ第7例 ノ室氣il入短

時間内二於テ赤血球数及 ビ血色素二梢 支増加及

ビ動脈血中酸素旦二梢 ミ減少 ラ來 タシタルモ ノ

第6

アル外、其 ノ他各例 ハ室氣注入短時間内二於 テ

モー般 二著憂 ラ示 サザリキ。

白血球種類ハ中性嗜好細胞 ノ檜加及 ビ之ガ核葉

数 ノ減少 テ來 タシ之 レモ亦室氣注入短時間内二

於 テ著明ナ リキ。

第六項 結核家兎、長期間連績注入
一側肺結核 二罹患 セシメタル家兎 ノ同側二比較

的小量 ノ空氣 テ以 テ連緬人工氣胸 ヲ作成 シ、之

レガ血液像、血色素量及 ビ血液瓦斯 二及 ボス影

響 テ知 ラントセリ。

表

禮重例

i(瓦 ノ

ーi-.

1空 氣 注 入 前1262J

赤 血

白 血 球 敬

球 数(千 軍

位 ノ

8SOOI5288昭

血 色素 量

(ザ ー リ
=プ 『

78

動脈血液
酸素含有量 白 血 球 種 類 別(%)

(鰹 嬬 購 瞬 「ラ勧 藩1秦獺
mmHg)
-

1ζ「=ケ139.5155.8

1細 胞
'4
.0ド'ゆ0.ξ 0.21239
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第

例

第

唱柘

第

例

同12600昭SIOOI5507i78119.9 T
人工氣胸(左 側大 注入昼 毎同40耗

注 入 後4S時 間 昭2600111000159881

4週 間隔 日施 行

76118.5 142.1152.914.5昭0.30.2i244

人 工 氣胸(左 側 注 天}it35耗 胸 腔 内前 膵 昭2.-1.胸 腔 内 後腿+1.U

注入後3時 間

同24時 間

同48時 間

注 入 前

6σ0018000

262511800

26202355111300εづδσ
同

注 入 後18時 間12340

6120

84 18。9 46.349.63.50.3

80 18.4

4968

920015120i

80

82

)
大9

1

9
召
00
」

1

ユ9.7

ト 　 ロ　ロドマド

42.2」53.2壬.OIO.5
　 　 　 　　 　 コ　　 　 　 　 　コ 　 　　

43.051.54.80.4

i・・16・546・Zl6・20・A
_

0.3224

0.1216

7

う
∂

9
り

4
ム

9
召
0
乙

1

一昭

3

Φ
召

0

(U

_人 工氣胸(Z諏ll)注 天幕 毎同35蛭3週 間隔 日施行

昭48.3146。5i5.010.2

一6}頭9一

人 工氣 胸(右 側)注 入 尉35蝿 胸 腔 内前 歴 一2.-1.同 後 膣 一1.0

注入後3時 間

同24時 間2330

注 入 後48時 間12350

注 入 前2245

125005004
_.型

19000L至3607S

19.8

13.7

1芸

illllil樗 ÷
0.5

0.2

0.1

0.1

215

_,一_一一 人工 氣 胸(右 側)注 入 量 毎 回否b耗 羽'冠 間 隔 日施 行

22S

稲15852

94て}051761

68006000

77

73

同2245

注k後48時 間12240 1060σ15824:

74

71

14・3!
-

21.6

1

20.0

21.2

1

70
θ
健00004 4.5 0.5 0 243

人工氣胸{右 側・ 注入吊毎同40耗2週 間隔日施行
　41

,5154.3

3日 曰22507t)OOI5902172!20.8

,些ユニ無 胸(右 側)注 入 量毎 回35琵 一2週 簡隔 日施 行

3.5 0.5 0.21247

注 入 後48時 間12235}1500U昭5992173 23.OI42.OI52.414.910.60.11235

人 工 氣 胸(右 側)注 入 吊35托 胸 腔 内前 歴 一3.一一2.胸 腔 内 後 凪斥一1.0

第

注入後3時 間

同24時 間

畦 入 前
同

1百0006136

224514000

2050i12200
ロ

2075昭13600

6256

6496 iil
6724 -7窄一

注 入鐘i璽 時 間1208011580016524」78

-一一 人 工 氣 胸(右 側)注 入 量毎 回35蝿

注 入 後4S時 間209511920016916}76

18.8

18..2
18.2'M

45・743・516・2 0.40.11211

43.1142.95.50.6

{

0240

四

晒似

_一一.一 木工氣歴(右 側)注 入景毎同30蝿2週 間隔 日施行

19.1

23.0■ ト

5週 間 隔H施 行

ユ8.9

T 「ー

人 工 氣 胸(右 側)注 入 量35fE胸 腔 内前 縢 一2.5-1.胸 腔 内後 歴 一1・0

注入後3時 間i2090

第

同24時 間1206.5

1注 入 前2020
十

同2000

646壬15300

637419001

4946一 一S600

9、。。ifl。.5

80

78

75

19.6

18.4

21.3

」 1}一一5ST

.r6--43.勺

7420.0

人工氣胸(右側)注 入量毎回40耗2週 間隔日施行

3'210.210.1 237

1墨 ・後48時 間12020i1080015100i7塾 ・五1人 工 氣 胸(右 側
)注 入 量毎 同35琵

1注入 後4S時 間12035196005328173

實験小括

第1例 及 ビ第3例 ハ4週 間、第2、 及 ビ第5例

ハ5週 間、第4例 ハ7週 間、夫 々隔 日連績施行

セルモ ノニ シテ、白血球数 ハ常 二著明 ナル檜加

ラ來 タシ殊 二室氣 注 入短 時間内 二於 テ更 二著 明

ナ リキ。

赤血球及 ビ血 色素量 ハ第1例 二梢 け曾加 テ認 メ

タル外一般 二著攣 ナ ク、動脈血 中酸素 ハ第1例

18.815b.3146。712.4iO.50.1[240

3週 間 隔 日施 行

19・2}54・5L40.414.310・510・31238

第2例 二於 テ僅カニ減少 ノf頃向テ認 メタルモ著

攣 ナ久 白血球種類ハ各例敦 レモ中性嗜好細胞

ノ増加及 ビ之ガ核葉数 ノ租 ・減少テ來 タシー般

二室氣注入短時間内二於 テ著明ナ リ。

第七項 人工氣胸ノ赤血球沈降速度呂

及ボス影響

健康家兎 ノー側、片側肺結核家兎 ノ罹患側及ビ

其 ノ反封側 二人工氣胸 テ種々ナル注入量二於テ
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作成 シ、 之 ガ赤血球沈降速度 一及 ボ ス影響 テ知

ラン トセ リ。 即 チ室 氣注 入後3時 間 目、24時 間

目、49時 間 目乃至5日 目 ノ各同 二亙 リテ探 血 シ

之 レガ赤血球 沈降速度 テ測定検索 セリ。

第一封 照

赤血球 沈降速度 ガ生理的條件、 即 チ温度、食事、

年 齢、性別 二關 係 スルモ ノナ リ トハ既 二Hew-

son(1791)及 ビHunter(1747)ノ 提11昌セ ル所 ニ シ

テ、上野 モ亦動物 ノ雌 雄 ニハ關 セザルモ生理 的

差異 甚ダ大 ナ リト稔 セ リ。

余 ハ本實験 二際 シテ勿論 斯 クノ如 キ外 因的條件

二就 イテ考慮 シタルモ筒 ホ實験 的人 工氣胸 二際

スル肋 間穿 刺其 ノモ ノガ赤血球 沈降速度 二封 シ

テ如何 ナル影響 テ及 ボ スヤ否 ヤ テ知 ラ ン トセ

リ.蓋 シ本實験 成績 二封 スル、封照 トシテ甚 ダ

必要 ナ リ ト思惟 ス レバナ リ。

即 チ先 ヅ健康 家 兎二就 イテ木實験 ト同様方法 テ

以 テ肋間 テ穿刺 シ、穿針 テ肋膜膣 二達 セ シメ タ

ル ノ ミニテ空氣 ラ途 入 スル コ ト無 クー定時間 ノ

後 抜 キ去 リ然 ル後各一定時間 二於 テ探血、其 ノ

赤 血球 沈降速度 テ検索 セ リ.

第7表

赤 血球 沈 降 速度

揺 テ示 シタルモ敦 レモ生理的動揺内ニアリ。即

チ肋膜穿刺ニヨル赤血球沈降速度 ノ影響 テ認メ

得ザ リキ。

第二、健康家兎、一側人工氣胸

第8表

例

穿 刺 前

肥 重
1武 ル

同

_モ

(【♂ゆ
一

の

回

■
へ
口
期
0

0
召
雁

・

第

時

24

間

の

第
時

4

-
ー

一1

32

問

F
'
o

第

時

2

-

用

.
5

に
　
　

　

↑

フ

ヒ
ナ

望
⊥

へ
噛

『

…

229011.512.53.5

ユごワ11 .512.53.7

肋 膜 一一一 穿 刺 …

23,0

1 穿刺 後11専 間

同3時 間

23.5

同21時 間

同3日 目

穿 刺 前

同

三7

1.5}2.814.026.0

1.3
　 　

230q1.5

2.63.824.5

2.6

22851.52.5

215011.(ル2.0

4.025.0

3。8124。0

3.320.0

均
肋 膜 穿 刺

2・5・1・.・12.23.5i22.・
-1

1.oi2.13.4121.0

21穿刺 後塒 間i

同3時 間

O.912.OI3.Oll9.0

同24時 間 2125

同4s時 間1塑
　

同3日 臥2140

1.oi2.1

1.0

1.2

1.0

2.0

2.2

2.1

(U

(U

(∪

(U

O
ヨ

0
囮

0
召

0

0
ヨ
3

O
」

22.0

22.0

上記各表 二示 セル如ク各例共二多少 ノ時間的動

例・ 騰

1

空 氣注 入前2175

同 i2480
亜
1人 工
氣胸
詑入後10分

赤 血 球沈 降 速度

1
間

溢

第
時

0

0.5

0.5均1

_昭o・3

0.5

2

昂

0

[即

.

第

時

1

1.2

24
間
万

第
時

16

3
間

.3

第

時

1

i

⊥
ー

1.7 18.0

(左側)温 量7・酬 空内灘 二1:;1

1i同1時 間

同3時 間

同24時 間

同4S時 間

同3日 目

同5日 目

L空氣注入前
同

2470

編
2475

2120

213;

1.0

2.0

2.0

1.0

0.5

1.0

1,0

李 均1.0

1.2

141.617.0

了=017τ す2.0

2.017.01.0

1.5

2.S

3.0

3.0

1.0

2.2

2.0

3。0

5.9

6.0

18.0

38.0

3S.0

5.2}25.0

2.5120.0
5.02U.0

4.5 22.0

舗(右 側)注入量7・醐 空畷 羅二1二;1・5
注 入 後1時 間 ・2-!-1

同3時 間 _[
1.1

同24時 間21252.0

同4S時 間21401.8

21・9
-2.14.7

22.02.コ4.9

竃す 4.7 20.0
3・Sl7・3145・0

3.46.5}40.0

空 氣注入前12300

同i痂

Iri司3日目21351
.21

1.5

15

1.5均

1.3

同3時 間1.5

2.2i5.ol23.0
6.4125.03.0

3.2

31了'

6.5 24.0

鰯(左 側)注入㈱ 醐 肩空内覆羅二1:=1

3遙 ム亟 ユ時間

同24時 間

同24時 間

同3日 目

同5日 目

空氣注入前

同

均

4

注入後10分

2320

濡

2{}670

痴

2260

一i双「

2.5

1.8

1.3

rσ 一

1.0

6.4124.5

24.06.02.8

24.03.06.3

6.5

6.0

4.0

12.0

9.S

60.0

45.0

3.O

f"・5昭9・0145・0

7.5135.0
　

6.5126.0

1.0

1.0

lil隠il}llil

舗(左 側)注入量5・馴 空内灘=1:#

同1時 間

同24時 間 」2280

1.0

1.0

50.07.03.7

5.5

6.5

9.0

10.0

40.0

50.0
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同48時 .間1227011・Ol5・018・Ol45・0

空 氣 注 入 前 竜25451.0

同 面 1.0

均1.0

5注 入 後3時 間1・5

同24時 間ii堕2・5

2.0

26.iジ6.02.5

3.0 6.5 獅

錨(右 側)注瀞 ・揃 腔内灘 一1・5・:f

同48時 間2530
i一同3日 目
:2335

同5日 且2550

6.22.727.1

7.03.030.0

12.06.045.2

10,035.85.0

1.514.0

1.2i3.0
S.0128.1ダ
　

6..5126.8

上記各表 二示 セル如 ク健康家兎 ノー側 二人工氣

胸 ラ施 行 スル時 ハ、第4例 テ除 キテ、各例共 二

氣胸 作成後24時 間 ニ シテ赤 血球沈 降速度 ノ促

進 テ來 シ、而 モ多 クハ其 ノ最大 ラ示 スモ氣胸作

成後18時 間 ニ シテ既 二箱 支遅 延 二 赴 キ3日 乃

至5日 後胸腔 内陰巫 ノ恢 復 ト共 二赤血球 沈降速

度又茜状 二復 スル テ見 タリ。

第4例 二於 テハ氣胸作成後24時 間 ニ シ テ稚R

之 レガ促進 ノ傾 向 テ示 シタルモ認 ムベキモ ノ無

シ 。

第三、片側肺結核家兎 ノ罹患側 二氣胸 ヲ作成 セ

ル モ ノo

第9表
ト

1例

1

_:

健 康

同

幣
2370

涌

赤血 球沈 降 速度

諄商1鵡{鵡1縮}-1
.06.0

1.0

1.0均

注合後lll膿lil

1

3.0

29.び7.0

4.8 27.5

一_._結弦 菌浮游液 ヲ魚管ヨ迂右堕二注入一

6.028.74.5

1illlilllil
錨(右 側)注入量5・鯛 靹 灘=1:一 言
注諜 謙講1

同48時 間

同5日 目

穐 劇
同

亭 均

23902.0

4.d67090=て 「

4.56.098,0

4.3

21301.0

20901.0
-

1.0

3.0

3.0

6.0

『5T
o

5.5

3.05.2

2.55.0

95.0

℃面
20.0

20.0

結核菌浮游液 ヲ氣管ヨリ左肺二注入

注 入 後20

2 同30 膿ll
1.0

3.0

19.5

5.07.556.0

錨(左 側)注入量5・翔 腔内灘=箋 ・5・=窒.5

3

4

5

6;

注入後4時 間
_　 一 一一 一一 一 『一 一一 一一 一 一 『

}3.0 7.5

112・065・0
同24時 間 2000

13 .0 7.0 口1.570.0

同48時 間 2010 2.5

ゴb

[

6,510,060.0
1健 康 一一

2340 3.0
一 一一
・5
.0 28.0

同 2310 1.0 3.0 5.0 30.0

平 均1 1.0 3.0 5.0 29.0

結核菌浮游液 ヲ氣管 ヨリ右肺二注入

注 入後10日 目 2200 1.0
}一 一 一 一}

3.0 4.0 30.0

1

[

1

同

!

:

1.0 3.5 4.5 32.〇
一 一

編 惰側一 温 量6・酬 空内灘=皇:昭1F『

注入後5時 間! 1.0 ゴ6 3.0 29.5
昭

同2壬 時 間2205
　

2.0 4.0 5.5 40.0

同48時 間2210 1.0
-一一 一 『 一

2.0

2.0一

3二 〇

3.O

30.〇
一一占 一 巳一

20.0
一 康 ■

23ユo!健1.Ol
1

同22901
1・

1
1.0 2.5 4.0 24.0

1亭 均; t、.。 2.2

}

4.5
一 一一
22.0

一 皿 　¶

結咳菌浮游液ヲ氣管ヨ
一 τ一　

リ右肺 二注入
一一

注入後20日 2210
一一一『 一}}　 r-

3.0 7・19・o

}-

45.0

同30
-}

日2235 3,013.54.5
!

36.0一一

編(右 側)杁 量5・醐 腔畷{ll=1:=釜一

一 一 　

{主入後4時 時
15・Ol

7.0 15.0
一,一 一　 一 　　

100.0

繭2塒 間!2210 4.5 6.5 15.0 96.0

同48時 間 2215 4.5 7.0 16.0 98.0

健 康11980 1・oi3・3 5.0
、

18.0

同
1

19SO 1.53.0 5.0 19.5

竿 均 1,2昭3.25.0 18.7
一 一 一 一 一 一幽 一 一一一 一}一 一一

結核菌浮游液ヲ叙管ヨリ右肺二注入

注入後10日
一 一-一 一一_一

目i200011 1.0 3.0 5.0
一_-

25.0

20日 目12010 1 2.0 4.0 40.0

編(右 側)杁 量5・鯛 納 覆腿=重:-1

一丁一一 一一一 一
6』

ユ3.0注入後5時 間
14
.0 す.0

一}

SO.0

同24時 間2000 4.8 9.5 15.0 98.0
1一

同48時 間120201 3.5
l

S,613.0 75.0

同3日 目203ろ 2.0 4.2S.6 38.5
}一

健 康12630i2・0
一一一

4・1!5・0140・0

1同 1260012.OI 4,016.OI 45.5

lZF均 12め
一 一『 一

4,015.5142.2
　 一 一 暫匿一

i結 核菌浮游液ヲ氣管ヨリ右川】二注入

注 入後10日 目 252512・o 4.O 6.o 50.O

i 同 i2.o 斗' 5.8
胃

50.0

1鰯 棚)温 量5・禰 腔内捜lll二1:=1・5
一
注 入後5時 間 12ガ15・ ・

17
.0 65.0

同24時 間
12う20 昭

2.0
『

4.0 6.0 60.0

同48時 間 2530 1.0 3.0 5.5 5ろ.0

健 康 2210 1.5 3.0 5.5 28.0

同 2180 1.5 3.0 5.0 22.5
　 　

結核薗浮游液 ヲ氣管ヨ}P　一一 一一 一一 一一 一

則2180!2.51

一一
リ左肺 二注入

一 一 一 一 一 一 一 曹 一

5.Ol注入後30
}『

9.Ol47.5、
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一一　「青}

12165・2.5

7

2τ石注 入後3時 間

舗(左 肺)注入量6㈱ 腔内懇;1:一 ま

同24時 間

同4S時 間

1薩 一

同5日 目

康

5.08.5i46.9

5.59.047.0

2150

2175

2190

2480

3.0

3.0

2.5

】.5

同2-4201.0

1.5

6.5

6.5

6.0

3.5

2.5

12.5

12.5

9.5

7.0

6.0

70.5

68.5

50.0

30.0

26.0

結核薗浮游液 ヲ氣管ヨリ右肺 二注入

1.5

注 入後3時 間1.5

同24時 間 ト23802.0

注 入後10日 目12・?50

同i2365

3.017.0 28.5

8;舗(右 側)1杁 量5・顯 腔内灘1=ま:昭9'5

同48時 間2385

同5日 目12370

健

2.0

康鋼
1.5

1.0

20.04.08.0

7.53203.5

9.048.54.5

4.5

3.5

2.5

8.5140.0

7.533.5
20.03.5

4土01・o._同

結核 菌 浮 游 液 ヲ氣 管 ヨ リ右 肺 二注 入

4.03.0注 入 後10日目25201.5

4.018.5

23.0

同25351.02.53.520.5

・9舗(右 側)杁 量6㈱ 腔曜 麩=1:;1'5

3.04.025.0注 入 後3時 間1.0

同24時 間2530

同4S時 間}彌

同5日 目2550

康

2.0

2.0

一一 匪 1.5

20901.0

2120i1.0同

注 入 後30日21852.5

5.015.0

5.0

3.5

3.0

13.5

6.5

6.0

70.0

60.0

26.5

24.0

結核菌浮游液ヲ氣管ヨリ左肺二注入

3.66.022.5

4.619.035.5

1同22SO2
.54.519.537.0

10i錨(左 側)杁 量5・醐 腔内覆腿=1:一一1

注 入 後3時 間6.013.077.53.5

同24時 間

同48時 間

同5日 目

2195

彌
3.5

3.0

221012.5

6.5

6.0

5.0

14.0

12.0

10.0

80.0

75.5

45.5

以上表二示 ス如 ク結核菌俘游液 ヲ 注入後20日

乃至30日 テ経 タル第1、 第2、 第4、 第5、

第7、 第10ノ 各例二在 リテハ既 二健康時二比

シテ著明ナル赤血球沈降速度 ノ促進テ示 セリ。

而 シテ該家兎 二於 テ其 ノ罹病側二人工氣胸 ヲ施

行 スル時、各例共 二氣胸作成後4時 間乃至5時

間ニシテ既二赤血球沈降速度 ノ促進 テ來 シ、而

モ第4例 二於 テハ其 ノ最高テ示 シタルモ多 クハ

氣胸作成後24時 間 二於テ其 ノ最大 トナ リ3旧

乃 至5日 ニ シテ殆 ド菖状 二復蹄 セ リ。

第3、 第6、 第8、 第9ノ 各例 ハ結核菌俘游液

ノ注 入後10日 テ経 タルモ ノー シ テ該家兎 二於

ケル赤血球沈降速度 ハ健 康時 ト殆 ド差異 テ認 メ

ザ リキ。

該家兎 二人工氣胸 テ施行 スル時 ハ、第3、 第8、

第9ノ 各例 ハ何 レ モ 氣胸作成後5時 間乃至24

時 間 ニ シテ赤血球沈降速度 ノ促進 テ來 シ、殊 二

第6例 ハ氣胸作成後5時 間 ニ シテ既 二其 ノ最大

テ示 セルモ ノ各例共 二胸 腔空氣注 入後48時 間

乃至3日 一 シテ注 入前 ノ薔状 二復 セリ。

第 四、片側肺結核家 兎 ノ反封側 二人 工氣胸 テ作

成 セルモ ノ。

第3、 第6及 ビ第3例 ハ右肺、他 ハ左肺 二夫 々

結核 二罹患 セ シメ、各例 共 二其 ノ反封健康側 二

氣胸 テ施行 セ リ。

第 10 表

五 禮 重
(瓦)

赤血 球 沈降 速度

1
間
第
時

・空 氣 注 入 前2140}1・5

同2143L1.5 　
　 　

ZFユ ξ「し 「1 ,5

2
間
〇
一

第
時

4

4.0

鵡儲
8.055.0

S,0 53.5

1 注入後10分
錨(右 側)注入脚 禰 腔内灘=1:=1

同1時 間

同3時 間

同24時 間2130
　　

同7日 目2150

空 氣注 入 前12520

1.0

1.5

1.5

2.0

同

:」}

21注 入後10分

同1時 間

1.5

5.0

:24905.0

均1-5.o

8.054.24.1

3.06.545.0

4.0

3.5

6.0

5.0

11.0

12.0

7.0

10.0

13.0

10.0

16.0

16.5

55.0

48.5

蕊
53.0

60.0

蕊

錨(右 剛 三入量5繭 腔畷 燧=窒:昭1

同3時 間

同24時 間

同43時 間

1同4日 目

空氣注入前

2480

2500

2520

2300

232・5

61.011.516.5

5・513・5130・OL璽

46.04.017。08.0

6.0

5.0

9.0

8.0

12.0
014
.0

3.5

1i劉

9.0

5.8

17.0

20.0

23.0

80.0

78.5

79.0

6.0同

緬(左 側)注入量4・勲 腔内覆灘:=1

54。016.O

lliljllil
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3注 入後1時 間i
同3時 間

3.2

3.5

離鵠鑑
4.0

5.8

6.0

11.5143.0

12.OI45.0

8.014.556.0

同3日 目2320

注 入 前2430

7.013.050.03.7

3.3}6.012.545.0

32。0『1.01.43.0

同 墨00『 τr2.03.5 34.0

舗(右 側)注入量5鞘 腔内灘=1二1

4注 入後10分LO・6]・64・0
33.0

ト

同1時 間0.8}3.04.035.0
　　同3時
剛1.02.54.537.0

同24時 2400

同48時 間12420

注 入 前2262

1.213.55.5

1.012.35.0
1.54.09.0

同i痂1,5

5 注 入 後1時 間1.5

40.0

36.5

40.万

編 ㈱)注 入量5・醐 空内覆腿=1:一誘

同3時 間1

同24時 間

同5日 日2260

空 氣 注 入 前2350

1.5

2.6

1.5

2.0

同i煽2.0

6 注 入 後3時 間2.0

同24時 間23463.0

3.58.639.0

3.58。540.5

4.0

6.0

4.0

4。0

8.5

15.0

9.0

8.5

42.0

63.0

45.0

32.2

舖(右 側)注入量6噛 腔内灘 一8i;1

同48時 間

同5日 目

注 入 前

2135

2325

2450

3.5

2.0

1.5

2465L2同

7注 入 後3時 間2.5

4.08.236.0

4・518・5t?6・0

6.012.050.5

5.0

4.0

3.5

10.542.O
l--8
.5136.5

3.5

4S.5-4.59.0

lilillil
舗(ZEMil)注 入脳 揃 腔内灘 勇:=1・5

同24時 間

同48時 間

.同5日 目
注 入 前

2455

輸
画
2320

2.5

1.5

1.5一死 石

4.5

3.0

3.5

4.0

同23252.0-一 ユニδ昭

編(左 側)注入脚 翻 腔
8注 入後3時 間2 .04.5

8.0

6.0

6.2

6.5

40.0

35.0

28.0

38.0

同24時 間

同48時 間

同5日 目

2360

蒲

濡

2.5

2.0

2.0

6.537.5

前 膵 一7.-5.5

後 膣 一1.0

6.539.0

6.0

4.5

4.0

8.5

6.5

6.0

52.5

40.0

38.0

上記表 ノ成績 テ通 賢 スルニ、一側肺結核家 兎 ノ

其 ノ反封側 二人工氣胸 ラ施行 スル時 ハ、第4例

ヲ除 キテ、其 ノ他 ノ各例 二於 テハ何 レモ氣胸 作

成後3時 間乃 至L)-1時 間 ニ シ テ 赤血球沈降速度

促進 ラ來 シ胸腔 内室氣注入後48時 間乃至7日

ニ シテ之 ガ速 度又菖状 二復 スル テ見 タ リ.

自ロチ第2例 及 ビ第7例 ハ氣胸 作成後3時 間 ニシ

テ既 二之 ガ促進最大 テ示 シ、4日 後 二始 メ テ氣

胸 前 二復蹄 セルモ、他 ノ第1、 第3、 第5、 第

6、第8ノ 各例 二於 テハ何 レモ氣 胸作 成後24時

間 一 シテ其 ノ促進最大 ラ示 シ、胸腔 内室氣注 入

量3日 ニハ各例共 二其 ノ速度薔状 二復 スル テ見

タ リ。

第4例 二於 テ・・氣胸作成後 モ其 ノ赤血球沈降速

度 二殆 ド攣 化無 キ モ 胸腔 内空氣 注入後48時 間

ニ シテ梢 ≧之 ガ促進 ノ傾 向 テ示 セ リ。

第四節 實験総括

(1)白 血 球数

既述 ノ如 ク第一項 中二於 テ第2、 第4、 第5、

第8各 例 ノ如 キ比較的少量 ノ室氣 テ注 入セルモ

ノニシテ、胸腔 内陰歴 ノ尚 ホ大 ナルモ ノノ・氣胸

作成後多 クハ減少 シ、注 入後2+時 間 ニ シ テ殆

ド注 入前 ノ値 二蹄 リタルモ、第2、 第3、 第6、

及 ビ第7ノ 各例 ノ如 キ比較的多量 テ注入 セル モ

ノニシ入 即 チ胸腔 内陰歴 ノ甚 グ小 ナルカ、或

ハ陽歴 テ示 セルモ ノ及 ビ、第 二項 ノ如 キ雨 側人

工氣胸 二於 テハ殆 ド各例氣 胸作成後3時 間 ニ シ

テ却 ツテ著明 ナル白血球 ノ檜加 テ示 シ、敦 レモ

24時 間乃至48時 間 二・・氣胸 作成前 ノ値 二殆 ド

核i復セ リ。

即 チ健康家兎 二於 テハ、 一側 少量 ノ注 入 ニ シテ

胸 腔 内陰巫 ノ爾 ホ大 ナル モ ノハ白血球撒 ノ比較

的著 明 ナル減 少 テ來 タスモ、室氣 ノ多量 テ注 入

シテ胸 腔 内陰歴 ノ甚 ダ小 トナ リタルモ ノ、或 ハ

陽歴 テ示 シタル場合及 ピ雨側人 工氣胸 二於 テノ・

敦 レモ之 ガ増 加 ラ示 セ リ。

結 核家兎 二於 テモ亦健康家兎 二於 ケルレト同様比

較 的少量 テ注入 シタル、即 チ第1、 第2、 第5、

第6、 第9及 ビ第11ノ 各例 ハ胸 腔 内 ヘ ノ室氣

注入後3時 間 ニシテ、 白血球数 ノ減少 テ表 パ ス

モ、之 レニ反 シテ第3、 第4、 第7、 第8、 及

ビ第10各 例 ノ如 キ比較 的多量 ノ注入 二 際 シテ
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ハ、之 レガ檜加 テ來 タ シ、共 二 注 入後24時 間

乃 至48時 間 ニ シテ殆 ド注 入前 ノ値 二復蹄 セ リ.

雨 側肺結核 家兎 二於 ケル雨側人 工氣胸 二際 シテ

ハ其 ノ多 クノ・氣 胸作成後短時 間内 二著 明 ナル白

血球 ノ檜 加 テ示 セルモ、第3例 ノ如 ク特 二注入

量 ノ小 ナ リシモ ノニ在 リテハ、雨側氣胸 二際 シ

テモ著髪 ナク却 ツテ梢 支減少 テ來 タシ、一側少

量注 人 ノ場合 ト同様 ノ結 果ラ示 セ リ。即 チ結核

家兎 二於 テモ亦健康 家兎 二於 ケル ト同様 一側 二

比較 的小量 テ注 入 シテ爾 ホ胸腔 内陰歴大 ナル場

合 ハ多 クハ白血球 ノ減 少 テ認 ムルモ、多量 ノ注

入 ニ ヨ リテ胸腔 内陰 巫甚 ダ小 ナル カ或 ハ陽歴 ・ト

ナ リシ場合及 ビ雨側氣胸 二際 シテノ・常 二白血球

ノ増加 テ示 シタ リ。

健康家兎 ノー側長期連績 注入 二際 シ テ ハ 第2

例 、第4例 、第7例 ノ如 ク2週 間以 内 ノ連綾 注

入 二於 テハ租 支之 ガ檜加 テ示 ス ノミナ リシモ、

第1、 第3、 第5及 ビ第6各 例 ノ如 ク3週 間以

上、連績注 入 セルモ ノニ在 リテハ全例、著 明ナ

ル白血球数 ノ」曾加 ラ來 タセ リ。

但 シ、室 氣注 入後短 時間 内 二於 テハ、連績注 入

期間2週 間以 内 ト難 モ著明 ナル壇加 テ示 シ、3

週 間以.ヒ ノ連績注 入 二際 シテハ更 二之 レガ檜加

著明 ナ リキ。

片 側肺結核家兎 ノ罹患 側 二長期間連績注 入 シタ

ル場 合 モ亦健康家兎 二於 ケル ト同様、3週 間以

上 ノ連績 注入二封 シテハ敦 レモ著明 ナル白Jf且球

ノ曾加 テ來 タシ、殊 二毎同注 入短時間 内 二於 テ

ハ之 レガ増加更 二著 明ナ リキ。

要之、人 工氣胸 ノ白血球 撒 二封 スル影響 ハ健康

家 兎 ト結核家 兎 トノ間 二特 二差異 ヲ昭認 メズ部 チ

注 入量小 ニ シテ胸腔 内陰巫 尚 ホ大 ナル時 ハ多 ク

ノ・減 少 テ來 タシ、注 入量大 ニ シテ胸腔 内陰歴甚

ダ小 トナル ヵ或 ハ全 ク陽性 テ示 セル場合及 ピ雨

側人工氣胸、拉 ピー長期連績注 入二際 シテハ殆

ド常 二之 レガ増加 テ示 セリ。

(2)赤 血 球数及 ビ血 色素量

健康家 兎 二於 ケル偏側人 工氣胸 二際 シテ・・、第

1、 第4、 第5及 ビ第8各 例 ノ如 ク室氣 ノ比較

的少量 テ注入 シタル、即 チ胸腔 内陰歴尚 ホ大 ナ

ルモ ノニ在 リテハ其 ノ赤血球 撒 二著攣 ナキヵ、

梢 ヒ檜加 ノ傾 向 テ示 シ、 第2、 第3、 第6、 第

7各 例 ノ如 キ、大 量 ノ注入 ニ ヨリテ胸腔 内陽歴

テ示 シタルモ ノ或 ハ陰歴 ノ甚 ダ小 ナルモ ノ及 ピ

第二項 ノ如 ク雨側氣胸 二際 シテハ、 各例、氣胸

作 成後短 時間 内 二於 テ比較的著 明 ナル檜 加 テ來

タ シタルモ敦 レモ室氣注 入後24時 間乃至48時

間 一 シテ殆 ド注 入前 ノ値 二復蹄 シ、之 レガ恢 復

ハ白血球 二比 シテ租 丸緩徐 ナルガ如 シ。

血 色素 量 ハ各例 共 二 多 クハ檜加 ノ傾向 テ來 タ

シタル モ大膿 二於 テ赤血球数 ノ檜加 ニ ー致 セ
●

リ。

肺結核家 兎 二於 テモー側氣 胸 ト云 ヘ ド第3、 第

7、 第8及 ビ第10各 例 ノ如 キ比較的虚脱 ノ高

度 ナ リシモ ノ、及 ビ雨側氣 胸 二際 シテノ、多 クハ

氣胸作成後短時間 一シテ赤血球 ノ埴加 テ來 タ

シ、注 入後24時 間乃 至48時 間 ニ シテ殆 ド注 入

前 ノ値 二恢 復 シタルモ、一側氣胸 ニ シテ虚脆 ノ

輕 度 ナ リシモ ノ、虹 ビニ第 四項、第3例 ノ如 キ

雨側人工氣胸 ト云 ヘ ド室氣 ノ注入量甚 ダ小 ニシ

テ雨肺共 二之 レガ虚脱甚 グ輕度 ナ リシモ ノニ在

リテ・・赤血球数 二殆 ド攣化 ヲ認 メザル事有 リ、

但 シ血 色素量 一 ハ斯 カル場合 ト云 ヘ ド噛加 ノ傾
ご 　

同 テ爪 セ リ。

爾 ホ長期 間帥 チ2週 間乃至4週 間 ノ連績施行 二

際 シテモ其 ノ健康 家兎 タル ト結核家兎 タル トテ

問 ハズ、 赤血球数及 ビ血色素量 ニハー般 二著攣

テ來 タサザ リシモ唯注 入後短 時間 内二於 テ ノミ

之 レガ梢 丸檜加 テ示 スモ ノア リタ リ。

要 之、人 工氣胸 ノ赤血球 及 ビ血色素量 二封 スル

影響 ハ其 ノ健康動物 タル ト結 核動物 タル トル問

ハズー側氣 胸 ニ シテ虚 脱輕度、從 ツテ胸腔 内陰

座 ノ爾 ホ大 ナ リシモ ノニ在 リテハ多 クハ之 レガ

著憂 テ來 タサザ リシモ、雨側人工氣胸及 ピー側

氣胸 ト云 ヘ ド虚 脱比較的高度 ニ シテ胸腔 内陰歴

ノ甚 ダ小 ナルカ或 ハ陽歴 ラ示 セルモ ノニ在 リテ

ハ室氣 注入短 時間 内二於 テ殆 ド常 二之 レガ檜加

テ來 タセ リ。
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又片側氣胸 ノ長期 間連緬氣 胸 二際 シテモ亦健康

家 兎 ト片側肺結核家兎 トノ暉別 ナク敦 レモ亦赤

血球数及 ビ血色素 二影響無 クー般 二之 レガ著攣

テ示 サザ リキ。

(3)血 液 瓦斯

之 レモ亦健康家兎 タル ト結核家兎 タル トラ問ハ

ズ、雨側氣胸及 ピー側氣胸 ニテモ比較 的多量 ノ

室氣 テ注入 シテ胸腔 内陰歴 ノ甚 グ小 トナ リシモ

ノヵ、或 ハ全 ク陽性 ラ示 セルモ ノニ在 リテハ敦

レモ亦塞氣 注入短時 間 ニ シテ比較 的著 明ナル動

脈 血中酸 素 ノ減 少 ヲ來 タシ 多 ク ハ 室氣注 入後

2壬時間 ニ シテ殆 ド注 入前 ノ値 二復飾 セルモ、一

側氣胸 ニ シテ室氣 ノ注入少量 ナ リシモ ノ、印 チ

胸腔内陰歴 ノ筒 ホ大 ナ リシモ ノニ在 リテハ殆 ド

之 レガ攣 化 テ認 メザル カ、僅 カニ之 レガ減少 ノ

傾向 ラ示 ス ノミナ リキ。

一側人 工氣胸 ノ長期 間連績作成 セルモ ノニ在 リ

テモ亦健康動物、片 側肺結核動物 ヲ通 ジテ動脈

血 中酸素量 ニハー般 二 著攣 ナ 久 而 モ此 ノ場

合、氣胸 作成後短 時間内 二於 テモ之 ガ著攣 テ來

タサザルモ ノ多 カ リキ。

(4)白 血 球 ノ種類

第一項及 ビ第 三項 ラ通 ジテ氣胸作成 二際 スル室

氣 ノ注入量小 一 シテ胸腔 内陰厭 ノ爾 ホ比較 的大

ナルモ ノニ在 リテハ白血球種類 二殆 ド攣化 ナ

ク、僅 カー中性嗜好細胞 ノ核葉撒 ニー過性減少

ノ傾向 テ認 メタル ノミナルモ、室氣 ノ注 入多量

ニ シテ胸 腔 内陰 巫甚 ダ小 ナル カ、或 ハ陽性 ヲ示

シタル場合、及 ビ第二、第四項 ノ雨側 氣胸 二際

シテハ中性嗜好細胞 ノ百分卒 ニー過性増加及 ピ

之 レガ核 葉撒 ノ減 少 テ認 メ、 「エ オジン」嗜 好細

胞又之 レガ梢 」曾加 ノ傾 向 ラ示 シタリ。而 シテ

是等檜減 ハ敦 レ モ室 氣注 入後 短時間 ニ シテ起

リ、氣胸作成後24時 間乃至48時 間 ニ シテ殆 ド

注入前 二候 復 セ リ。

第五及 ビ第六項 ノ長期 間連緬 注入 二際 シテモ各

例敦 レモ中性嗜好細胞 ノ潜加及 ビ之 レガ核葉撒

ノ減少 テ表 ハ シ、殊 二室氣注 入後短 時間内 二於

テ著明 ナ リキ。

(5)赤 血球 沈降速度

健康家兎 ノー側 左側肺結核家兎 ノ罹患側及 ビ

其 ノ反封側 二夫 々中等 量以上 ノ室氣 テ注 入 シタ

ル場合 へ 其 ノ注入量 ノ如何 二關 セズ敦 レモ氣

胸作成後5時 間乃至24時 間 ニ シ テ赤血球沈降

速度 ラ促進 シ、多 クハ24時 間 ニ シ テ其 ノ最高

テ示 シタルモ、 一側 肺結核家 兎 ノ罹患側 二注 入

シタルモ ノニ於 テハ氣胸 作成後5時 間 ニ シテ既

二其 ノ最高 二達 シタルモ ノアリ、該例 ノ多 クハ

菌浮游…液 ノ注射後20日 以上 テ経 タル片側肺結

核 家兎 二於 テ之 レテ認 メタ リ.而 シテ本現象 ハ

氣胸作成後48時 間乃至5日 ニ シ テ殆 ド室氣注

入前 ノ状態 二復 セ リ。

第五節 考 按

前 記余 ノ實験結果 テ更 二総括 スルニ、自ロチ、 白

血球 ハ室氣 ノ胸腔 内注入量 ノ多少、換言 ス レバ、

胸膣内終歴 ニヨ リ其 ノ攣 化一様 ナ ラズ、即 チ肺

ノ虚 睨輕度 ニシテ胸腔 内陰歴 爾ホ大 ナル時 ハ白

血球敷 及 ピ其 ノ種類 二著憂無 キ カ或 ハ白血球撒

ノ減 少及 ビ中性嗜好細胞核葉 敷 ノー過性梢 ≧減

少 テ來 タスモ肺 ノ虚脱比較的高度 ニ シテ胸腔 内

陰駆小 トナル カ、或 ハ陽性 ラ示 シタル場合 ハ常

二白血球 敷 ノ檜加、 中性嗜好細胞 ノー過性壇加

及 ピ之 レガ核葉撒 ノー過性減 少 テ招來 シ、更 二

長期 間連緬注 入 二際 シテハ其 ノ注 入同撒 ノ増加

スルニ從 ツテ盆 々白血球籔 テ増加 シ、殊 二注 入

短 時間 内二於 テ著 明 ナ リキ。

今是等余 ノ實験 成績 ラ前述 ノ文獣 二照合 スルニ

即 チGustein・ ・氣胸作成短 時間 内 二白血球撒

及 ビ中性嗜好細胞 ノ減少 テ認 メタルモ、淋巴細

胞拉 二「エ オジン」嗜 好細胞 ハ却 ツテ檜加 ノ傾向

アリ ト構 シ、Gr.Altschuller・ ・氏 ノ2例 二於

テー ハ白血球撒及核葉撒 二著 明 ナル減少 テ來 タ

シタルモ白血球種 類 ニハ攣化 ナク、一 ハ核葉敷

僅 カニ減 少 セルモ白血球撒 ハ却 ツテ増加 セル コ

トテ報告 セ リ。

本邦 、岡崎氏 ノ實瞼 ニ ヨレバ胸腔 内陰歴 二保持

セ ラレタル場合 二限 リ白血球 数及 ビ白血球種類
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二攣 化ナ キモ、 之 レガ陽性 トナ リタル場合 ハ白

血球撒及 ビ{爲「エ オジン」嗜好細胞 ノ檜加 テ示 ス

トナ シ、茂木氏 モ亦大禮 二於 テ岡崎氏 ト同様 ノ

成績 テ得 タリ.更 二本教室 ノ束 田氏又結核患 者

二於 テ相常量 ノ空氣 テ注入 スルモ尚 ホ胸腔 内陰

歴大 ナル時ハ白血球敷 ハ注 入直後 ヨリ著 明 二減

少 スルモ注入室氣量過 多 ニシテ胸腔 内腿 陽性 テ

示 ス時之 ガ噛加 テ來 タス ト報告 セ リ。

即 チ余 ノ實験 二於 テ其 ノ健康家 兎 タル ト結核家

兎 タル トラ問ハズ虚 腕輕度 ニ シテ胸腔 内陰 厘i尚

ホ大 ナ リシ場合、之 ガ成績 ハGr.Altschuller

/1例 ニー致 シ、注 入量大 ニ シテ胸腔 内陰墜甚

ダ小 ナ リシカ陽性 テ示 セル場 合及 ビ雨側 人工氣

胸 、長期 連綾 注 入二際 シテハ之 レガ實験結果 ハ

大艘 二於 テ岡崎、茂木雨氏 ノ其 レニ近 ク大艦 二

於 テ束 田氏 ノ結核患者 二於 ケル實験成績 トー致

スル所有 リ。

而 シテ斯 ノ如 キ白血球 ノ攣化 ノ本態 二關 シテハ

前 述 ノ如 クGutstein・ ・肺虚 脱 ニ ヨル呼吸面減

少 ノ爲 メニ起 ル酸素訣乏 二基 クモ ノナ リトシ、

白血球数 ノ増加 二封 シテハChini及 ビEvers-

busch・ ・結核菌毒素 ノ血中流 入二依 ルモ ノナ リ

トセ リ。殊=Eversbuschハ 室氣 注入 一 ヨリ結

核菌毒素 ガ血中二流 入 セル時期 二於 テハ白血球

過 多症、 中性嗜好細胞 ノ増 加、及 ピ其 ノ核 ノ左

方移動 ア リト報告 ジ、Russew及 ビ茂 木氏 ・・共

二注 入瓦斯 ノ肋膜刺戟 テ圭張 セルモ更 二茂 木氏

ハ手術 ノ影響 モ亦之 レガ起 因 タル ベ シ ト記述

セ リ.

余 ノ實験 二於 テ健康 家兎 結核家 兎共 二實験結

果 二於 テ殆 ド差 異 テ認 メズ、叉虚脱 輕度 ニ シテ

血 中酸素 量 二著攣 ナキカ、僅 カニ減 少 ラ示 シタ

ル場合、 白血球 ハ多 クノ場合減少 テ來 タスモ虚

脱高度 ニ シテ血 中酸素 量 ノ減少、比較的著明 ト

ナ リタル場合 二却 ツテ白血球数 ハ増加 テ來 タセ

リ。

是等 ノ事實 ノ・Chini及 ビEversbusch結 核 毒

素 流入説蚊 ピーGutsteinノ 酸 素鋏乏設 テ否定

スルモ ノニ シテ更 二前記余 ノ長期連緬 注入 二際

シテ血 中酸 素量 二著墜 ナキ ーモ拘 ラズ其 ノ白血

球 二著 シキ檜加 テ來 タシ而 モ注入後短 時間二於

テ更 二著明 ナ リシ實験結 果 二徴 ス レバ白血球 ノ

攣 動、即 チ少 ナ ク トモ其 ノ増加 ハ酸素訣乏 ノミ

ニ ヨルニ非 ラズ シテ寧 ロ注 入瓦斯罷 ノ肋膜刺戟

ガ其 ノ主原因 ナ リト思考 セザル可 ラズ。

要之、肺虚脱 ニ ヨル肺呼吸面 ノ減少 ヨ リ來 ル酸

素 ノ訣 乏 ハ余 ノ實 瞼 二於 テモ明 カナル事實 ニ シ

テ之 ガ白血球 ノ攣動 ノー一因 子タルハ之 レテ全 ク

否定 シ得 ザル所 ナルモ、 白血球 ノ攣動 ノ原因殊

二其 ノ著明 ナル檜加 ハ主 トシテ注 入瓦斯 ノ肋膜

刺戟 二起因 スベ ク、 少 ナ ク共結核菌 ノ血中流 入

二原 因 セザ ルベ シ。

次 ギニ赤血球及 ビ血 色素 ノ攣 化 二就 イテハ既述

ノ加 クBrucker,Moogu.PellingR.Russew,

Eversbusch,Gustein.本 邦 二於 テハ竹 中、茂

木 、岡崎諸氏等、何 レモ人 工氣胸 二際 シテ赤血

球及 ビ血色素 ノ檜加 テ來 タス トシ殊 二岡崎氏ハ

胸腔 内巫 ノ陽性 二近 ヅ ク程之 レガ檜加又大 ナ リ

ト構 セ リ。斯 ノ如 ク赤 血球 及 ビ血色素 ノ攣化 二

就 イテハ、其 ノ臨躰 的 タル ト、實験的 タル トテ

問 ハズ諸 家 ノ設略一定 セル ガ如 キモ爾 ホ之 レガ

檜加 ノ成因 二關 シテハ未 ダー定 セザル庭 アリ。

即 チMischer及 ビ其 ノ學派 ・・肺 虚脱 ニ ヨル酸

素瓦斯 ノ部 分的氣 巫 ノ減 少 ラ以 テ之 レガ起 因ナ

リ トシ殊 二Koranyiハ 酸 素瓦斯 ノ部分的氣歴

ノ減 少 ヨ リ來 タル血 中炭酸 瓦斯 ノ曾加 ガ造血臓

器 ラ刺戟 シ、之 レガ赤血球 ノ新 生テ喚起 スルモ

ノナ リ ト記載 セ リ。

BrUckerモ 亦 同様 血液 中酸 素減少 二因 ルモノ

トシ、Moogu.Pellingハ 犬 二於 ケル雨側人 工

氣胸 二際 スル赤血球数及 ビ血 色素 ノ増加 ハ同時

二來 ル著明 ナル酸素訣乏 二起因 スルモ ノナ リト

提唱 セ リ。

本邦 二於 テハ岡崎氏等之 二質 シ、而 モ胸腔内陰

駆 ノ小 ナル ニ從 ヒ漸次 血中酸素 ノ減少 モ著明 ト

ナルガ故 二赤血球撒 ノ増加 モ亦從 ツテ大 ナ リト

記載 シ、佐藤氏叉赤血球 ノ檜加 ハ大膣 二於 テ酸

素張 力低下 ト併行 ス ト記述 セ リ。
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抑 モ人 工氣胸 二際7.ル 血液 瓦斯 ノ研究 ハSackur

(1896)テ 以 テ其 ノ噛 矢 トス。即 チ氏 ニ ヨ レバ開

放性氣胸 二於 テハ著 明ナ ル血 中酸 素量 ノ減少 テ

來 タスモ閉鎖性氣胸 二際 シテハ之 レラ認 メズ ト

シ、Bruns及 ビL.Erunstモ 亦 氏等 ノ實験 二

於 テ之 レ ト同様 ノ結果 テ得 タ リ。

然 ルニ又Le.Blanceハ 家 兎、猫、山羊 テ以 テ

セル實験 二於 テ、閉鎖性氣胸 二際 スル血 中酸素

量 ハ極 ク小量 ノ減少 テ認 ムルニ過 ギザル コ トテ

知 リ之 レニ反 シテStachelinハ 比 較的著明 ナル

減少 テ來 タスモ ノナ リト報告 セ リ.

本邦 二於 ケル工藤氏 ハ動脈血 ノ酸 素量 ト酸素吸

牧量 トノ比 ヨ リ肺 貫流 テ計算 シタルモ コノ際血

中酸素量 ノ減少 ラ認 メタ リトシ、之 レニ反 シテ

茂木 氏バー側肺 テ摘出 スルモ血 中酸素量 二著攣

ナシ ト報告 セリ.

今余 ノ實験成績 テ見ルニ血 中酸素量 ノ減少 ハ人

工氣胸時 ノ胸腔 内終巫 二關係 シ、即 チ注入量小

ニ シテ胸腔 内陰歴小 トナルカ或 ハ陽歴 テ示 ス時

及 ビ雨側入工氣 胸 二際 シテハ殆 ド常 二比較 的著

明 ナル血 中酸素 ノ減少 子來 タスモ注入室氣 量小

一 シテ尚 ホ胸腔陰墜大 ナ リシ場合 ハ僅 カニ減 少

ノ傾 向テ認 メ タル ノ ミー シテ著憂 ナカ リキ。

且ツ長期連綾隔 日注 入實 験 二於 テハ胸腔 内室氣

ノ注 入3週 間以上 一及 ブモ尚 ホ血 中酸 素量 二殆

ド攣化 テ認 メズ僅 カニ注 入短 時間 二於 テ之 レガ

減 少テ來 タ シタルモ ノアルニ過 ギザ リキ。而 モ

之等 余 ノ實験 成績 二於 ケル血 中酸 素 ノ減 少ハ前

記 ノ如 ク赤血球数及 ビ血色素 ノ檜加 ニー致 シ血

中酸素量 ノ恢復 二從 ツテ赤血球数及 ビ血色素量

モ亦藷態 二復 セ リ。

即 チ人工氣胸時 二於 ケル赤血球数及 ビ血色素 ノ

増加 ハ血中酸 素量 ノ減少 二基因 スルモ ノニ シテ

而 モ酸素 ノ訣乏 ハ肺虚 睨ニ ヨル呼吸面減少 二,基

クコ ト又翫 二明 カナル事實 ナ リ。斯 ノ如 キ場合

二於 ケル赤血球数 ノ檜加 ハ肺虚脱 ニヨ リ不充分

ナル瓦斯交換 テ シテ充分 ナ ラシメンガ爲 メニ來

ル自然的要求 二基 ク巧妙 ナル代償作用 ナ リト思

惟 スベキナ リ。

最後 二人工氣胸 ノ赤血球 沈降速 度 二及 ボ ス影響

二就 イテモ亦前述 ノ如 ク之 ガ報告 多 キモ、多 ク

ハ結核患者 ノ豫後判 定 二關 シ實験 的研究 二就 イ

テ・・余 ノ寡聞未 グ之 レテ知 ラザル ナ リ。

1918年Forlaniniガ 妊 婦 ハ非妊婦 二比 シテ其

ノ赤血球 沈降速度、速 カナルコ トテ提唱 シ、次

イデ1919年Westergren始 メ テ肺結 核症 二本

反慮 テ慮用 シテ以來此 ノ方面 二關 スル報告 柑次

イデ出 デ殆 ド其 ノ枚墾 二逞 ア ラザル モ、本現象

ノ本態 二就 イテ・・未 グ悶 明 セ ラレザルガ如 シ。

自PチLey.Richard,Ohno,L.Varga等 二依

レバ赤血球 ノ沈 降速 度 ハ赤血球及 ビ血色素 二關

係 アリ ト記述 セルニ反 シWai1,Westergren,

Rubin等 ハ影響 ナ シ トシ、L.Vargaハ 更 二之

レガ促進 ハ全白血球 ノ増 加 二起 因 ス ト揚言 セ

リ。

又Berezelle・ ・血 中炭酸 瓦斯 ノ檜加 ガ赤血球沈

降速 度 ノ邊延 ラ來 タス ト述べWashimi5(.e2R素

ノ檜 加 ガ之 レテ促進 セ シム ル モ ノ ナ リト構 セ

リ。

余 ノ實験結果 ヨリスレバVargaノ 説 二梢 ヒー

致 スル所 アルモ、爾 ホ虚 睨輕度 ニ シテ既 二沈降

速 度 二攣 化 テ來 シ、 且'ソ、 多 クノ場合 白血球 ノ

常態 二復 シタル注入L)・1,時間 後 一 シテ始 メテ之

ガ促進 テ見 タルガ如 キ事實)・叉 コ ノL.Vagra

ノ読 二反 スル所 ナ リ。

而 シテ三側肺結核家 兎 ノ罹 患側へ注 入 セル場合

二限 リ氣胸 作成後5時 間 ニ シテ翫 ニコ レテ促進

シタルガ如 キ事 實 ヨリス レバ赤血球 ノ沈降速度

ハ結 核毒素 ト何等 カ ノ關係 アルヤー思考 セラル

ル モ之 レガ確 カナル事實 二就 イテハ今後尚 ホ研

究 ラ要 スル庭 ナ リ。
　

要之一人工氣胸 二際スル白血球 ノ攣化ハ注入瓦

斯 ノ肋膜刺戟 二依ルモ ノーシテ赤血球撒及 ビ血

色素 ノ攣化ハ血中酸素 ノ増減二關 スルモ赤血球

ノ沈降速度 二關 シテハ未ダ間明 ス ル テ得ザ リ

キ。
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第三章 肺循環=及 ボス影響 呂就 イテ

第一節 緒 言

入 工氣胸 ニヨル虚 脱肺 ノ血管 ノ態度 及 ビ全肺循

環 二及 ボ ス影響 二就 イテ知 ルハ、人工氣 胸療法

ノ結核治癒促進機轄 ノ解澤 上重 要事 一 シテ既 二

諸學者 ノ等 シク之 レガ實験 二志 シタル所 ナ リ。

抑 ・々虚 睨肺 ノ貧血 テ認 メタルハForlaniniラ 以

テ噛 矢 トスルモ實験的 ニハD.Jager(1s79)初

メ テ之 レラ報告 セ リ。郎 チ氏 ハ陰 腿ニ ヨ リテ肺

テ伸展 セシメ且'ソ心臓及 ビ肺 二出入 セル血管 ノ

凡 テ ヲ昭胸腔 内二於 ケル ト同様條件 ノモ トニ行 ヒ

タル實験結果 ヨ リ、虚 睨肺 二於 テ・・伸展肺 二比

シテ血 流小 ナ リト報 告 シ、Hegelu.Speh1(1ss1)

モ亦 之 レガ説 二質 セ リ。

其 ノ後0.Bruns(1912)・ ・初 メテ胸腔 内 二於 テ

肺 ノ環 流試験 ラ施 行 シ、肺 ノ虚 脱時 ニハ其 ノ伸

展時 二比 シテ遙 カー血流小 ナ ル テ確認 シJoh-

mannu.Mifllerト 共 二 貧血設 テ提唱 セ リ.

我 國 二於 テハ隈鎭雄 氏(192.5)別 出肺 ノ環 流試験

二於 テ容 積描叢法 テ モ 併用 シ、 築地美暢氏 モ

亦大黒鼠 及 ビ海瞑 ノ別出肺 テ 用 ヒテ、何 レモ

Bruns等 ノ貧 血設 二質 シタ リ。

以上諸實 験 ハ主 トシテ別出肺 ノ環流試験 ニ ヨル

モ ノナルモ其 ノ他 血色素測 定法 ラ用 ヒタルモ ノ

ニPropping(1919)及 ビ組織1學・的研究 ニ ヨル モ

ノニ伊 治衡 氏 ノ實験有 リ。 氏等 モ亦共 二If且量減

少 、即 チ貧 血詮 テ揚言 ビリ。

更 二Le.Blanc,Dock&Harrison,R.Weiss.

等 ハ酸 素沿費 壁及 ビ血液酸素含有量 ヨ リ虚睨肺

二於 ケル血液流 出Ill=ノ減 少 ラ知 リ之 レニ依 ツテ

Propping等 ハ1司様、 貧1血言"t`7…主張 セ リ。、

最近有.馬b小 野 博 七ハ犬及 ビ家兎 二就 イテ31)乃

至50%沃 度 「ナ トリウム」液 ノ頸静脈 内注射 ラ

行 ヒ直チニ 肺 ノ 「レン トゲ ン」窮眞的検査 ノ結

果、虚睨大 ナ ラザ ル場合 ハ貧血 ト充 血 ガ部分的

二現 レ、最強度 ノ虚 脱 二至 リテ貧血 ラ呈 スルコ

トテ生膿 二於 テ論 明 シ、貧血詮 二封 シテー一確 護

テ與 ヘ タルガ如 キ感 ア リ。

斯 ノ如 ク虚脱肺 ノ貧血 テ唱 フルモ ノ比較 的多 キ

モ亦之 レガ充血 ラ信 ズルモ ノ少 ナ シトセズ自pチ

且aller(1760)及 ビPoissenille(1Si5)ハ 共 二吸

氣 時 二於 ケル肺 毛細管 ハ呼氣時 二比較 シテ狭小

ナル テ認、メQuinckeu.Pfeiffer(1817).Funke

u.L昭atschenberger(ls77),Kowalowsky(1877),

Zuntz(]878).等 ハ氣管 ヨ リ室氣 テ途入 シ而 シ

テ肺 ノ膨隆 テ招來 セ シメタル別 出肺 ノ環 流試験

ニ ヨリテ、肺流 血量 ハ虚 脱肺 二於 テ却'ソ テ多 シ

ト報告 セ リ。

其 ノ後Cloetta(]912)モ 亦 巧緻 ナ ル 「プ レテイ

スモグ ラフィー」一 ヨル實験 二於 テ其 ノ指針 ノ振

幅大 ナル ヨリ、又組 織 學観察 二於 テ、肺胞壁毛

細 管 ノ曲折蛇 行 セル事實 ヨリシテQuincke氏

等 ト同様、虚脱肺 ノ鯵 血設 テ提 唱 スル等虚脱肺

ノ璽血詮 テ主張 スルモ ノ又多 シ。

更 二最近小澤凱 夫博 士等 ハ肺 ノ膨脹位 二於 テハ

肺 ノ容血量 ハ壇加 スルモ流血量 ハ減 少 シ牧縮位

二於 テハ逆 二容血 量 ハ減 少 スルモ流血量 ハ檜加

ス トシテ肺臓瓦斯交換 二向 ツテ極 メテ能率的 ナ

ル作業 ラ螢 ムモ ノナル テ報 告セ リ。

即 チ以上文献 テ通 ジテ見 ルニ虚 脱肺 ノ慶 血設 テ

主張 スルモ ノアリ、或 ハ之 ガ貧血論 テ信 ズルモ

ノア リテハ該虚 睨肺 ノ血液 循環及 ビ血量 二關 ス

ル眞膿 ・・今 尚ホ明 カナ ラザルナ リ。

之 ヨ リ先 キ1876年Lichtheimハ 犬 ノ頸動脈血

巫 ラ測定 シツ ・肺動脈 ラー部結紮 セ シニ其 ノ頸

動脈 一ハ何 ラi愛化 ラ認 ムル能 ・・ズ、其 ノ全肺動

脈 ノ4分 ノ3ラ 結紮 スル ニ及 ビテ始 メ テ頸動脈

In!腿ノ下降 テ來 セル ラ認 メ、即 チ肺動脈 ノー部

テ結紮 スルモ其 ノ残存部 ハ ヨク正常血量 ヲ通過

セ シメ之 レガ代 償機能 ハ全肺動脈 ノ4分 ノ3テ

除外 スルニ至 ルマデ存在 スルモ ノナル事實 テ報

告 セ リ。 其 ノ後此 ノLichtheirriノ 説 二封 シテ

ハTiegerstedt,Gerhardt及 ビStaub質 シ斯

クノ如 ク頸 動脈 血巫 ノ不攣 テ以 テ必 ズ シモ血量
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ノ分 配ガ血管結紮 以前 ト等 シトハ勿論云 ヒ得 ザ

ルモ、同時 二尚 ホ大静脈 ノ血座 ガ上昇セザル事

實 ヨリシテ或 ハ此 ノ推 論 ハ眞 二近 キモ ノナラン

トセ リ。其 ノ後Tiegerstedt・ ・更 ニー側肺 ラ結

紮除外 シタル場合 二於 テモ尚ホ残存 セル肺 ハ通

常時 ト同量 ノ血量 テ左心室 へ途血 シ得 ルモ ノナ

ル事實 ラ認 メGerhardtモ 亦之 レ ト同檬 ノ事實

テ確知 セリ。

又Hellin・ ・一側肺 テ除去 シタル家兎 二於 テモ

其 ノ排出炭酸瓦斯 量 二 攣 化 テ認 メザ リシ ト云

ヒ、本邦 二於 テ茂 木氏 ハ前述 ノ如 キ場 合、残 存

肺 ノ瓦斯交換 二攣動 無 ク且 ツ血液 中 ノ酸素 瓦斯

及 ビ炭酸瓦斯 量 二著攣 無 キ事 テ知 リ、隈 氏又血

液 中炭酸瓦斯 量 二於 テ之 レト同様 ノ結 果 子得 タ

リ。

即チ以上諸家 ノ實験成績 ヨ リ見 レバ、肺臓 ハ甚

グ代償作用 二富 ミ肺 ノーf則 ラ除外 スルモ尚 ホ残

存血管 ニヨ リテ代償 シ左心室 ヘ ノ流血量 二障碍

テ來 ス事甚 ダ少 ナキガ如 シ。

他方Cohnheimu.Litten(1875)及Tiegerstetd

ハ 生盟染 色 二際 シ正常血管 ガ染 色部 ト然 ラザ ル

部 トラ表 ハ シ、爲 ノニ該 肺 ハ斑紋状 テ呈 スルテ

認 メ、本邦 二於 テハ戸山氏 モ亦生禮染 色 二際 シ

肺臓 ハZF等 二著 色 セズ斑紋状 テ表 ハ セル テ見、

而 ヵモ此 ノ色素 ノ充 實 セル肺血 管ハ肺血行 二封

シテ能 動的機轄 テ螢 爲 セルモ ノニ シテ染 色 セザ

ル部 ハ肺毛細管 ノ休息状態 ニ アルガ爲 メナ リ ト

シ、此 ノ休 息毛細管 テ豫備毛細管 ト構 セリ.而

シテ 氏 ハ前記LichtheimTiegerstedt,Ger。

hardt,Staub氏 等 ノー一側 肺 ヲ除外 スルモ頸動

脈及 ビ肺動脈 ノ血歴 二殆 ド憂化 ラ及 ボサザ リシ

實験 結果、Gerhardtノ 實 験 二於 テ残存健康肺

一 ヨリテ殆 ド同量血量 テ流通 セ シメ得 タル事實

ハ、之 レ即 チ此 ノ豫備毛細管 ガ活動性 テ有 スル

ニ至 リシガ爲 メナ リト設明 セリ。

正二氏 ノ實験 二於 テ前記 ノ如 キ場 合 ニハ最早肺

ハ斑紋状 二染 色セズ殆 ド李等 二著 色 シ、少 ナ ク

共無染色部 ハ封照 二比 シテ 甚 ダ 僅少 トナ リタ

リ。

之 レニ依 リテ之 レテ観 ル ニ虚腕肺 ノ血管 ノ態度

或 ハ血 行状態 二就 イテ・・其 ノ貧血 テ唱 フル モ ノ

及 ビ欝∬巳テ信 ズルモ ノ相反 シテ未 ダ其 ノ蹄 着 ラ

見 ズ ト云 ヘ ド全肺循環 二封 シテ・・斯 ル場合残 健

康肺 ニヨ リテ三 定度 代償 サル ・モ ノナ リ トハ諸

學者 ノ實験 ニヨ リテ明 カナ リ。

余 モ亦今同人 工氣胸 二際 シテ之 ガ虚 脱肺 ノ肺血

管拉 ビニ全肺循環状態 テ知 ラントシ左 ノ事 項 二

就 イテ實験検索 セリ。

1、 血管 内色素注入 二依 ル肺臓 ノ解剖及 ビ組織

學 的観察

2、 動脈血歴 二及 ボ ス影響

3、 血 中瓦斯 二及 ボ ス=影響

第二節 實瞼材料及ビ其ノ方法

く 動脈螂 ハ頸動脈 ラ撲 ビ「キモグラフ材

ン」二依 リテ描爲 セ シメ タ リ。

即 チ家兎 ラ仰臥位 二纏縛固定 シ頸部 二於 テ正 中

線 ヲ去 ル約1糎 ノ庭 ニテ切開、頸動脈}露 出 セ

シメ、之 子「カニュー レ」ヲ以 テ、血歴計 二連絡、

之 ガ動揺 テ「キモグラフイオン」ニ ヨリテ描 爲 セ

シメタ リ。

一
、生膿染色 ニハ「リチオン、 カル ミン」テ主 ト

シテ使用 セルモ、 「ヘマ トキ シリン、 エ オジン」

重染色 二封 スル封照顯著 ナル場 合 アルテ顧慮 シ

テ墨汁 テモ併 セテ使用 セ リ。 「リチオ ン、カル ミ

ン」ハ大艦 二於 テ清野博士 ノ法 二 從 ツテ之 レラ

製 ス レ ドモ、余 ノ検索 目的 ニ ヨリテ、 濃厚 ナル

8.0%溶 液 ラ撰 べ リ。

墨汁 ハ日本墨 ラ硯 ニテ生理 的食盤水 テ用 ヒテ研

磨 シ之 ラ濾過紙 ニ テ濾過 、更 二熱氣清毒 ノ後之

テ冷却貯蔵 セ リ.

「リチ ォン
、 カル ミン」溶液及 ビ墨 汁ハ何 レモ使

用 二當 リテハ毎常再 ビ適度加温 ノ後、前者 ハ家

兎盟重1冠 二付 キ4耗 、後者 ハ5.0琵 ノ割合 ニ

テ注 入 セ リ。

一
、實験方法 ハ先 ヅ、家 兎 ノー側胸膣或 ハ雨側

ニー 定量 ノ塞氣 テ注 入、人 二Tl氣胸 テ作成 シ、約

10分 乃 至20分 後 、 「リオオ ン、 カル ミン」溶液
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或 ハ墨汁 テ該家兎 ノ耳翼静脈 ヨ リ極 ク徐 々二注

入 セ リ。 然 ル後 一定時 ノ後撲殺 シ、其 ノ直後、

或 パー定時間(時 々其 ノ臥位 テ攣 ジツ ・)氷室 二

放 置 シタル後、各血管 ラ結紮 シツ ・開胸 シ、臓

器 テ取出 シ之 テ12%「 フ,ル マ リン」液 中 二略24

時 間、浸漬固定 シ然 ル後∫ヘマ トキ シリン、エオ

ジン1重 染色 テ施 シテ之 レ ガ組織 的 二詳 細研 索

セ リ。

一
、機 隔膜紳経捻除 法、先 ヅ家 兎テ仰 臥 二固定

シ頸 部 二於 テ正 中線 テ去ル約1糎 ノ虎 ニテ切 開

シ胸舌骨筋 ノ外縁 二沿 ヒテ頸 動脈 二達 シ之 テ内

側 二避 ケテ深 ク分 ケ入 ル時ハ脊 椎 ヨリ第六、第

七頸紳経 ノ在ル テ見 ルベ ク之 ト交 叉 スル細 キ紳

経 即チ、横隔膜神経 テ第 七頸神経 ノ下方 ニテ切

'断 シ末梢 テコ")ヘ ル氏鉗 子 ニテ摘 ミ捻除 セ リR

第三節 實験成績

第 一項 血管 内色素注 入二依 ル肺臓 ノ

解剖及 ビ組織 學的観察

正常肺 二關 シテ ・・既 二Cohnheim,Litten,

Tiegerstedt大 島 氏及 ピ戸1!1氏 ノ研究 ラ記述 セ

リ。余 モ亦之 レガ事實 子確 カムルハ余 ノ實験 ノ

封照 トシテ甚 グ必要事 ナ レバナ リ。

第1例 、家兎番號、第71號 、盟 重2527瓦 、雄、

8.0%「 リチオン、カル ミン」溶液 ラ家 兎罷重毎冠

二付 キ4.0耗 ノ割 合 ニテ注入、直 チニ撲 殺 セ リ。

第2例 、家 兎番號 、第72號 、禮 重24傷 瓦、第

1例 ト同様、色素注 入後 直 チニ撲 殺 セ リ。

各例 ハ肉眼的 及 ビ組織學 的 二大差無 キ所 見 ラ得

タル テ以 テ重複 ノ繁 ラ避 ケテ縮括 セ リ。

肉眼的所 見 左右各葉 テ通 ジテ敦 レモ赤 色 ノ斑

紋 テ呈 シ、一見、色素 ノ沈著 セル虎 ト然 ラザル

塵 ナル ヲ首肯 セシムル ニ足ル。而 シテ染 色獣態

バー般 二上葉及 ビ縦隔面 二沿 ヒテ他部 二比 シテ

梢 支著 明 ナルモ肺尖端及 ビ周縁部 二於 テハ梢 支

輕度 ナル ガ如 シ。

組織學的所 見

各肺胞 ハ 含 氣多 ク、一般 二肺胞壁緊張 ス ルモ

庭 々、殊 二肺 ノ周縁 部 二近 ク肺胞 ノ膨隆不 全 ノ

モ ノア リ。該部 二在 リテハ之 レガ肺胞 壁租 ヒ弛

緩 シテ鍛襲 テ呈 シ含氣不充分 ナ リ。

肺動脈及 ビ肺静脈 ハ其 ノ大 小 テ問 ハズ敦 レモ良

ク「カル ミン」色素 テ充盈 シ殆 ド怒張或 ハ萎縮等

テ示 スコ ト無 シ。

肺毛細管 ハ濃厚 ナル「カル ミン」赤色 テ呈 シテ斑

歌 二密 集 セル部 分 ト之 レガ色調甚 グ薄 キカ、或

ハ全 ク認 メ得 ザ ル部 分 ト テ明瞭 二判 明 シ得 タ

リ。

「カル ミン」色 ノ濃厚 ナル部 分 二於 ケル毛細管 ハ

常 二「カル ミン」色素 テ以 テ良 ク充實 セラルモ彼

ノ色調薄 キ部及 ビ無染色部 二在 リテハ之 レガ充

盈 甚 ダ少 ナキカ全 ク之 レテ容 レザ リキ。

以 上所見 ヨリ動物 ノ正常 肺 ハ血管 内色素注入二

際 シテ明 カニ斑紋状 ラ表 ハ シ、之 レヨリ毛細管

ノ活動部 位 ト非活動部位 アルテ推 知 セシム。即

チ余ハ之 レテ封 照 トシテ次 ノ實瞼 テ行 ヘ リ。

第 一、一 側小量 注入、肺 ノ虚脱輕度 ナル場合

本實験 二於 テハ比較 的小量、 即 チ20妬 乃至30・

耗 ノ室氣 テ以 テ 片側人工氣胸9作 成 シ、約30

分 ノ後8.o%「 リチオン、 カル ミン」溶液 テ家 兎

禮 重毎冠 二付 キ 壬.0耗 ノ割合 ニテ注 入直 チニ撲

殺 セリ。

爾 ホ各例 ハ何 レモ解剖的及 ビ組織學的観察 二於

テ殆 ド大差無 キ所 見 テ得 タル テ以 テ此所 二重複

ノ繁 テ避 ケ総括的 二以下之 レテ記載 セ リ。

第11表
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(左)-32.5

(,,)-4-3

(右)1-3-2.

解剖所見
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肺臓 、右肺(人 工氣胸)一 般 二稽 ≧萎縮 テ認 メ得

ルモ ノアルモ多 クハ明 カニ之 レテ認 メ得 ザル程

度 ナ リ。所 々壁血 テ呈 スルモ ノ有 リ。斑紋 状 二

「カル ミン」色 テ呈 シ、健康家 兎 ノ其 レニ相似 タ

ルモ封 照二比 シテハ三般 二染色部多 シ、割面又

一般 二「カル ミン」色 テ呈 シ
、1麸々二無染色部 ラ

認 ムルモ健康動物 二比 ス レバ遙 カニ狭小 ナ リ。

無庭置側、梢 支含氣多 ク氣胸側 ヨ ザ梢 支大 ナ

リ。 「カル ミン」著色歌態 ハ氣胸側 ト同様 斑紋状

テ旱スルモ ノアルモ氣胸側 二比 ス レバ更 二狭 小

ニシテ割面 又同様 ナ リ。

組織學的所 見

人工氣胸 側、各肺胞 ハ室氣 テ含ム事、少 ナ ク殊

二肺 ノ周縁部 二於 テ然 リ。 且 ツ全 ク無氣 ノ状 態

テ示 スモ ノ有 リ斯 ル部分 二於 ケル肺胞壁 ハ極度

二弛緩 シテ相密接 シ、搬髪 テ表 ハ スニ過 ギザル

ナ リ。

肺動脈及 ビ肺静脈 ノ分 岐枝 ハ其 ノ大小 テ問 ハズ

何 レモ櫨張或 ハ萎縮 テ示 サズ、殆 ド常 態 二有

リ。 「ヵル ミン」色素 ノ充盈又比較的良好 ナルモ

肺静脈 二於 テハ之 ガ充 填 ノ梢 ≧不充分 ナルモ ノ

ラ認 ムル事 ア リ。

肺毛細管 ハ多 ク ノ「カル ミン」色素 テ充實 シ比較

的濃厚 ナル「カル ミン」色 テ呈 シ、肺 組織 ノ全般

二禰蔓 スルモ各例共 二周縁部 二於 テハ之 ガ色調

一般 二稀薄 ナルガ如 ク斯 ルモ ノ ニ在 リテハ「カ

ル ミン」色素 ノ充盈前者 二比 シテ不充分 ナ リ。

無庭置側、肺胞 ハ大禮 二於 テ室氣 テ含 ム事 多 キ

モ、庭 々肺胞壁弛緩 シテ之 レガ充盈不充分 ナル

モ ノアリ且 ツ肺胞 ノ破壌 シテ相 共通 セルモ ノテ

認 メタ リ。

大小種 々ナル肺動脈及 ビ肺静脈 ハ大禮 二於 テ著

攣無 キモ「カル ミン」色 素 ノ含有 ハ氣胸側 ノ其 レ

ー比 シテ梢 ≧多量 ナル ガ如 ク弱籏大 下二於 ケル

之 レガ色調一 見甚 ダ濃厚 ナルモ ノ多 シ。

「カル ミン」色素 ヲ昭充實 セル肺毛細管 ハ肺組織全

般 二亙 リテ曲折走行 スルモ慮 々該色素 ノ充盈不

充分 ニシテー見赤 色調 ノ淡灘 ナル モ ノテ認 メタ

リ。

第二、一側 二中等量 テ注入、肺虚腕 ノ中等度ナ

ノレ モ ノo

本實験 二於 テハ室氣35姥 乃至50¢Eノ 中等量 テ

以 テ片側人 工氣胸 ラ施行 シ、 約30分 ノ後8.0

%「 リチン、 カル ミン」溶液 ノ家 兎 ノ膿重毎肛

4.0耗 テ 耳縁静脈 ヨ リ注 入直 チニ撲殺 セリ、 一

定時 ノ後 之 レテ解剖検索 セ リ.

第12表

禮
重
(
瓦
)

番

號

例

撒

性

別

人 工 氣 胸

注 入 量 胸腔内終墜
(毎妊)(立li・ 蝿)

17721001♂40

27825601,,50

諭8・i227・ ,,40-i-

9411980,,45

 

4

ρ
0

・右
il二3-1.5

r左)-1.5:-1

(左 ・-21-1

(右1-2-1.5

95:230i,,40,イf、-2.ろ 一1.5

6127iii竺9⊥

7198;21601♀-1-1一

45、'プf・-2-1

35(/Il-2。5--1

一÷ 一畿i鼎lll
-・_昭

(ノii2-1.O

くフfT㍉ 一2.5-1.ろ

,10110324901-♀ 。4「)rフ 行、21-1

解 剖 所見、人工氣胸側、一般 二室氣 テ含 ムコ ト

甚 ダ小ニ シテ梢 ヒ萎縮 テ呈 シ、殆 ド全1没二亙 リ

テ普遍的 二「カル ミン」赤色 テ表 ハ ス。

其 ノ色調 ハ無慮置側 二比 シテ薄 ク殊 二肺ワ周縁

部 二於 テ甚 グシケ レ ド又 各慮 二暗赤 色 ノ小腰血

王妊テ認 メタルモ ノア リ。

無庭 置側、 一般 二含氣多 ク、 全般 二亙 リテ「カ

ル ミン」色 テ呈 シ斑紋状 テ示 サズ、之 レガ色調 又

人工氣胸側 二比 シテ濃厚 ナ リ。 割面又含氣性 二

富 ミ且'ソ普遍的 二赤染 ス。

組織學的所 見、(人 工氣胸 側)各 肺胞 ハ何 レモ著

シク弛緩 シ、肺胞 壁相接 シテ爲 メニ肺胞 ハ殆 ド

無氣 ノ判犬態 ニ ア リ。

大小肺動脈 ノ分岐枝 バー般 二旗 張充盈 シ、多 ク

ハ濃厚 ナル「カル ミン」色調 テ呈 スルモ
、肺 静脈

ハ其 ノ大小 テ問 ハズ著 シク萎縮 セ ル モ ノ多 ク

「ヵル ミン」色素 ノ含有又甚 ダ不充分 ニ シテ且'ソ

各庭 二之 レテ全 ク容 レザルモ ノア リ。

「ヵル ミン」色調 テ呈 セル肺毛細管 ハ殆 ド肺組織

ノ全 般 二亙 リテ曲折蛇 行 スル モ ー般 二「ヵル ミ
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ン」色素 ノ充盈不充分 ナルガ爲 メ 之 レガ色調又

比較的淡 薄 ニ シテ且 ツ各庭 二全 ク之 レテ充填 セ

ザル小斑部 テ有 スルモ ノ有 リ。

無 虎 置側、肺組織 ハ概 シテ含氣 多 ク、一般 二氣

胞 ノ緊張著明 ナ リ。且 ツ肺胞壁破壊 シテ撒個相

通 ジ大 ナル肺胞網 テ形成 セルモ ノア リ。

肺動脈及 ビ肺 静脈、殊 二肺動脈 ノ分 岐枝 ハ其 ノ

大小 テ問 ハズ敦 レモ振張、 「カル ミン」色素 充盈

叉著 明ナ リ。

肺毛細管 ハ「ヵル ミン」色素 テ充實 シ、相交錯 シ

ツ ・肺胞 中間組織 ラ走行、肺組織全般 二亙 リテ

禰 蔓 ス。之 レガ色素 ノ含有 ハ封照健康動物 ノ其

レニ比 シテ多量、人 工氣胸側 二比 シテハ更 二

明 ナルモ稀 二、殊 二周縁 ノー部 二於 テ不充分 ナ

ルモ ノテ認 メ タ リ。

第三、一側 二多 量 テ注入虚脱 ノ高度 ナル場合

各例 ハ多量室氣 即チ65耗 乃至75耗 テ以 テ片側

人 工氣胸 テ作成 シ何 レ モ 室氣 注入後約30分 テ

経 テ8.0%「 リチオ ン、 カル ミン」溶液 テ家 兎 ノ

膿重毎班i4.0蝿 ノ割 合ニテ注 入直チニ撲i殺、一

定時間 ノ後剖 見 セ リ。

第13表

例 雇 膿 性
1

数 號 重 別

1S42300-♀-

2852180♂

:3962290,,
　 へ 　　 　　
411(,512370♂

　 　

5106119901一 早一,

6]102250,,

71142170,,

8

人 工 氣 胸
,

注 入 量
(毎i駈)(髭)1

胸腔内終騰
暁)

2
60 ・、右)1 0 一1

70
l

I(左1
「

十1 十1.5

65

70

ζ右)

1(")

0

十1

十I

io

75 r左 ソ 十11
一2

70 (")1-1 十1

65
-一 一

70

(右) 一1 十1

(.1、1十1
1
0

解剖所 見

人 工氣胸 側 一般 二虚脱 高度 一シテ殆 ド室氣 ラ

含 マ ズ多 クハ無1麸置肺 ノ約3分 ノ2乃 至2分 ノ

1二 萎縮 セ リ。

肺全般 二亙 リテ普遍的 二「カル ミン」色 テ呈 スル

モ之 レガ色調甚 グ薄 ク殊 二下葉及 ピ各葉 ノ周縁

部 二於 テ著 シキ コ ト多 ク、 且 ツ慮 々無 染色 ノ小

斑鮎 テ認 メタルモ ノア リ。諺 血 ラ思 ハシムルモ

ノ無 カ リキ。

無庭 置側、人 工氣胸側 二反 シテ著 シク含氣性 二

富 ミ且 ツ無染 色部 無 ク全般 二 亙 リ テ=普湿 的二

「ヵル ミン」色 テ呈 シ、其 ノ色調 モ亦前者 二比 シ

テ甚 ダ濃厚 ナ リ。割 面又同様 ナ リ。

組織學的所 見

人 工氣胸側、肺組織 パー般 二室氣 テ含 ム事甚 ダ

少 シ、各肺胞壁 ハ著 シク弛緩 シ、肺胞 中隔 相接

シテ密 ナル 鐵嚢 ラ表 ハシ、多 ク ハ 實質檬 テ呈

ス。唯 各虚、殊 二肺 ノ中心部 二於 テ僅 カニ緊張

不充分 ナル大小種 々 ナル 肺胞 テ認 ムルニ過 ギ

ズ。

肺動脈 ハ其 ノ比較的 大 ナルモ ノト云 ヘ ド、多 ク

ハ萎縮 テ示 シ、 「カル ミン」色素 ノ充盈又甚 ダ不

充 分 ナルモ唯主幹肺動脈 二於 テハ之 レガ萎縮 テ

來 タサザル コ ト多 ク却 ツテ「ヵル ミン」色素 ノ充

實良 ク該 血管 ノ旗張 テ認 メタ リ。

肺静脈 ハ其 ノ大小 テ問 ハ ズ常 二萎縮 テ表 ハシ、

「ヵル ミン」色素 テ殆 ド充盈 セザル コ ト多 シ。

肺毛細管 ハ極 ク薄 キ「カル ミン」色 ラ呈 シ、肺組

織 ノ全般 二亙 リテ交錯 蛇行 スルモ、一般 二「カル

ミン」色 素 ノ充盈甚 ダ不 充分 ニ シテ唯、極 ク稀 二

比較 的濃厚 ナル「ヵル ミン」色 ラ呈 セルモ ノテ肺

ノ中心部 二近 ク之 レテ認 ムル事 アル ノ ミナ リ。

無1麸置側、肺組織 ハ大罷 二於 テ肺胞網 状 テ呈 シ

塞氣 ノ含有 量甚 グ大 ナ リ。一般 二肺胞壁 ノ緊張

著 明 一 シテ中間組織 又甚 グ稀薄、時 二肺胞 中隔

ノ破壌 シテ藪 個相共通 シ大 ナ ル 肺胞 テ出現 セ

リ。

大小肺血管 二於 ケル「カル ミン」色素 ノ充 盈 ハ多

クハ著明、殊 二大小肺動脈 二於 テ更 二高度 ニシ

テー般 二之 レガ鑛張 ラ示 セ リ。

肺毛細管 バー般 二濃厚 ナル カル ミン」色 ラ呈 シ

テ肺組織全般 二亙 リテ走行 シ無 染色部 ハ勿 論之

レガ色調 ノ薄 キモ ノテ殆 ド認 メズ、即 チ之 ガ色

素 ノ充實極度 ニシテー般 二肺毛 細管 ノ披 張 テ思

ハシメタ リ。

第四、雨側人工氣胸ニシテ虚晩各輕度ナル場合

本實験 二於 テ ハ比較的小量室氣即 チ20琵 乃至
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30琵 テ以 テ雨側 人工氣胸 テ施 行 シ、約30分 ノ

後8.0%「 リチオ ン、 カル ミン」溶液 子家兎 ノ禮

重毎冠 二付 キ4.{1耗 ノ割合 ニテ静脈 内 二注入直

第 14

チニ撲 役 シ、一定時 テ経 テ解剖之 レガ肉眼的及

ビ組織學 的観察 テセ リ。

表

例 番

號

膿

重

1 872530

性 人 工 氣 胸

注 入 量1胸 腔 内終 丞1注 入 量1胸 腔 内 終 唾別
(毎 妊)暁 ノ 位魯 毎妊 月!耗.■r廷1

♂ 右 側130-3-一 一:左 側20-3-一 一2.5

0
召 902320. ,, 20-3。5-2

り
θ 912360 20-4-3

20昭3-2i

30--2-一 一1

4

FO

1072280 ♂ ,,25--2-1.5,,20-3一 コ。5

1081950 20-一 一3-2.5 20-3

6 1112170-♀ 一,, 25-2-1,5 20-3

71121990♂..30-.2-】20--3

8116224025--2、 馬 一225-3-2.ろ,
臨

肉眼的所見 動脈 パー般 二萎縮 テ見 ズ却 ツテ比較的 大 ナル肺

雨肺共 二梢 丸萎縮 シ從 ツテ室氣 テ含 ム事 叉少 ナ 動脈 二在 リテハ輕 度籏張 ヲ表 ハ シ勃 レモ「ヵル

シ、雨側共 二肺 ノ全般 二亙 リテ鮮 明 ナ ル「カル ミン」色素 ノ充盈著 明 ラ リ。

ミン」赤色 ラ呈 シ之 レガ色調 バ ー般 二封 照無虚 肺毛細管 ハ比較的 「カル ミンー也 号呈 シ肺組織全

置動物 二比 シテ梢 支薄 キ感 アルモ彼 レニ於 ケル 般 二亙 リテ普 遍的 二走 行 シ殆 ド無染 色血管 テ見

ガ如 キ無 染色斑甚 ダ狭 小、僅 カニ肺 ノ周縁部 ニ ザルモー般 二色素 ノ充 盈不充 分 ナルガ如 ク之 レ

於 テ之 レテ認 ムルコ トアルニ過 ギザル ナ リ。 ガ色調 ハ封照無虎 置動物 二 比 シ テ梢 ミ淡薄 ナ

組織學的所見 リ。

雨肺共 二肺胞 ハ輕 度萎縮 シテ室氣 ノ含有 少 ナク 第五、雨側人 工氣胸 ニ シテ虚 脱各中等度 ナル場

之 レガ型状 モ亦 不規 則 ナ リ。殊 二肺 ノ尖端及 ビ 合

周縁部 二於 テハ之 レガ判 明 セザルモ ノ多 ク即 チ 雨側 各中等量即 チP,r)ff.乃至45bE=7以 テ雨側入

肺胞壁 ハ相接 シテ緻 髪 ラ呈 シ肺 胞 ハ唯 小間隙 ト エ氣胸 ラ作成、約3{1分 ノ後s.o%rリ チ オ ン、

シテ存在 スルニ過 ギザルモ ノ多 シ。 カル ミン」溶液 テ家 兎 ノ罷 重毎冠 二付 キ4.(1耗

肺 静脈 ハ其 ノ大 小 ラ問 ハズ敦 レモ梢 ヒ萎縮 テ來 ヲ注 入直チニ撲殺 セ リ。

タシ「カル ミン」色素 ノ充 填叉不充 分 ナルモ、肺

第15表

一
)

の
ヨ

"
'

の
一

一

一

吼餌

1

0
召

番

號

膿

重

性 人 工 氣 胸

別 海諭(動 胸艘 響
'802630

♂ 右 側40.Ol-2-1左 側 …40-1

注 入 量 胸 腔 内 終 瞳

(毎 竜 、ζ蛭)Ir蛭)

0

992320 ,,35.Ol-2-1.5

3 1012180 40.0-1-0

40-1+L

40昭10

4 1042460 ,,,, 40.Ol-1 0 35-2-1

51092370

L11132520 "

・

11721907■

81182750

L45・0-10"3ろ 一2-1

,35.0-2-1.5,,40-2-1

,40.0_2_1--7-『140_1.5_1

35.0--2-1.545-10
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肉眼 的所 見

各例 ハ雨肺共 二梢 ミ退縮歌 テナ シ室氣 テ含 ムコ

ト又少 キガ 如 シ。敦 レモ大禮 二於 テ 普遍的 二

「カル ミン」赤色 テ呈 スルモ之 レガ色調 バー般 二

淡 簿、時 々暗 赤色 ラ呈 シ響血 テ思 ハ シムルモ ノ

ア リ。

組織 學的所 見

左 右肺共 二肺組織 ハ室氣 テ含 ム コ ト甚 ダ少 ナ ク

肺胞 ノ正 シキ網 状 テナスモ ノ殆 ド無 シ。其 ノ多

クハ間隙状 テナシテ存 シ且 ツ各慮 二肺胞 ノ全 ク

判 明 セザル實質様 部 アリ、一一般 二肺 ノ周縁部 二

多 キガ如 シ。 強籏大 ニテ見 ルニ肺胞壁 ハ敦 レモ

著 シク弛緩 シテ緻髪 テ表 ハシ殊 二彼 ノ實 質様部

二在 リテハ途 二肺胞 壁相接 シテ無氣 ノ状 テ呈 セ

リ。

大小肺 静脈 ハ敦 レモ多 クハ萎縮 シ「カル ミン」色

素 ノ含有 モ亦甚 グ不充分 ナルモ、肺動脈 パー般

二之 レテ見 ズ却 ツテ比較的大 ナルモノニ於 テ磧

張 テ來 タセルモ ノ多 ク主幹肺動脈 二於 テ殊 二著

明 ナ リ。

肺毛細管 ハ「カル ミン」色 テ呈 シテ肺組織 ノ全般

二普 遍的 二禰蔓 スルモ「カル ミン」色素 ノ充盈甚

ダ不充 分 ナルガ故 ニー見之 レガ色調一般 二淡薄

ナ リ.

第 六、長期 間連緬注 入 シタルモ ノ。

本實験 二於 テ ハ 比較的小量室氣帥 チ21,耗 乃 至

30耗 子以 テ2週 間乃至4週 間 ノ長期 二亙 リテ

第16表

例 番 膿 性 人 工 氣 胸

数 號違 別躍 騨 麟
25301一 早1⊥19

2L120

・1223

4123
　　　 　

5125

6127

7129

13∩

塾色
1970

2330

8

9

2195

酉 ～デ
(U

(U

凋0

り
」

4

3

0
ヨ

0
ヨ

131119S5
-一 一1-

1013312∩10

♂

●,

,,

,,

♀

♂

,,

21-2.-1
_..一 一一_に 一__

3-1.0

3-1.0

4-1.十1

0

¶■一

噸⊥

0
μ

=

一

β0

3

4

一
4
眠

i-1.十1

0.+1

3-1、0

4 o.;i

片側人 工氣胸 テ隔 日連績 施行 シ最後 ノ注入後約

48時 間 ノ後 同様 色素 テ注 入直 チニ撲 殺 セリ。

肉眼的所 見

人 工氣胸側 、多 クノ場 合萎縮 ハ比較的輕 度 ナル

モ、亦虚睨比較 的高度 ナル撒例 テ認 メタ リ。

虚睨肺 二於 ケル肋膜 ハ虎 々著 シク肥厚 シ、殊1二

第5例 ノ如 キハ肺 ノ全般 二亙 レリ。 多 クハ全葉

二亙 リテ「カル ミン」赤 色 テ呈 スルモ之 レガ色調

梢 ミ薄 ク彼 ノ虚睨高度 ナ リシ数 例 二於 テハ更 二

淡薄 ナ リ。

尚 ホ前記肋膜 ノ肥厚 セ ル部 分 ニ ア リテハ其 ノ

「カル ミン」色調 テ明 カニ認 メ得 ザ リシモ其 ノ割

面 二於 テハ敦 レモ明 カニ「カル ミン」赤色 テ呈 セ

リ。

組織 學的所 見

人 工氣胸 側、肺胞 バー般 二萎 縮 シテ室氣 テ含 ム

コ ト少 ク其 ノ型 モ亦甚 ダ不整 ニ シテ肺胞 中隔一

般 二厚 シ.且 ツ虎 々肺胞 ノ判 明 セ ザ ルモ ノア

リ、是等 ノ攣 化 ハ周縁部 二多 キガ如 久 肺胞 ノ

明 ヵナ ラザル部分 二在 リテハ肺胞壁 相接 シテ搬

髪 テ呈 シ殆 ド無氣 ノ状態 ニア リ。肺動脈 ハ其 ノ

大 小 ラ問 ハ ズ著攣 ラ示 サ ザ ル モ ノ多 キモ時 二

梢 気振張 テ表 ハ スモ ノア リ、之 レ比較的血管 ノ

小 ナルモ ノニ多 シ。一般 二「カル ミン」色素 ノ充

盈 又比較的良好 ナ リ。之 二反 シテ肺静脈 バー般

二「カル ミン」色素 ノ充填不充分 ニ シテ之 ガ輕度

萎縮 テ表 ハスモ ノ多 シ。

肺毛細管 ハ敦 レモ「カル ミン」赤色 テ呈 シ、全肺

組織 中 テ走行 シ、殆 ド無染 色斑 紋部無 キモー般

二之 レガ色調淡1奪ナ リ
。

強籏大 一テ見ルニ肺毛細管 ハ勃 レモ「ヵル ミン」

色素 テ以 テ充實 シ、肺胞 中隔 中 テ 走行相・交錯

スルモー一般 二之 レガ充盈梢 ヒ不充分 ナ ル ガ 如

久 肺 ノ周縁部 二於 テ更 二甚 ダ シ。

無虎 置肺、肺胞 ハ敦 レモ室氣 テ良 ク含有 シテ肺

胞 緊張 シ大艘 二於 テ正 シキ網状 テ表 ハ スモ稀 二

肺 ノ尖 端或 ハ周縁 ノー部 二於 テ肺胞 壁 ノ弛緩 セ

ル テ認 メタリ。

肺静脈 及 ビ肺動脈 ハ大 小敦 レモ殆 ド攣 化無 ク常
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二比 較的多量 ノ「カノレミン」色素 テ充實 スルモ肺

動脈 二於 テハ更 二之 レガ色素 ノ充盈著 明 ナル ガ

如 シ。

総

以上各項 二於 ケル所 見 テ更 二総括 スレバ次 ノ如

シ^

肉眼的所見

人 工氣 胸側 、氣 胸肺 ン・一般 二無慮 置肺 二比 シテ

退縮 シテ含氣 少ナ キモ第一・ノ如 キ注入量小 ナ リ

シモ ノニ於 テハ之 ガ萎縮 モ亦輕 度 ニ シテ時 二殆

ド之 レテ認 メ得 ザ リシモ ノア リ。

片側人 工氣 胸 テ長 期間連績施行 セシ場合 ハ之 レ

ガ毎同注入量小 ナ リ ト云 ヘ ド其 ノ注入中止後48

時 間 二於 テ筒 ホ退縮 ヲ示 ス、然 シ之 レガ程度 ハ

撒例 ヲ除 ク外輕 微 ナ リキ。

氣胸肺 ノ外面 パー般 二「カル ミン」赤 色 テ呈 シ封

照無庭 置動物 二於 ケル ガ如 キ斑 紋状 ラ示 サザル

モ ノ多 キモ第一 ノ如 キ片側人 工氣胸 ニ シテ肺

ノ虚睨輕 度 ナ リシモ ノニ/llリ テ ハ 爾 ホ 各塵 二

「カル ミン」色調 ノ甚 ダ海 キ或 ハ無染 色斑紋部 テ

認 メタ リ。即 チ第一 ン如 キ 注入室氣量少 ニ シ

テ肺虚睨 ノ比較 的輕度 ナ リシモ ノ・・敦 レモ「カ

ル ミン」色調濃厚 ナルモ、第二、第三、 ノ如 キ肺

虚腕 ノ比較的高度 ナ リシモ ノ、雨肺夫 々虚脱輕

微 ナルモ雨側人 工氣胸 ナル場 合、及 ビ片側人工

氣胸 ニシテ長期間連績施行 セシモ ノニ於 テハー

般 二之 レガ色調前者 二比 シテ淡薄ナ リ。然 レド

モ彼 ノ無染色斑 ハ第一 二比 ス レバ狭小、更 二封

照無虎置動物 二比 シテ著 シキ相異 テ示 セ リ.

無 塵置側、無虎置側肺 ハ常 二含氣性 二富 ミ肺 ノ

全般 二亙 リテ濃 キ「カル ミン」赤 色テ呈 シ、之 ガ

色調 ハ各項 人工氣胸 肺 二比 シテ更 二濃厚 ナルガ

如 ク、殊 二第 三 ノ肺虚脱 ノ高 度 ナ リシモ ノニ於

テ更 二著明 ナ リ。

第一 ノ如 キ 肺虚脱 ノ輕度 ナ リシモ ノニ ア リテ

ハ人工氣胸側 二於 ケルガ如 ク各虚 二「カル ミン」

色調 ノ薄 キ斑 紋部 ヲ認 メタルモ該 動物 ノ虚 視肺

二比 ス レバ狭小、封 照動物 二比 シテハ更 二著 キ

肺毛細管ハ比較的濃厚 ナル「カルミン」赤色 テ呈

シテ全肺組織中テ普遍的二禰蔓 シ色素 ノ充盈 一

般二良好ナ リ。

括

相 異 テ示 セ リ。

組織 學的所見

人 工氣胸側 、一般 二肺胞壁弛緩 シ、肺胞 ハ鍛髪

テ表 ハシテ室氣 テ含 ム コ ト甚 ダ小量 ナ リ。

殊 二第 三 ノ虚 睨高度 ナ リシモ ノニ在 リテハ肺胞

壁相接 シテ肺胞判 明 セズ殆 ド無氣 ノ歌 態 テ呈 ス

ルモ ノ多 シ。

肺動脈 ハ肺虚脱 ノ程度 ニ ヨ リテ其 ノ歌 態 テ異 ニ

シ「ヵル ミン」色素 ノ充盈歌 態 ニモ亦差異 アリ。

即 チ第一 ノ如 キ肺虚 脱 ノ輕度 ナ リシモソ ニ在 リ

テハ血管 ノ大小 テ問 ハズ殆 ド常 二著攣 ナ ク從 ツ

テ「カル ミン」色素 ノ含有量 モ亦無庭 置側及 ビ封

照動物 ノ其 レ ト殆 ド大差 ナ ク充分 ナルモ之 レガ

虚脱 中等度 ナルモ ノ及 ビ虚 脱輕度 ナルモ雨側 人

工氣胸 二於 テハー般 二梢 支憤張 テ表 ハスモ ノ多

ク、之 レガ色素 ノ充盈又著明 ナ リキ。更 二夫 々

虚脱 中等 度ナルモ雨側人工氣胸 二際 シテハ左 右

肺 共 二比較 的大 ナル血管 二於 テハー般 二接張 テ

示 スモ ノ多 キモ比較的小 ナルモ ノニ在 リテハ多

ク萎縮 セ リ。

片側 ニシテ虚脱高度 ナ リシモ ノニ於 テ・・肺動脈

ハ比較的大 ナルモ ノ ト云ヘ ド多 クハ萎縮 テ示 シ

「カル ミン」色素 ノ充 盈 モ亦甚 ダ不充分 ナルモ…E

幹 動脈 二於 テハ萎縮 テ示 サ ぜルモ ノ多 ク却'ソ テ

之 レガ振張 テ認 メタリ。

尚 ホ長期連緬注 入ニ ヨ リタル虚脱 肺 二於 テハ殆

ド大小肺動脈 二著攣 テ認 メザ リシモー般 二梢 ≧

憤張 ノ傾 向 ア リ「カル ミン」色素 ノ充盈 モ比較 的

著明 ナ リキ。

肺静脈 ハ第一 ノ如 キ肺虚睨 ノ軽 度 ナ リシモ ノテ

除 キテ多 クハ萎縮 テ示 シ之 レガ色素 ノ充填 モ亦

甚 ダ不充分 ニ シテ而 モ虚脱 ノ高度 ナル ニ從'ソテ

之 レガ萎縮著 明ナルガ如 シ。

肺毛 細管 パー般 二「カル ミン」赤 色 テ呈 シ肺 ノ全
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般 二亙 リテ禰蔓 スルモ肺虚脱 ノ程度 ニ ヨ リテ之

レガ色調 二濃淡 テ表 ハ シタ リ。即 チ第一 ノ如 キ

肺虚脱 ノ輕 度 ナ リシモ ノニ在 リテハー般 二肺毛

細 管 二於 ケル「カル ミン」色素 ノ充實良 ク從 ツテ

ー 見色調 甚 ダ濃厚 ニ シテ唯肺組織 ノ各塵
、殊 二

肺 ノ尖端及 ビ周縁部 二於 テ之 レガ色素 ノ充 盈不

充分 ナル モ ノ或 ハ殆 ド之 レラ充填 セザ ルモ ノア

ル ノ ミナルモ第三 ノ如 キ肺虚 脱 中等度 ナ ルモ ノ

ハ肺毛細 管 二於 ケル色素 ノ充 塞全般的 ニハ前者

一比 シテ不充分 ナルガ如 クツ從 テ弱鏡 下 二於 ケ

ル肺毛細管 ノ色調 モ亦 一般 二租 支淡海 ナ リ。

更 二第ニ ノ肺虚睨 高度 ナル肺 毛細 管 二在 リテハ

肺組織 ノ全般 二亙 リテ之 レガ色調更 二薄 ク即 チ

「カル ミン」色素 ノ充填 ハ甚 グ不 充分 ナ リ
。

第四 ノ如 キ夫 々虚脱輕 度 ナルモ雨側人工氣胸 二

在 リテハ雨肺共 二肺毛細 管パー般 二「カル ミン」

色素 ラ以 テ比較的良 ク充實 シ肺組織全般 二禰蔓

スルモ第一 二比 シテ之 レガ含有少 ナ ク、更 二第

五 ノ虚睨中等度 ナルモ ノニ於 テハ雨側肺共 二前

項 二比 シテ「カル ミン」色素 ノ充 塞、更 二不充分

ナルガ如 ク、而 カモ斯 ノ如 キ雨側虚 脱 二際 シテ

ハ第四 ノ如 キ虚脱輕度 ナルモ ノ ト云 ヘ ド第一 二

於 ケル ガ如 キ「カル ミン」色素 テ含有 セザルモ ノ

ハ殆 ド之 レラ認 メザ リキ。

無慮 置側 肺組織 パー般 二網状 テ呈 シ肺胞 壁又

緊張、 含氣性 ナ リ、唯肺 ノ周縁及 ビ尖端部 二相

當 スル部分 二於 テ!ミ 網状 ノ比較的不整 ナルモ

ノ及 ビ其 ノ判 明 セザル ・モ ノラ認 メタ リ。

肺動脈 ハ反 封側 肺 ノ虚脱軽 度 ナ リシモ ノテ除 キ

テ常 二旗張 テ來 タシ「カル ミン」色素 ノ充 盈モ亦

著明 ナ リn而 シテ之 レガ程 度 ハ反封1則肺 ノ虚腕

高度 ナルニ從 ツテ之 レガ接張 モ亦高度 ナ リキ。

肺静脈 モ亦殆 ド萎縮 テ表 ハサズ却'ソ テ虚脱 ノ比

較的高度 ナ リ シモ ノニ於 テハ之 レガ鑛張 テ認 メ

タルモ ノ多 ク之 レモ亦反封側肺 ノ虚睨高度 ナル

モ ノニ於 テ著明 ナ リキ。

肺 毛細管 ハ各項敦 レ モ 塵 脱肺 二比 シテ「カル ミ

ン」色素 ノ充實良 ク、且 ツ多 クハ、肺組織全般

二亙 リテ普遍的 二走行 へ。唯 第一 ノ如 キ肺虚睨

ノ輕度 ナルモ ノニ在 リテハ虚 脱肺 ト同様、 各庭

一「カル ミン」色 素 ノ充 塞不充分 ナルモ ノ、或 ハ

全 ク之 レ子容 レザ ルモ ノテ認 メタルモ虚脱 二比

ス レバ遙 カニ小撒、爾 ホ封照 二比 ス レバ更 二狭

少 ナ リキ。

第=項 動脈血歴 二及ボ ス影響

片側、及 ビ雨側人工氣胸、片側 横隔膜紳経捻除、

拉 ビニー側 横隔膜 紳経捻 除、反封側人 工氣胸 ガ

動脈 血歴 二及 ボス影 響 テ知 ラン トシ、之 レガ曲

線 ラ「キモ グラフィオ ン」テ用 ヒ テ 煤紙 上二描爲

セ シメタ リ。

第一、片 側人工氣 胸

第1例 、家 兎番號150、 膿 重2420瓦 、雄、右側人

工氣胸 、 注入全量80耗 。

先 ヅ右側胸腔 内 二20耗 ノ空氣 テ注 入 ス ルニ血

歴 ハ穿針 二依ル胸壁穿刺 二際 シテー過性、僅 カ

ニ上昇 テ示 シタル外著攣 ナ ク、約2分 時 ノ後再

ビ2母 毛テ同側 二注入 スルモ殆 ン ド血厘i二漿化

テ認 メズ。其 ノ後約1分 時 テ経 テ20琵 テ更 二

約30秒 テ経 テ再 ビ20耗 テ夫 々同側 二注 入スル

モ爾 ホ著攣 テ示 サ ズ。

第2例 、實駒〔家 兎番號152、 禮 重2320瓦 、雄、右

側人工氣胸、注 入全量90耗 。

第1囲 二示 ス如 ク先 ヅ10琵 ラ注 入 シ、次 イデ約

]分 時 テ経 テ20妬 、更 一1分 時 ノ後20耗 テ

夫 々同側 二注入 シタルニ、 血厘i曲線 ニハ殆 ン ド

攣 化 テ示 サズ唯 各同、胸 壁穿 刺 二依 ルー過性 上

昇 テ認 メタル ノミナ リ.

時 二注 入全 量50妬 胸腔 内終歴(-1、0)ナ リ。其

ノ後約1分 時 テ経 テ更 二20妬 テ 注入 スルニ、

胸壁穿刺 二依 ルー 時的 上昇 ノ後、僅 カニ下降 ノ

傾 向 テ示 シタル外著攣 ナ 久 尚 ホ績 イテ20耗

テ注 入スルモ依然 トシテ動脈 血歴 二攣化 ヲ認 メ

ズ。 時 二注 入全量90耗 、胸腔 内終歴(十2、 十1)。

第3例 、家 兎=番號154盟 重2070瓦 、 雄、右側人

工氣 胸、注 入全量90耗,

先 ヅ10琵 テ注入 スルニ注 入直後 ヨ リ血歴曲線

ハ約10粍 ノ急激 ナル下降 テ示 シ、注 入 シ終 ルヤ

直 チニ却 ツテ約10粍(水 銀 柱)(以 下之 レ テ略
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ス)ノ ーヒ昇 テ來 セル モ直 チニ按復、殆 ン ド注入前

二復 ス。約1分 ノ後再 ビ10琵 テ 注入 シ、更 二

30立毛テ注入 スルモ依然 トシテ墜 化 テ認 メズ、時

二注 入全量50耗 、胸腔 内終歴(-1、0)。

約1分 時 テ経 テ爾 ホ10琵 ラ注 入 ス ル 時血墜 ハ

再 ビ急劇 ナル9.0粍 ノ下降 テ示 スモ、注 入 シ終

ルヤ直 チニ苫状 二復 シ、其 ノ後約30分 時 デ経

テ更 二30耗 テ注 入 スル ニ及 ン デ 始 メテ血駆曲

線 ノ上下運動大 トナ リ、其 ノ動揺 ノ最低値 二於

テ僅 カニ下降 テ示 シタルモ全艦 トシテハ著攣 ナ

カ リキ。時 二全 注入量90立 毛 胸腔 内終駆(十4→

+3)。

第 二、雨側人 工氣胸

第4例 、實鹸 番號155、 龍 重2180瓦 、 雄、雨側

人工氣胸、右 側注入全量30妬 、胸腔終墜(-L5

--1) 、左 側注 入全量60蛭 、胸腔 内終歴(O-十

1.5) 。

先 ヅ右側 二室氣10蝿 ヲ注入 スル;殆 ド攣化 ナ

キモ縦】2分 ラ経 テ左f則二30」 毛 ヲ注 天 スル時注

第2

一rタf/1
,

三メノー.

入直後 コリ約3粍 ノ上昇 テ示 スe而 シテ約 】分

時 テ経 テ再 ビ右 側 二20婬 テ注 入 ス ルニ穿 金十ニ

ヨル胸 壁穿刺 二際 シテ僅 カ ニ 動揺 テ示 シタル

タ事、殆 ド血rgX-・二攣 化無 カリシモ、更 二左{則 二3り

妊 ヲ注入 スルニ及 ンデ血駆 ハ 急劇 二約 川 粍 ノ

上昇 テ來 シ且 ツ其 ノ上下動揺 大 トナ ル。

第 δ例、實瞼番號]53、 禮 重22011瓦 、 雄、雨側

人工氣胸、 右側 注入全量、6吋 毛、 胸腔 内終 歴

(-1、 十1)、左 側 注入全量、50立 毛、胸腔 内終 巫

(-1、 →-2)。

先 ヅ40婬 テ右側肋膜腔 二注 入 ス大レへ 血座 曲線

ハ全 ク攣 化 ヲ示 サズ。緬 イテ左側肋膜腔 二20立 毛

テ注 入 スルニ及 ンデ上 昇 ノ傾向 テ表 ハ シ、夏 二

右側 二20琵 ヲ注入 λルモ爾ホ僅 カ ー漸次 上昇

ヲ來 シタル ノ ミー テ著攣 ナ カリシモ、其 ノ後3

分 時 テ経 テ再 ビ左側 二30妬 ヲ 注 入 スルニ及 ン

デ始 メテ急劇 ナ ル約20粍 ノ上昇 テ來 シ、後漸次

下降 ノ傾 向 テ示 シタルモ約2分 時 ニ シテ再 ビ急

劇 ナ下降 テ來 シ遂 二零線 二達 ス〔第2囲 馨照1。
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第6例 、實,wa番 號]58、 膿 重2310瓦 、雄、雨側

人工氣胸、右側 注入全量60耗 、胸腔 内終歴(-1、

0)、左 側注入全量(20蝿)胸 膣内終歴(-3、-2)。

最 初右側 二30琵 ノ 注入 テナスー注 入時一・rs性

二僅 カニ下降 テ來 シ、注入 シ終 ルヤ却 ッテ上昇 ノ

傾向 子示 シタルモ著 明ナ ラズ。緬 イテ約5分 時

ヲ経 テ、再 ビ同側 二30妊 ヲ注入 スルモ亦著攣 ナ

シ。約1分 時 ノ後左側胸腔 二 察氣20頻 …ヲ注 入

スルニ及 ンデ突女田1田1藤ハ急 劇 ナルー時的下降 ノ

後約20粍 ノ急 劇ナル 直線 的上昇 ラ示 シ、約30
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秒間同位 テ保 持 シタルモ再 ビ急 劇 ナル下降 テ來

シ、逡 二零線 二至 ル。

呼吸 ハ最初 ノ注 入ニ ヨ リテー時的 二其 ノ振幅 テ

減 少 シタルモ直 チニ恢復、却 ツテ漸次其 ノ振幅

第 O
U

及 ビ其 ノ撒 テ檜加 ス。 第2同 目 ノ注 入 ヨリ呼吸

ハ其 ノ振幅 ヲ急 劇 二其 ノ牛 テ減少 シ、最後 ノ注

入 ニ ョ リテ呼吸 ハ 逡 二 羅 止 スル ー 至 ル(第3

圖}。

珂歴

噸
鰯{. .?篶 饗:1

　齢
げ宛
げ

第7Wijs實 験 番号虎156b骨 豊重2-ll20ユiこ、舛塗、雨f貝昭J

人 工氣胸、右 側注 入全量80立 毛、胸腔 内終墜(+2、

十1)、 左側 注入全量20耗 、 胸腔 内終厘i(-2、

-1)
。

第2例 二於 テ其 ノ最 後 ノ注 入後約1分 時 ヲ脛 テ

反封 側、即 チ左側 二20琵 テ注 入 ス ルニ注入直

後 ヨ リ急劇 ナルーヒ昇 テ來 シ、Ii〈J1分 ノ後念 劇 ナ

第 壬

ル下降 一■示 シ逡 二零線 二達 ス(第1圖 参照)。

第三、一 側横隔膜紳縄捻 除

第8例 、實験番號、第160號 、艦 重2530瓦 、雄、

右側 横隔膜 紳経捻除。

第4圖 及 ビ第 δ圖 二於 ケル如 ク右側或 ハ左側横

隔膜瀞 経捻 除 テ施 行 スルモ該 動物 ノ頸 動脈血駆

二著憂 ラ來 タサ ズ。

圃

"嚥 〆

四、 一側横隔膜瀞 経捻除、他側人 工氣胸

第9例 、實験番號、第163號 、艘 重19g「1瓦 、雄し

右側横 隔膜瀞 経捻 除、左側人 工氣胸、注 入全量

15琵 、胸腔 内終墜(-2-一])。

先 ヅ右側 二於 テ績隔膜神 脛 ノ捻 除 ラ行 フモ∬L墜

曲線 二攣化 テ認 メ ズ。其 ノ後約3分 時 ニシテ左

側肋膜腔 二15耗 ノ室氣 テ注入 スル ヤ1ゴ三入直後

ヨ リ血座 ハ梢 丸上昇 ヲ 來 シ、約50秒 ノ後 ニハ

更 二血座 曲線 ノ上 下動揺漸次大 トナルモ、注 入

後 約5分 時 ニシテ蕗状 二復 セ リ.

r呼吸 ハ横隔膜帥謹捻除 ノ直後 ヨ リ漸次其 ノ振幅

ノ檜 加 シ、手術後約1分20秒 ニ シ テ 其 ノ最高

二達 スルモ之 レヨ リ再 ビ漸次減少、手術 前 ノ状

態 二近 シ、左側 二空氣 テ注 入 スル ヤ其 ノ直後呼

吸 ノ振幅 パー時的 二著 シク減 少 スルモ直 チニ却

ツテ檜大 且 ツ其 ノ数 テ 増加 シ注入50秒 ニ シテ

最 大 トナ リ之 レヨリハ再 ビ漸次減 少 ノ傾向 テ表

ハ ス
o
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㌔

7

'
瀦 F, 匪

鵬 1̀噸醐 繭繭醐

[『1;卜 」一
伽 ω`L)

〆吻 醐締
↑

k.F'de`乏 ド,・

ノタでこ 　 ら

晒 一ル)一・`▼♂ つ,・'

第10例 、實 瞼番號、第161號 、 艦重2050瓦 、

雄、左側横隔膜紳脛捻除、右側 入工氣胸、 注入

量30耗 、胸 腔内終 璽(-2、-1)。

豫 メ左側 二於 テ横隔膜紳経 テ捻除 シ、約1時 間

総

以上各例 二於 ケル實験成績 ヨ リ見 ルニ、頸動賑

血歴 ハ多 クノ場 合刺針 ニ ヨル胸壁穿刺 二際 シテ

ー過性僅 カニ撒粍 ノ上 昇 テ認 メタルモ室氣 テ注

入 スルニ及 ブヤ直 チニ、却 ツテ下降 ノ傾向 子示

シ、注 入シ終 ルヤ速 カニ注 入前 ノ封犬態 一 復蹄

ス。而 シテー側人 工氣胸 二於 テハ、第2例 及 ビ

第3例 ノ如 ク其 ノ注 入量大 ニ シテ胸腔 内終駆 陽

性 テ示 スニ至 リシ場 合 ト云 ヘ ド筒 ホ其 ノ動脈血

歴 ニハ著攣 ナ ク僅 カニ上昇 ノ傾向 テ示 シタルモ

ノアル ニ過 ギザルモ、雨側入工氣 胸 二在 リテハ

第4例 ノ如 キ比較的小量 ノ注入 二際 シテ航 二上

昇 ノ傾 向 ヲ表 ハ シ、第5例 、第6例s及 第7例

ノ如 ク、注 入多量 二及 ブ時 ハ血歴 ハ急 劇 ナルーヒ

昇 二次 イデ直線的下降 テ來 シ、逡 二零線 二達 シ、

自Pチ家 兎ハ死 二至 リタ リ。

又第8例 ノ如 キー側横 隔膜神経捻除 二際 シテ其

ノ施術 ノ直後 ト否 トニ關 セズ血巫 二全 ク墜 化 テ

認 メザ リシモ、第9例 、第10例 ノ如 クー側横

隔膜瀞経捻除 ノ後、其 ノ直後或 バー定 時間 ヲ経

テ、其 ノ反封側 二人工氣 胸 テ行 ヒタル時ハ第9

例 ノ如キ極 クiJ、量ニノ注 人子封 シテ既 二其 ノ動且底

血歴 ハ愛 化、EPチ 上 昇 テ來 タシ、第10例 ノ如 ク

比較的多量 ノ注 入 二際 シテハ更 二著 明 ナ リキ。

ノ後右側 二人工氣胸 テ施行、 鋤 妊 ノ室氣 テ注

入 スルニ血歴 ハ其 ノ直後 比較 的急劇 ナル ビ昇 ノ

後更 二漸次.k昇 、約1分 時 ニ シテ最高 二達 スル

モ之 レヨ リハ再 ピ漸次 下降、途 二奮状 二復露 ス。

括

要之、頸動脈 ∬且巫 バー側横隔膜紳経捻除 及 ビ

ー側人 工氣 胸 二際 シテハ其 ノ注入量 二關 セズ著

攣 ナ ク、雨側人 工氣胸及 ピー側横1翫 申経捻除 ノ

後反封 側 二人 工氣胸 テ作成 セル ガ如 キ場合 ハ其

ノ注 入比較 的小量 ナ リ ト云 ヘ ド就 二墜 化 テ來 タ

シ著 シキハ死 二至 ルベ シ。

第三項 血液瓦斯二及ボ ス影響

人 工氣 胸動月廊n液 二及 ボス影響 ハ既 二第二 卓二

於 テ大罷 之 テ知 リタルモ、更 二人工氣胸 ノミナ

ラズ片側横 隔膜神裡 ヲ捻除 シ、或 ハ片測横 隔膜

神縄捻除 ノ後反封側 二人 工氣胸 ヲ施行 シ、之 ガ

血液 瓦斯 一及 ボス影響 ヲ更 二短時間 内二於 テ知

ラントセ リ。

尚本實験 二於 テハ動脈血 ノミナラス同時 二静脈

血 二就 イテモ検索 シ且 ツ注 入兀斯 トシテ室氣 ノ

外酸 素 テモ使用 セ リ。

第 17 表

例i 緻 瓦)「酸素吊一(容量%)

注 入 前

第 …

2.000

同

注入後1時 間 」

19.3

)

瓦

%

酸
量
量

炭
斯
容(
7
・S3

旨人工鮪 注入量㌶ 胸謝 蘇 二1:=1
.、

19.539.4

1S.938.0
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1

例

同2時 間1

同 壬時間

同24時 間 1985

同4S時 間12025

注 入 前1

同

19.8

20.0

19.2

18.7

209019.3

第

同

注入後1時 間

21.4

昭20.s

38.6

39.8

40.2

40.4

44.2

43.2

2臨 氣胸注入量6・耗胸醤内懇=1:-1

同3時 間

例1同2塒 間

同48時 間

注 入 前

第

46.7

17,942.1

li6・6
212022.4

209519.5

218020.4

同

注 入 後30分{

46.7

44.4

43.1

3

心個

第

40.4

人工氣胸温 量8・耗胸讐内羅 義Tl

46.119.8

13.551.2

同1時 間i

同2時 間1

14.744.0
-【

16.240.3

同4時 間[ 15.5 38.6

同24時 間223019.044.2

4

同48時 間2190

在 入 前12060

一同

20.540.7

20.639.9

20.738.2

人]鯛 杁 量4・蝿胸祷内灘=1:ゴ

注 入 後1時 間22.640.3

同2時 間 20.241.0

同+時 間 21.839.1

11秒 「司24H寺 ・問200023.141.3

oo盟ー前入注

同第

同48時 間201020.0

19.0

40.8

44.3

人⊥無胸 注入量35琵

e5一蓮亙 麦1H燗L_」20・s
同2時 間

46.422.4

胸 腔 内 初 曝 一4.一 一3.5

同 終 膣 一3.-2

46.7

同4時 間

2L643.9

20.844.3

例1 -一 同24時 間

同48時 間

1注 入 前

,2240-1一 強 二5
1221022 .2

2360

46.8

第

ーー

山悟

第

両

注 入 後30分

2355

4壇 ・二;

23・7巳0・2

22.3・12.0

、人工魚號 入量6・蛭 胸辮 轍1-1:;1

同1時 間

同2時 間

同24時 間

前 注 入

同

2350

2180

15.945.2

14.6i41.4
16.8

20.5

20.1

21.8

39.9

43.5

48,2

46.4

第1同

}人工鞘 温 脳 翻 腔内麟=1:=窒
注入後2時 間! 20.444.7

7第2回

食癬 醤鰍 購 帥 腔内蘇 ゴ:;1・5
注 入 後1時 間14.042・1

同3時 間

同例1 24時 間

同48時 間

注 入 前

13.8

19.8

43.5

46.2

第

2260

22.448.7

24.442.0

8

11

例l

l

人工氣胸注入量4・顯 腔内蘇=1:=1

21.339.2注 入 後1時 間

同2時 間

同4時 間

同24時 間

同4S時 間

}注 入 前

第1面

2220

2180

2210

2200

22.2 42.4

40.721.2

22.5i'A.6
22.739.1

36。320.7

木工鯛 杁 壮8・碑 讐内羅;1:;1
注 入 後30分9

同1時 間

同3時 間

例 同5時 間

同24時 間

注 入 前

37.0興 ・4

43.114.3

14.5

13.S

15.4

221019.6

35.5

36.S

38.0

37.6

2260

第 同
第1同

人工籟(蹴 入量5・幽 醤内穀雛1:=1

注 入 後1時 間117・2L如 ・0
10第2同

交誘 舗!灘 難 胸腔内纏+2・+
10・3139・8注 入 後1時 間

11.440.6例 同3時 間

19.439,6
一 一 一一1

20.2139.3

第

同24時 間

注 入 前

同

2320

、8.、14。.3

1人]二氣胸欄3・ 繭 空喫1睦=糞:5=1

注 入 後30分

3

厘

3

。

42

嬉　
5
●
O
」
2

,
「

一睦

802の
召

11

晒暫

第

同1時 間

同2時 間

同4時 間

_ii些 」46・1

23.342.9

一"1
22.442.0

同24時 間2300

同48時 酊2330

注 入 前1970

高 1985

20.240.3

24.5

22.8

17.6

41.2

42.1

50.4

51.417.3

人]二鮪 注入脚 耗胸辮 灘;1:一'g
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1注 入 後30分

ll縢1
同4S時 間

第

13

例

第

14

例

第

注 入 前

同

注入後3時 間

同24時 間

同48時 間

注 入 前

同

注 入 後30分

同]時 間一一1

同2時 間

同 塒 間1

24時 間t同

同4S時 間I

I注 天 前

同

、5i注 入 後t・;O-」,2ii」-l

l同1時 間

1同5時 間1

同24時 間例I

I同48時 間1

第

16

例

注 入 前i

同1

注入後3時 間

注入後5時 間

注入後24時 間

唯 入後48時間1

12.0 53.6
1

13.8 49.3

114.9 50.8

200017.3 52.0

199017.6
一

49.7
}

2500 20.8
『 一}-F--

34.4

2525 20.6 36.4

雌 胸讐内総 一3:ゴ
16.5135.6

2500 19.3 38.4

2510 19.2

}　 『-

36.6

2080 19.7 38.8

2130 20.0 36.6

畷 胸醤喫齢:ゴ
113 ,843.5

1
!、4.6:40.OI
1
14,032.9

13.3!36.8

2120118・2138・0

213020.4135.7

2080 21.3 42.2

44.3
-一一

皿 一 一一一一

44.7

38.5

2035

50蝿 胸

21.4
-一 一

内購 一ま:=至
一

一『 一}一

16.8

18.7」

19.0 40.6

204021.4 46.4

205020.0 40.5

2350 19・1140・2

18,442.7
　一

一 一 一 一 一一一 一

『一}一 一

7・耗胸階内蘇;鯖
一 一 一 一

13.8 40.8

13.4 42.2

19.2

18.6

44.6

40.0

第1、 第4、 第5、 第7、 第8、 第11ノ 各 例 ハ

敦 レモー側小量乃至中等量 テ注 入 セルモ ノニ シ

テ各例共 二其 ノ動脈血中酸素量及 ビ炭酸瓦斯量

二殆 ド攣 化 テ認 メズ。第2、 第3、 第(1、第9、

第10、 第12、 第13、 第14、 ●第]5及 ビ第16ノ

各 例 ノ如 ク、比較的多量 ノ室氣 テー側 二注 入 セ

ルモ ノ、 自ロチ胸腔 内陰歴 ノ甚 ダ小 トナル カ、或

ハ全 ク陽性 テ示 セルモ ノニ於 テハ敦 レモ動脈血

中酸素量 ハ室氣 注 入20分 ニ シ テ 既 二比較的著二

明 ナル減 少 テ來 タ シ炭酸瓦斯 量 ハ 増加 テ示 ス

モ、酸素量 ハ多 クハ室氣注 入後24時 間 一 シテ

殆 ド注入前 ノ値 二蹄復 シ、炭酸瓦斯 ハ室氣注入

後1時 間 ニシテ殆 ド萬態 二復 スル カ、第6及 ビ

第15例 ノ如 ク却 ツテ比較的著明 ナ ル減少 テ來

タセルモ ノアリ。

第3例 、第7例 及 ビ第9例 ハ甚 ダ多量室氣 ヲ注

入 セルモ ノ、從 ツテ胸腔 内歴 モ亦 陽性 テ示 セル

モ ノニシテ動脈 血中酸素量 ノ減 少・・夏 二著 明ナ

リ。

第7例 及 ビ第10例 ノ如 ク第1同 ノ注 入 二 於 テ

血 中兀斯 量 二著攣 ナキモ ノ ト云 ヘ ド其 ノ後撒時

間 テ経 テ更 二第2同 注入 テ行 フ時 ハ之 レガ注 入

量第1同 二比 シテ小量 ナル場 合 モ、室氣注 入後

1時 間 一・一シテ血 中酸素量 ハ比 較的著 明 ナル減 少

來 タセ リ.

第 18 表

例
　

l

i注 入 前
第 同

糖
1酸 素 量 炭酸五斯量

(容 量%)(容 量%)

動

2400「22.6

2、.9、:;.引4・.・1ろ4.5

人工氣胸(右)注 入量3・炉 瀞 轍1=1:1ゴ:1

14.542.2152.4]注入 後1時間i
_

21.〇
一

・4.3140.6同3時 間12・ ・5 54.0

　

52.5同24時 間i237021.4

副 動瀞
1ア 『14

.8・39.8153.o

1例

!

1同 48時 問241027.1

髄 入 箭 魔 砲0・7
第 同1239520.5

13.842.0

コ5.039.1 -一颪

.413.2

」2肥53Ω ・2

15.88.442.8

14.99.840.3

55・9 -

52.3

53・L

1人工籟 温 量雌 鰭 内黙=呈:-1
gl注 入 後1時 間　 　　

同3時 間

同22時 間

例 同24時 間

2、;80

塑
4:}.619.41

・9.2…9・6143・5

第

注入後1時 間3

241020.6111.2144.7同48時 間

注 入 前1201020.612.S40.5

同1242。21.51・3.2143.・

56.4

51.8

1

54.4

例

49.5

51.2

人工氣胸(左)注入{概 胸醤内難=1:1:=1:8

同3時 間

同24時 間

同48時 間

2000

彌

52.6

1`2.8142.550.922.1

21.7

21.0

22.3

13.0

11:9

12.5

44.3

41.4

40.6

53.5

50.3

52.8
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巨ll入 前2!7i

第1同

同

4

例

18.210.5

17.19.8

耳蕊 「18.5

42.4i52.8

42e5!54.6

人工氣胸 杁 吊:6・耗 胸醤内雛=1:一 合

注 入 後5時 間[12.8

同5時 間

同24時 間

_.同48畦 迂董1

注 入 前

第 同

13.7

117.0

19.2

09
冒
の
ヨ 一皇4・1

24.2

4.642.8152.6

4.444.250.S

9.546.4i54.5

1Q・0

12.7

13.4

第1回

;人工鯛 注入量6・耗胸讐内蘇=1:=1

47.755.0

48.6156.9

48.5!58.1

51注 入 後2時 問ll20.6110.8146.4[56.0

第2回

人工氣胸(第1同 注入 胸腔内初座一2.-1
1後4壁 丑覧≧注入量3墜 同 終歴十1・0

例注入後2時 間4.910.7

繭
前

イ
え

　
2

入

同

ヒ
こ

、
、

ー
L
l

46.250.3

第 同

IN工氣號 入脚 耗胸醤内黙1:=1

18.5コ0.338.3144.2

課lli警1、li釧llillllil

!1-F入 後1時 間ll16.6t7.7,40.7150.2

同161
.'.)時間 第2同 人工 氣 胸 腔 内 初歴 昭4.-1

胸 注 入琶25耗 同 終 腫 昭2.十2

同1時 間II14.8「1141.611

へ　

の
ど

十

十

〇
幽
L
一

昭

歴
歴
初
終
内腔
同
胸入
耗
注
20
回
量
2
入
第
注
く
　
胸
問

同
氣
時

3
工

1

第
人
後

…

例

1210間時卸M注」

第

注入後1時 間7

例

船 前}1認1聯

431!

39.349.8一

人工氣胸(創 三入纏 胸醤内雛=垂:1:二1:1

同3時 間

同24時 間

同49時 間

000
召
り
θ

00
一
の
召
O
」

50.240.1

」"-t.041.622.S14.0

21.iダ

22.6

21.7

13.8

13.2

14.1

39.8

40.5

39.5

50.4

49.7

49.0

第1、 第3、 第5ノ 各例 ハ敦 レモ塞氣 ノ小量 テ

注 入 セルモ ノー シテ、動脈 血及 ビ静脈血共 二含

有酸素量 及 ビ炭酸 瓦斯 量 二殆 ド攣 化 テ認 メザル

モ、第2、 第4、 第6及 ビ第7ノ 各例 ノ如 ク、

比較的多量 テ注 入 セル モ ノニ在 ツテハ室 氣注入

1時 間 ニ シテ動静脈血共 二酸 素量 ノ減 少 テ來 タ

シ、殊 二胸膣 内終歴 ノ陽性 ラ示 セル第2例 及 ビ

第4例 ハ之 レガ減 少著 明 ナ リ。

第6例 及 ピ第7例 ノ如 ク第1同 ノ注 入二於 テ之

レガ減少輕度 ナルモ ノモ、撒時間 ラ経 タル、第

2同 注 入 二際 シー ハ小 量霊氣 テ以 テ飢 二著明 ナ

ル減少 テ示 セ リ。炭酸 瓦斯量 ハ室氣注入1時 間

後 二於 テハー般 二著 攣 子認 メザルモ第2例 テ除

ク外敦 レモ梢 支減 少 ノ傾 向 テ示 セリ。

第19表

例

_.」_

注 入 前

膿重 瓦)1(酸素量容」⊥0/
!1⊥/o)i鶴 碧

20.443.5

第 同 一,4鯉
第1同

人工氣胸 注入:'1:蝋 醗 内穀礎=1:=1

注 入 後1時 間120.643.4

の
'

1第2同

人 工 氣胸(第1同 注 入 胸 腔 内初 腫 一3.-2

後2時 間)注 入 量40妊 同 終1聡一1.十2
1注 入後1時 間115 .445.5

例1同24時 間2吋`)117・5昭43・2

同4師 面 一]7,8}42.2
42.2注 入 前2(1.9

第

ーり
一

同

第1同

人工氣胸 注入 ・

40.720.4

・=6境胸瀞 灘=窒:=1

1～】so

2010

例

第

3

例

第

4

例

t欝繍
人工氣胸 注入}

注 入後3時 壁

同24時 問

注 念 前

第1同

人工氣胸 注入イ

1一蜘1難llil -
・4吋 正胸 腔 内終 魅+3 .-1

.1§ ・139・8

21じ1い20.240.2

;ご1臣;lil陵il

=短 胸腔内雛 一ま:ゴ

注 入後2時 間117.0130.4

第2回

人 工 氣 胸(第1同 注 入 後3時 間)注 入量40蝿

注 入 後30分ll5.138.8

同1時 間16.031.8

同5時 間15.434.1

同24時 間 ゴコ31)137・3132・9

同48時 間IL'・200122.535.8

注一翁 馴1翻 一陽8引:短

第1同

人工籟 注入胴 ・運胸腔畷 燧=1:=1

注 入 後2時 間119.6141.8

t±tfil!時町「

禺 鎌 閣㌦llσ十盈1

第2同

献 纏 錘入後塒 問胸腔内終歴+…
38.614.2

40.8

3多 ・9
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第

5

例

第

注 入 前 、2300

同2270

23.038.9

23.840.2

盒羅 胸㈲ 注入 胸腔内灘=1:=1:1
注入後1時 間

同3時 間

同24時 間

同48時 間

注 入 前

24.Oi38.2
123 .5141.0

231024.4

230022.7

216020.7

2130同

一4

0■6

39.8

38.8

舗 鋒胸(左)温 胸腔内灘;釜:5・ 一一2・8

6陣 入 後30分1
同1時 間1

21.038.3

42.115.9

1例

第

7

例

16.2

同5時 間

同24時 間

同48時 間

注 入 前

17.0

214020.5

211020.1

2190

36.8

同

注 入後30分

37.6

38.5

2190

40.2

18.5i40.7

人工氣胸注入量6徽 腔内麟 荘 一1

同1時 間

同5時 間

同2!時 間

第

同48時 間

注 入 前

同

注入後2時 間

2155

2180

2490

2050

、8訓39.3

15.644.0

]6.9

16.3

18.6

18.2

18.4

40.1

42.5

44,2

8

例

40.4

38.2

人工鮪 温 量4・耗胸腔内蘇=茎:=1

同4時 間

同24時 間

同48時 間

40.718.6

ユ8.040.3

17.2

199519.S

198018.5

39.4

38.3

40.i一

各例 ハ注入瓦斯艦 トシテ酸 素 テ使用 セルモ ノナ

リ。

第1、 第4、 第5及 ビ第8ノ 各例 ハ酸素 ノ比較

的小量 テ注入 セルモ ノー シテi蓼1レモ動脈 血中酸

素量及 ビ炭 素瓦斯量 二著憂 テ認 メザルモ、第1

例 及 ビ第4例 ノ如 ク第1同 注入 ノ後2時 間乃 至

3時 聞 ラ経 テ更 二小 量 ヲ昭注入 スル時 ハ注 入後 短

時間 ニシテ動脈血中酸素量 ノ比較 的著 明 ナル減

少 テ來 タセ リ.

第2、 第3、 第6及 ビ第7例 ハ敦 レモ酸素 ノ比

較的多量 ラ注入 シ胸腔 内終歴 ノ甚 ダ小 トナル カ

陽性 トナ リタル場 合 ニ シテ動脈血 中酸 素量 ハ胸

脇 内ヘ ノ瓦斯注入後30分 ニ シテ既 二 比較的著

明ナル減少 テ來 シ多 ク ハ 注入後L)・1,時間 ニ シテ

殆 ド注 入前 ノ値 二恢復 セ リ。

炭酸瓦斯量 ハ胸腔 内瓦斯注 入 加 分後 二 於 テノ、

比較的著 明ナル増加 ラ示 スモ、1時 間後 一ハ殆

ド薔態 二復 シ、第3例 及 ビ第6例 ハ却 ツテー時

的 二鞘R減 少 ス、爾 ホ第3例 二於 テハ第1同 ノ

注入後3時 間 テ経 テ再 ビ小 量酸素 テ注入 シ更 二

著 明 ナル血中酸素量 ノ減 少 テ招來 セ リ。

第20表

魁悟

第
手二 衛`前}湧050

1禮重(瓦)}(馨垂募)1講轟瓢

39.5-19.2

1

例

2035同 18.8 37.3

右側横隔膜紳経5糎 ヲ捻除ス

手術後5時 間

同24時 間

第

同48時 間

手 術 前

19.640.0

202018.639,5

同

左側横隔膜紳維捻除ス

201519.036.6

1970120・ ±
_38・1

194519.539。3

2手 術後5時 間

例
同24時 間

同48時 間

第
手 術 前

一.一_同 一.

#一 術 後5時 間

19.S37.0

196519.53S.2

194020.0

0
0

例

第

一{

例

第

5

2280 18.4

36.8

40.2

2脚 ユ8.O

右側横隔膜紳経約+糎 ヲ捻除ス

38.5

同24時 間

同48時 間

手 術 前

2265

2260

2135

一一_一… 同一一_一一.

手 術 後3時 間1

同

2120

18.239.3
一

18.4

18.2

20.1

41.2

40.3

36.8

左側横隔膜紳経4.5糎 捻 除ス

19.63S.1

1S.9138.2

轟魁 轟]二 氣 胸腔内讐3・-2・5　注
入 後30分'14.042.0

同1時 間

同24時 間

同48壁 問

手 術 前

2110

13.S39.8

19.436.5

19.038.72125

216517.737.3

同

_手術後5時 間一L
同

左側横隔膜榊経5.0糎 捻除ス

214018.3140.2

-一

… ∫ユτ与…「言9.5二

鍵 製 綴]二 氣 胸腔内継 一2… 一・・6

山伊

注 入 後30分

同1時 間

同24時 間

同48時 間

2135

2145

45.311.3-i
2.539.9
40.418.1
37.517.9
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第

1手 術 前12i60「

同 陣4ド
右側横隔膜榊維4.0糎 捻 除ス

20.41-41.3　 1

21.140.3

1手 術 後3時 間1 20.041.5

1同 ・

{;1離 髄 搬 工氣 胸腔内纒 昭3…-2 ・・

例

第

注 入後30分1

同1時 間1"一'一 一一一一

同 墨 禰]2・ 万 一

同48時 間!2130

手 術 前2250

115.548.2

14.g「45.・

1-19.639.9

20.540.2

22.039.2

同4t.4

右 側 横 隔 膜 紳 経5.0糎 捻 除 ス

2225

手 術 後3時 間

同
5時 間(左 側 人 工 氣 胸 腔 内終 歴 一1 .5.0胸)注 入 量45耗

注 入 後30分12.346.0

20.9

20.138.8・

7

例

第

同2時 間

同24時 間 2240

同4S時 間2245

手 術 前i2180

同2185

13.740.5

21.5

20.0

19.8

3S.2
-一互

o.6

40。1

19.3

左 側 横 隔 膜 紳経8.5糎 捻 除 ス

38.5

手 術 後3時 間ll20.0142.2

同

5H寺r晋1(右Milノ＼i:氣8

1胸 ・注 入}監醤0耗 胸 腔 内 終IVミー2・0・-1・51

注 入 後30分16.2

同2時 間

例 同t4時 間

同48時 間

2170

2165

16.5

ユ8.6

19.0

46.S

42.0

38.3
　互
4

第1、 第2、 第3ノ 各例 バー側横隔膜神 脛捻 除

ノ後一定時間 テ経 テ動脈血液瓦斯量 テ測定 セル

モ ノニ シテ各例敦 レモ其 ノ酸 素量及 ビ炭 酸瓦斯

量 二著攣無 シ。

第4、 第5、 第`;、 第7、 第SIM列 ノ女ロクー倶』

横隔膜紳経 子捻除 ノ後反封側 二氣胸 テ作成 セル

モ ノニ於 テハ第 一1,、第7各 例 ノ如 キ比較的小量

テ以 テ既_塞 氣注入後30分 ニ シテ比較的著明

ナル酸素f,1=ノ 減 少及 ビ炭酸 瓦斯量 ノ檜加 テ來

シ、第 ・r・、第7各 例 ノ如 キ多量室氣 ノil{入二際

シテハ酸素 量 ノ減少更 二著 明ナ リ。

實験 小括

各 表 二明 カナル如 ク其 ノ注 入瓦斯膿 ノ空氣 タル

ト酸素 タル トヲ問ハズ、注 入量比較的小_シ テ

胸 腔内陰墜 爾 ホ大 ナル時 ハ血液 瓦斯 量 二著攣無

キモ 注入量比較的大ニシテ胸腔内陰巫甚ダ小

トナルカ 或・・全 ク陽性 テ示 スモ ノニ在 リテハ

敦 レモ胸腔内ヘ ノ瓦斯鵬注入後短時間 ニシテ酸

素量 ノ比較的著明ナル減少、及 ビ炭酸瓦斯量 ノ

増加テ來 タセリ.

第1同 人工氣胸二於ケル瓦斯膿注入量小一シテ

血液瓦斯量二著攣 ナキモ ノト云ヘ ド緻時間後 ノ

第2同 注入二際 シテハ其 ノ注入量第1回 注入時

二比 シテ更r小 量ナルニ關 ラズ胸腔内ヘノ瓦斯

艘注入短時間ニシテ、同様酸素量 ノ減少、及ビ

炭酸瓦斯量 ノ檜加テ示 シ、動脈血 ト同時二静脈

血 テモ探血之 レガ血液瓦斯量 テ測定スル時ハ常

二動脈血二正比例 シテ静脈 血二於 テモ亦其 ノ瓦

斯量 ノ檜減 テ現 ハセリ、一側横隔膜紳経捻除手

術 ハ血液瓦斯吊:二殆 ド憂化テ來 タサズ僅 カニ酸

素量 ノ減少 アルニ過 ギザリシモ、一側横隔膜紳

経捻除 ノ後其 ノ反封側二人工氣胸 テ作成スル時

ハ其 ノ注入量比較的小一 シテ飢二比較的著明ナ

ル血液酸素量 ノ減少及 ビ炭酸瓦斯量 ノ増加ラ來

タシ注入昂:大ナレバ之 レガ檜減更 一著明ナリ

キ。

以上酸 素:1::ノ減 少 ハ 瓦斯膿注 入後24時 間 ニシ

テ殆 ド注入前 ノ値 二蹄復 スルモ炭酸瓦斯量 ノ増

加 ハ瓦斯膿 注 入1時 間後 ニハ既 二注 入前 二恢 復

スル カ却 ・汚 一過性 二梢 ≧減少 テ示 スモ ノアリ

タリ。

第三節 考 按

前記各節二於ケル實瞼結果 ヨリ更 二入工氣胸時

二於ケル肺循環状態 テ考察 セントス。

即 チ余 ノ實験第一項二於ケル色素注入一ヨル實

験二於テハ人工氣胸時ニハ勿論肺虚脱 ノ程度ニ

ヨリテ其 ノ充盈程度テ叉異ニスト云ヘ ド虚脱肺

ト無腿置肺 トテ問ハズ勃 レモ「カルミン」色素ヲ

含有 シ肺組織全般二亙 リテ禰蔓 シ封照無塵置動

物二比 シテ無染色斑紋部甚ダ少ナキカ、或,ハ全

久 之 レテ認 メザ リキ。

之 レ正常時二於ケル肺毛細管 ノ染色状態 ト異ナ

ル腿 ニシテ彼 ノ封照動物 二於 ケル・ガ如キ「カル
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Eン 」色素 テ充填 セザル、所謂戸 山氏 ノ豫備毛細

管 ノ多 クガ人工氣胸時 二際 シテ敦 レモ能動機轄

ラ螢爲 スル ニ至 リシモ ノー一シテ、即 チ人 工氣胸

ノ如 キ肺虚脱 二際 シテハ斯 ノ如 キ豫備毛細管 ニ

ヨリテー定度肺 循環 テ代償調節 セン トヘルモ ノ

ナリ。

人工氣胸時 二於 ケル虚 脱肺 ノ肺 血管歌 態 ハ其 ノ

虚 挽 ノ程 度 ニ ヨ リテ、更 二、叉其 ノ血 管 ノ種類

ニ ヨリテー様 ナ ラザルハ之 レ叉、余 ノ實験 二於

テ既二明 カナリ.即 チ、先 ヅ虚腕 ノ中等度 ナ リ

シモ ノニ於 テハ既 二肉眼的所見 二於 テ肺 ノ「カ

ル ミン」色調薄 ク之 レテ封照及 ビ反封無庭置側

二比 シテ相異 アル テ知 リ、更 二組織學的 ニモ亦

其 ノ所見 テ異 ニセリ。即 チー般 二肺 血管 二於 ケ

ル「カル ミン」色 素 ノ充塞不充分 ニシテ敦 レモ之

レガ萎縮 テ思 ハ シムル モ却 ツテ肺動脈 二於 テハ

各塵 二「カル ミン」色素充填却 ツテ高度 一シテー

見欝血 テ思 ハ シムル ガ如 キ・・之 レ末梢血管縮小

ニ ヨル第二次 的響血 ト思 惟 スベ キナ リ。以 上ハ

有馬、小野 雨氏 ノ「レン トゲ ン」學 的實験結果 二

略符合 スル庭 一 シ テ、且 ツ既述Bruns,de

Jager,Propping,Brauer,Forlanini,隈 、 築

地雨氏 ノ貧 血説 ニー致 スルモ ノナ リ.

勿論斯 ノ如 キ場 合 ト云 ヘ ド戸山氏 ノ所謂 豫備 毛

細管 ノ活動 ハ正 二余 ノ實験 二於 テモ之 レテ認 メ

得 タル庭 ニ シテ虚脱 肺全般 ヨリ見 レバ其 ノ含 血

量其 ノ他 二於 テ貧血 ハ比較的輕 度 二止 マル トス

ルモ斯 ノ如 キ既 二虚 腕 二陥 レル肺組織 二於 ケル

豫備毛細管 ノ代 償的活動力 ハ事實 二於 テ著 シク

減退サル可 ク之 レ又余 乳實験 ニ ヨリテ明 カナ

リ∩

之 レニ由 ツテ之 レテ観 レバ虚 睨中等度 ナル虚 脆

肺 ハ明 カニ貧血 ナ リト云 ヒ得 ベキモ、之 レガ

貧血比較的輕度 ナ リ ト思惟 セ ラル。然 ラ バ 虚

脱 ノ輕度 ナ リシモ ノニ 於 テ ハ 如何、飢述 ノ如

クBanke,Riviere,Breccia,Sackur,Sauer-

bruch,Cloetta等 ハ虚脱 高度ニシテ胸腔 内終歴

ガ陽性 テ示 シタル場 合 ノミ該肺 ハ貧血 シ虚腕 中

等度或 ハ、輕 度 ナ リシモ ノハ末梢血管 二貧血 テ、

中心血管 ニハ、二次 的融血 テ來 タスガ故 二該肺

ノ含血量 二於 テ・・直チニ其 ノ減 少 テ断言 シ難 シ

ト云 ヘ ド既 二末梢1111管二貧血 アル以上其 ノ輕度

大 ナルニ從 ヒ肺 含Jl且量 一砿 諦 小 トナルガ故 二虚

脱肺 ・・原則 トシテ穂 テ貧血 ナ リト断言 セリ。齢

ツテ余 ノ質験結 果 二於 グル輕度虚脱肺 二在 リテ

ハ肉眼的 ニハ「カル ミン、色調之 レガ封照及 ビ反

封無庭置側 ト大差 ナク組織學的 ニハ肺静脈及 ビ

肺動脈 二著愛 テ見 ス、而 カモ、却 ツテ豫備血管 ノ

活動 ニ ヨリテ「カル ミンJ含 有毛細管、封照 二比

シテ多数存在 シ而 モ色素 ノ含有量 二於 テモ封照

動物 ト殆 ド差異 ナキ事實 ヨリ ヘ レバ 多少前記

有馬、小野雨氏 ト其 ノ説 ラ異 一セザ ルベ カラザ

ル ニ至 ル。

即 チ肺血管其 ノモ ノニ就 イテ云 ヘバ輕 度虚脱 二

際 シテハ無虎置時 ト大差無 シト云 ヘ ド肺毛細管

ガ肺 ノ周縁 部二於 テ既 二 縮小 セ ル事 實 ヨリシ

テ、氏等 ノ詮 ノ如 ク甚 グ輕微 ナ レ ドモ貧血 テ肯

定 セザル可 ラザル モ虚脱肺全般 ヨ リ見 テ輕度虚

脱肺 ハ貧血 ナ リト断言 シ得 ズ、 ムシロ此 ・場合

能動 的機轄 テ螢爲 セル豫備血管 ・・彼 ノ周縁部 ノ

萎縮 肺毛細管 テ代償 シテ爾 ホ飴 リアル ラ思 ハ シ

メタ リ。

肺 毛細 管 ノ縮 小 ハ其 ノ虚 脱 ノ進 ムニ從 ッテ肺 ノ

周縁 部 ヨリ漸次 肺全般 二及 ビ豫備毛細管 ノ能動

的機 轄 モ亦之 レニ從 ツテ更 二檜加 スル ト云 ヘ ド

他方又肺組織 ノ虚脱 ニ ョリテ之 レガ活動 力 テ漸

次 減退 スルハ余 ノ實験 二依 リテ明 カナ リ。

即 チ色素注 入ニ ヨル余 ノ實験 ニ ヨレバ虚脱肺 ノ

血管歌態 ハ其 ノ虚脱 ノ程度 一 ヨリテ異 ナ リ、虚

腕高度 ナル中 ハ、豫備 血管 ノ能動的機 轄殆 ド肺

全般 二及 ブ ト云 ヘ ド前述 ノ如 キ理由 ニ ヨ リテ該

虚腕肺 ハ高度 ノ貧血 二陥 リ、虚脱 中等度 ナルモ

ノニ在 リテハ末梢血管 ノ縮小 ト比較的大 ナル血

管 ノ鯵血 トA:fl代償 シ、加 フルニ豫備 血管 ノ活動

ニ ヨツテ該虚 睨肺 ノ貧血 ハ事實 二於 テ比較的小

二止 ルベ シ。而 シテ虚脱輕度 ナル時 ハ中心血管

萎縮 セズ、末梢肺血管 ト云 ヘ ド之 レガ縮小甚 ダ

輕 度 ナルニ關 ラズ豫備血管 ノ活動比較的大 ナル
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ガ故 二該塵 睨肺 ノ貧血 ハ甚 グ輕 度 ニ シテ殆 ド之

レヲ見ザル モ ノ又 アルベ シ ト思惟 セ ラル。

斯 ク人工氣胸 二際 スル虚 睨肺 ノ血 管歌 態、即 チ

肺循環 ハ虚睨 ノ程 度 二1衣リ テ 相違 ス ノレモ ノナ

リ。

斯 ノ如 キ人工氣胸 二際 スル豫 備血管 ノ活動 ハ甑

述 ノ如 ク無虎 置肺 二於 テ更 二著 明 一 シテ之 レ人

工 氣胸 ノ如 キ肺虚脱、殊 二比較 的高度 ナル虚脱

二封 シテモ尚 ホ全肺循環 ノ代償作 用 テ螢 爲 λル

所 以 ナ リ。事實余 ノ實験第二項 二於 テー 側高度

ノ虚 脱 二際 シテモ頸動脈血歴 二著憂無 ク又第 三

項 二於 テ・・比較的高 度 ニシテ始 メテ血 中酸素 二

攣 化 テ來 タセ シ事實 ハ蓋 シ該豫 備血 管、殊 二無

腿 置側豫備血管 ノ能動的機縛 ニ ヨリテ代 償 セ ラ

レタルモ ノナル可 シ、 勿論一側肺 ラ除外 スル モ

其 ノ呼吸瓦斯 中 ノ炭酸 瓦斯 量 二憂1ヒ無 カ リシ ト

云 フHeillinノ 報 告及 ビ血 中酸素 及 ビ炭酸 瓦斯

含 有量 二著憂 ナカリ シ茂木、隈南氏 ノ實験結果

ヨ リス レバ余 ノー側肺 ノ虚脱 ノミー一テ・・未 グ良

ク全肺循環 ノ代償 作用 デ筥爲 セ ラル ・ハ常然 ノ

事實 ナルベ シ。

然 ル ニ余 ノ實験 二於 テ雨側 人工氣胸、及 ピー側

横 隔膜帥経捻除後他側 二氣胸 テ作成 セルモ ノニ

在 リテハ其 ノ注 入量 ノ偲量 ガー側注 入 ノモ ノニ

比 シテ大差無 キ カ、却 ・ソテ小量 ナルニ關 ラズ既

二頸動脈駆 力 二憂 化 チ來 タシタルハ最早、肺循

環 ノ代償作用 デ営篤 シ得 ザルニ至 リシモ ノナル

ベ ク、之 レ印 チ餌 ニー側肺 ノ虚 脱、或 ・・横 隔膜

静経 ノ捻 除 ニ ヨリテ肺循環 ノ障碍 子受 ケ、之 レ

ガ代贋 トシテ既 二活動 セル豫備毛細管 ガ更 二加

ハ リタル虚 脱 二封 シテ、容易 二活用 シ盤 サル ・

二至 リ、最早代償 ノ絵裕 無 キニ至 レルモ ノナル

ベ シ
。

飢記 ノ如 ク余 ノ實験 ニ ヨレバー側虚脱 二際 λル

豫 備血管 ノ活動 ハ無塵 置肺 二於 テ著明 ニ シテ虚

脱肺 二於 テ・・、其 ノ豫 備血管 ト云 ヘ ド其 ノ活動

ハ、.無庭 置f則二比 シテ遙 カ ニ 減 少 ス ルモ ノナ

リ。9Pチ 余 ノ實験 第二項1虹管 内色素注入 二際 シ

テ虚脱肺 ノ毛細管 ハ 無庭置側肺 二比 シテ「カル

ミン」色素 ノ充 塞遙 カニ少 ナ キ事實、及 ビ未 ダ虚

脱輕 度 ナル モ ノニ於 テハ無染色斑紋部 ノ残存又

無庭 置側 二比 シテ 多数 ナ リシバ正 二虚脱肺 ノ毛

細管 ガ無庭 置側 ノ其 レニ比 シテ其 ノ活動 力 テ減

少 セシ事 ラ立護 スルモ ノナルベ シ。故 ニー側肺

ノ塵脱 ニ ヨ リテ飢 二代償 的 二豫 備毛細管 ガ活動

シツ ・アル無腿置側 二封 シテ更 二虚脆 ラ加 フル

時 ハ先 キニ虚脱 ニ アル反封側 二於 テ、 之 レガ、

代 償 テ得 ル事 ノ不充分 ナル ガ爲 メニ、逡 二肺循

環 二障碍 テ招來 シ、他方頸動脈血歴 ノ憂 化 テ表

ハ シ著 シキハ逡 二死 二至 ルベ キ事實 モ亦余 ノ實

瞼 二依 リテ明 ナ リ.

要 之 ニー側横隔膜紳経捻除 ノ如 キ呼吸蓮動障碍

及 ピー側人工氣胸 二際 スル肺血行 障碍 ハ更 二無

庭 置側 ノ豫 備毛細管 ニ ヨ リテ比較的容 易 二代償

セ ラル ・モ、 雨側虚脱及 ピー一側横隔膜神経捻 除

他側 人工氣胸 二際 シテハ之 レガ代償作用著 シク

減退 セ リ。

抑 モForlaniniガ 人 工氣胸 テ1唱導 スル ヤ、先ヅ

肺 ノ静置 テ以 テ其 ノ要諦 トセ リ。 即チ該療法 ノ

主要作用 ハ罹 患側肺 デ萎縮、且 ツ静 止安定 シ以

テ結締組 織 ノ檜殖 チ催進 セ シメテ自然治癒 テ促

スニア リ トシ、爾來之 ラ信 ズルモ ノ多 カリキ。

然 ル ニ其 ノ後deJager,0.Bruns,Cock

&Harisson,Weiss,隈 等 ノ貧血設Cloetta,

Sauerbruchノ 麗 血説或 ハBrauer,Blanc,Sac-

kur等 ノ酸素鋏乏詮等異詮 テ唱 フルモ ノア リ。

更 二最近Meers6n・ ・免疫生物 考的關係 ノ攣化

ガ人 工氣 胸 ノ治 癒上有 意義 ナル ガ故 二寧 ロ完全

氣胸 ラ避 ケ部 分氣 胸 テ行 フ可 キナ リト記載 シ、

殊 二Gewerderノ 如 キ反封氣胸側 二 施行 シテ

患 肺 二好 影響 テ得 ベ シ トシ、而 モ彼 レノ喀血療

止 セ シメ得 タル3例 ラ報 告セ リ。又Rozierハ

潰 瘍 性喉頭結核 ノ合併症 ア リ タ ル 肺結核 患者

12例 ノ中7例 ハ 肺結核 ト共 二 喉頭結核 モ 亦

治癒 シ、3例 ハ 同様 軽快 セ リ ト記述 シ、更 二

Rehbergハ 人 工氣胸 ニ ヨ ル肺臓 内脂 肪新陳代

謝 ノ檜進 ガ治癒 的数果 ヲモタ ラスモ ノナ リト構



第9號 】 舳松=胸 腔及 ビ血管内瓦斯注入一ヨルレ實験的研究 637

シ、之 ガ由來 テ「リパーゼ」ノ増生ナリトセリ。

本邦 二於 テハ最近淺Jib一氏ハ人工氣胸 ガ凝集素 ノ

産生上増加的二作用 スルハ網状織内皮細胞系 ノ
ー一時的興奮二依ルモノナリトシ、叉椹卒氏ハ人

エ氣胸二依ル臆汁排泄 ノ特異ナル影響、自ロチ人

工氣胸二依ル膿汁色素、脆 汁酸盛 ノ比率 ノ攣化

ヨリ人工氣胸パー種 ノ刺戟療法 ナ リ ト提唱セ

リ。

其 ノ他木村氏等 二依ル肝臓分泌機能充進及 ビ小

野、金山、高見諸氏等 ノ円液分泌膵液分泌充進

等 ヨリシテ、有馬博士ハ人T二氣胸療法作用ヲ局

所作用以外 二全身諸器管賦活作用テ分 チ之 レガ

基因テ肺組織萎縮ニヨル比較的酸素訣乏ナリト

セリ。

斯 クノ如 ク人工氣胸治癒作用ノ機轄 二就 イテハ

之ガ學説旺々ニシテ何 ラ定説無キガ如 シト云ヘ

ド之 レ人工氣胸治癒促進作用ガ複雑 ナル多数因

結

1、 人 工氣 胸 ノ血液像及 ビ血液 瓦斯 二及 ボ ス=影

響 ハ之 レガ動物 ノ健康 タ ル ト結核 タル トニ依 リ

テ殆 ド相異 ラ認 メズ。

2、 人 工氣胸 ノ血液 像 二封 スル影響 ハ人工氣胸

ノ種類及 ビ肺虚 脱 ノ程度 二依 リテ相異 ス。

即 チ片側人 工氣胸 ニ シテ肺 ノ虚 脱輕 度 ナル時 ハ

白血球 敷 二梢 支減 少 デ認 メ タル外殆 ド著憂 ナキ

モ、虚脱高度 ナル モ ノ及 ビ雨側人 工氣胸 二於 テ

ハ白血球 数及 ビ赤 血球 数及血色素 ノ増加
、血液

酸素含有量 ノ著 明 ナル減 少 テ來 タシ、 白血球種

類 二於 テハ中性嗜好細胞 ノ百分卒 ニー過性 及 ビ

之 レガ核 薫数 ノ減 少 テ認 メ タリ。

3、 白血球 ノ攣 化ハ注 入瓦斯 ノ肋膜刺戟 二依 ル

モ ノニ シテ、 少 ナ ク共 酸素 ノ減少及 ビ結核 毒素

ノ血中流 入 二依 ルモ ノニ非 ラズ。

4、 赤血球 数及 ビ血 色素量 ノ攣 化ハ血中酸 素 ノ

減少 ト殆 ドー致 セ リ。 ・

5、 人工氣胸 二際 スル赤血球沈 降速 度 ノ促進 機

轄 ハ之 レラ判明 シ得 ザ リシモ、結核 毒素 ノ血 中

流 入二多 少、 關係 テ有 スルガ如 シ。・

子 ノ存在 二依 ルモノナル テ意 味 スルモ ノニシテ

正 二人 工氣胸 ノ結核治療法 トシテ政果的 タル所

以 タルベ シ。

今余 ノ實験 二於 テー側人 工氣胸及 ピー側横 隔膜

瀞経捻除 二際 スル全肺循環 ノ障碍 ハ肺 ノ虚 脱比

較 的高度 ニ シテ、始 メテ之 テ招來 セルモ雨側人

工氣胸 二際 シテハ之 ガ虚 脱怪度 ニ シテ既 二全肺

循環 二著 シキ障碍 テ來 タ シタリ。

是等 ノ事實 ヨリス レバー側人 工氣胸 二際 スル虚

脱肺 ハ全肺循環 二著憂 ナキ程 度 二於 テ既 二静 置

スル テ得 ベ ク酸素 ノ鋏乏 テ來 タスベキ程度 二於

テハ更 二 肺 ハ 静止 セルモ ノト思惟 セザル 可 ラ

ズ。斯 ク考 へ來 タル時 一側人工氣胸 二際 シテハ

比較的多量 テ注 入 シ以 テ比較的高度 ノ肺虚脱 テ

惹起 セ シムルモ障碍 ナ ク敷果 的 ナ リ ト云 フベ キ

モ雨側人 工氣 胸 二際 シテハ自 ラ前者 ト考察 テ異

ニセザル可 ラザルベ シ。

論

6、 色 素注入 二際 シテIE常 捕 ・・Cohnheim及

ビ戸山氏 ノ實 験 ト同様、斑 紋歌 二染 色 セ リ。

右 ノ揚合、着 色肺 毛細管 ハ能動 的機轄 テ螢爲 セ

ル モ ノ三 シテ不染色部 ハ肺毛細管 ガ休息 セル テ

示 ス ト云 フ戸山氏 ノ詮 二質 ス。

7、 人 工氣 胸 二際 シテハ之 ガ斑紋部 ハ氣胸肺及

ビ無庭 置肺共 二減 少 シ此 ノ事實 ハ人 工氣胸 二於

ケル肺虚脱 ヨリ來 タル肺循f畏障碍 二際 シテ、休

息血管 ガ直 チニ能 動的機 轄 テ鶯爲 シ之 ニ ョリテ

代償作 用 ラナ スモ ノ ト思惟 ス。

右代償作 用 ハ無塵 置側 二於 テ著 明ナルモ虚脱肺

二於 テハ虚脱 ノ程度 二從 ツテ漸次減 退 ス。

8、 人 工氣胸 ニ ヨル虚脱 肺血管ハ之 ガ虚脱 ノ程

度 及 ビ血管 ノ種 類 ニ ヨリテ之 ガ状態 テ異 ニス、

即 チ肺静脈及 ビ肺 毛細 管 ハ其大小 テ問ハ ズ肺虚

脱 ノ程 度 ニ ヨリテ漸次:萎縮 スルモ肺動脈 二於 テ

ハ必 ズ シモ然 ラズ却 ツテ第二次的醗血 テ來 タス

事 アリ。

9、 人工氣胸 ノ血液 瓦斯 ニノ乏ボ ス影響 ハ其注入

瓦斯 ノ酸素 ト室 氣二關 セ ズ其虚腕程 度 ニ ヨリテ
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異 ナル。即チ注人量小』シテ胸腔内陰歴筒ホ大

ナル時ハ酸素量二殆 ド影響ナキモ注入量大ニ シ

テ陰巫甚ダ小ナルカ全 ク陽性 テ示 ス時ハ動脈

血、静脈血共二之 レガ減少 テ來 タス。

10、 一側横隔膜神経 テ捻除スルモ頸動脈血歴 ニ

ハ攣化 テ來 タサズ。

11、一側人工氣胸 二際 スル頸動脈血墜ハ肺 ノ盧

脱比較的高度ニシテ始 メテ憂化テ來 タスモ、雨

側人工氣胸及 ピー側横隔膜神経捻除、反封側人

工氣胸 二際 シテハ夫々肺盧腕輕度ニシテ既二憂

化 アリ。

12、一側横隔膜紳経捻除及 ピー側人工氣胸二際

スル肺血行障碍ハ比較的容易 一之 チ代償セラ

ル ・モ、雨側人工氣胸及 ピー側横隔膜紳脛捻

除、他側人工氣胸二際 シテハ之ガ代償著 シク減

退 ス。

欄筆二臨 ミ御指導御校閲 ノ努 ラ賜 リタル今村教

授 二封 シ満腔 ノ謝意 テ表 ス。
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